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一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

第
二
款
保
証
の
場
合

第
一
日
一
般
論

第
二
日
時
効
期
間
を
異
に
す
る
場
合
|

|
手
形
時
効
等

第

三

目

時

効

停
止
事
由
が
あ
る
場
合

第
四
日
時
効
利
益
の
放
棄
が
あ
る
場
合

第
五
日
時
効
中
断
の
効
力

-

主

債
務
者
に
対
す
る
時
効
中
断
の
効
力

2

保
証
人
に
対
す
る
時
効
中
断
の
効
力

第
三
款
検
討
ー
ー
ー
特
に
、
時
効
中
断
や
時
効
消
滅
に
関
す
る
議
論
と
債
務
の
性
質
に
関
す
る
議
論
と
の
関
係
に
う
い
て

第
九
項
一

九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
連
帯
債
務
論

第

一
款

ま

と

め

第
一
目
個
別
の
局
面
に
お
け
る
考
え
方

-

弁

済

2

供
託

3

更
改

4

代
物
弁
済

5

債
務
免
除

6

相
殺

7

混

同

8

時
効

第
二
目
連
帯
債
務
と
保
証
の
差
異

第
二
款
個
別
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由
の
効
力
論
に
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る
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第
一
回
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種
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滅
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由
の
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満
足
効
の
有
無
に
着
目
し
た
分
析

債
権
者
の
意
思
に
着
目
し
た
分
析

a

一
体
型
絶
対
効
か
相
対
効
か
が
問
題
と
な
る
局
面
|
|
1
主
と
し
て
、
給
付
に
関
係
す
る
事
由

b

負
担
部
分
型
絶
対
効
か
相
対
効
か
が
問
題
と
な
る
諸
局
面
ー
ー
そ
の
他
の
事
由

C

諸
事
由
の
解
消
に
関
す
る
局
面

3

求
償
権
に
着
目
し
た
分
析

第
二
日
連
帯
債
務
の
性
質
論
か
ら
み
た
場
合

-

相

互
代
理

2

債
務
単
一
性

3

そ
の
他
の
性
質

第
三
款
連
帯
債
務
論
に
お
け
る
問
題
の
所
在

第

四

款

一

九
世
紀
法
の
位
置
づ
け

第

三

章

日

本

法

士
口
五
日

，
単
品
町
一
言
n
H

説

2 

音ι
口問

第
八
項

消
滅
時
効

(以
上

本
号
)

フ
ラ
ン
ス
民
法
は
連
帯
債
務
や
保
証
に
つ
き
時
効
中
断
の
効
力
だ
け
を
定
め
、
時
効
完
成
の
効
果
を
定
め
て
い
な
い
(
二
二
五
O
条
「
主
債
務

者
に
対
す
る
訴
求
ま
た
は
主
債
務
者
に
よ
る
承
認
は
、
保
証
人
に
対
す
る
関
係
で
時
効
を
中
断
す
る
。」
連
帯
債
務
に
関
す
る
時
効
中
断
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
前
節
第
二
款
b
参
照
)
。
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第
一
款

連
帯
債
務
の
場
合

第

目

概
説

連
帯
債
務
の
時
効
完
成
を
一
般
的
に
論
ず
る
も
の
と
し
て
二
つ
の
学
説
が
あ
る
。
全
員
が
抗
弁
で
き
る
と
す
る
学
説
(
一
体
型
絶
対
効
説
)
と

時
効
完
成
者
の
負
担
部
分
の
限
度
で
相
債
務
者
も
抗
弁
で
き
る
と
す
る
学
説
(
負
担
部
分
型
絶
対
効
説
)
で
あ
る
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

a 

一
体
型
絶
対
効
説

、
、
、
、
、

一
体
型
絶
対
効
説
は
一
般
論
と
し
て
二
通
り
の
理
由
を
示
す
(
学
説
に
は
左
記
の
ほ
か
、

5
2
F
Z
ロ
品
工
官
印

HN
が
あ
る
)
。

時
効
に
よ
っ
て
債
務
が
消
滅
す
る
か
ら
で
あ
る
言
。
ロ
ユ
o
p
門

N
E
N
2
E
E
)
。

時
効
の
根
拠
は
一
定
の
期
間
に
訴
権
が
行
使
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
た
め
に
時
効
は
物
的
抗
弁
で
あ
る
(
〉
与
ミ

Z
E
E
-
E

古品品川
W

)

。
負
担
部
分
型
絶
対
効
説

負
担
部
分
型
絶
対
効
説
は
時
効
停
止
の
場
合
に
つ
い
て
次
の
理
由
を
示
す
(
時
効
停
止
の
意
味
に
つ

いて
は
、
註
(
日
)
お
よ
び
対
応
本
文
参
照
)
。

時
効
停
止
事
由
あ
る
債
務
者
が
全
額
に
つ
い
て
債
務
を
負
う
と
み
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
も
し
停
止
事
由
の
あ
る
者
が

全
額
に
つ
き
債
務
を
負
う
と
す
れ
ば
、
弁
済
後
に
相
債
務
者
へ
求
償
で
き
る
か
否
か
の
二
者
択
一
に
な
る
と
こ
ろ
、
求
償
で
き
る
な
ら
ば
相

債
務
者
は
時
効
利
益
を
失
う
こ
と
に
な
る
し
、
求
償
で
き
な
い
な
ら
ば
該
債
務
者
の
地
位
は
ひ
ど
く
悪
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
相
債

b 
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説

務
者
に
つ
き
完
成
し
た
時
効
を
該
債
務
者
が
債
務
の
全
部
に
つ
い
て
主
張
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
明
示
の

留
保
あ
る
債
務
免
除
に
関
す
る
規
定
を
類
推
す
る
ほ
か
な
い
。
そ
し
て
、
債
務
免
除
と
い
う
債
権
の
放
棄
と
時
効
に
よ
る
黙
示
の
放
棄
と
は

論

類
似
し
て
お
り
、

一
二
八
五
条
二
項
(
免
除
に
よ
る
負
担
部
分
型
絶
対
効
)
の
理
由
づ
け
を
時
効
に
持
ち
込
ん
で
も
法
律
を
歪
め
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
時
効
が
完
成
し
た
相
債
務
者
の
負
担
部
分
を
限
度
と
し
て
、
時
効
未
完
成
者
は
時
効
を
主
張
で
き
る

(
9
5
2

品

何

回

ω
ロ
Z
円

Z-
円

印

コ

ド

品

N

F
日

〈

司

N
N
自
l
叶
)
。

ま
た
、
別
の
論
者
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

一
人
が
条
件
・
期
限
付
で
連
帯
債
務
を
負
っ
た
場
合
に
は
、
該
債
務
者
は
条
件
・
期
限
の
結
果
と
し
て
時
効
の
完
成
が
遅
く
な
る
こ
と
を

甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
相
債
務
者
は
時
効
完
成
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
て
お
り
、
未
完
成
者
に
求
償
権
は
な
い
。
そ
し
て
、

求
償
権
の
喪
失
は
債
権
者
が
相
債
務
者
に
対
す
る
請
求
を
怠

っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
こ
と
か
ら
、
一

二
八
五
条
を
類
推
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

債
務
免
除
と
い
う
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
求
償
権
が
奪
わ
れ
た
と
し
て
、
行
為
の
結
果
を
債
権
者
に
負
担
さ
せ
て
お
り
、
時
効
完
成
の
場

合
に
も
請
求
を
怠
っ
た
と
い
う
過
失
の
責
を
債
権
者
に
負
担
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
(
「
2
2
?
己
ご
ωω

ご
ω
ω
m
ふ
ま
た

E
Z
E
E
-
3・5
2

M

N

D

白

口
十
日
官
主
マ
N

も
、
時
効
の
根
拠
は
弁
済
ま
た
は
債
務
免
除
の
推
定
に
あ
る
と
こ
ろ
、
時
効
完
成
者
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
弁
済
ま
た
は
免
除
が
あ
っ
た
の
と
同
じ
情
況
に
立
っ
と

ぃ、ヲ)。以
下
で
は
場
合
を
わ
け
で
さ
ら
に
検
討
す
る
。
と
い
う
の
も
、
債
務
者
の
一
人
だ
け
に
つ
い
て
時
効
が
完
成
す
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
で

そ
れ
に
至
っ
た
事
情

(
各
種
の
特
別
時
効
・
時
効
停
止
)
に
よ
り
、
議
論
情
況
が
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
学
説
は
時
効
完
成
の

あ
っ
て
も
、

効
力
論
を
連
帯
債
務
の
一
般
理
論
の
問
題
だ
と
い
う
(
宮
号

Z
E
E
-
5
2
0二
日
巴
m

こ
N

∞
E
D∞
Z
Eム
)
。
し
か
し
、
各
種
の
特
別
時
効
に
関

北法48(6・6)1312



す
る
制
度
理
解
が
決
め
手
に
な
っ
て
い
る
局
面
も
あ
り
、
連
帯
債
務
理
論
が
問
題
だ
と
い
う
こ
と
の
具
体
的
意
味
を
知
る
に
は
個
別
の
検
討

を
要
す
る
。

第
二
目

債
務
者
に
よ
っ
て
時
効
期
間
を
異
に
す
る
場
合

l 

手
形
時
効

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(5 ) 

商
法
一
八
九
条
(
一
九
三
五
年
一
O
月
三
O
日
デ
ク
レ
に
よ
る
改
正
前
の
規
定
)

(
1
)
 

商
人
・
銀
行
業
者
が
振
出
し
た
手
形
ま
た
は
商
取
引
の
た
め
に
振
出
さ
れ
た
手
形
に
つ
い
て
は
、
手
形
に
関
す
る
す
べ
て
の
訴
権
は
拒
絶
証
書
作
成
の

一
項
「
為
替
手
形
お
よ
び
約
束
手
形
で
あ
っ
て
、
卸
売
商
人
も
し
く
は
小
売

日
ま
た
は
直
近
の
訴
求
の
日
か
ら
五
年
の
時
効
に
擢
る
。
但
し
、
請
求
認
容
判
決
ま
た
は
別
書
に
よ
る
債
務
承
認
が
あ
れ
ば
こ
の
限
り
で
な
い
。」

二
項
「
前
項
に
も
拘
ら
ず
、

そ
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
債
務
者
と
し
て
請
求
を
受
け
て
い
る
者
は
、
も
は
や
債
務
な
き
こ
と
に
つ
い
て
宣
誓
す
る
義
務

を
負
う
。
そ
の
者
の
寡
婦
も
し
く
は
相
続
人
ま
た
は
承
継
人
も
、
も
は
や
債
務
が
な
い
と
自
分
の
信
義
に
お
い
て
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

〔
申
旦
奪
回

義
務
を
負
う
|
|
福
田
〕
。
」

時
効
期
聞
が
異
な
る
場
合
と
し
て
例
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
手
形
に
関
す
る
五
年
の
時
効
で
あ
る
(
商
法

一八
九
条

一項)。

こ
れ
は
、

手
形
の
全
部
に
適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
商
人
が
振
出
し
た
手
形
ま
た
は
商
取
引
の
た
め
の
手
形
に
限
り
適
用
さ
れ
る
(
但
し
、
註

(
l
)
参

照
)
。
こ
の
た
め
に
、
共
同
振
出
の
場
合
に
お
い
て
、
振
出
人
の
一
方
だ
け
が
商
人
で
あ
れ
ば
、
他
方
の
振
出
人
に
つ
い
て
は
民
法
の
一
般

時
効
(
三
O
年
。
二
二
六
二
条
)
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

北法48(6・7)1313



説

一
体
型
絶
対
効
説

a 

吾~

ロ間

判
例
は
時
効
完
成
に
一
体
型
絶
対
効
を
認
め
る
。
す
な
わ
ち
、
共
同
振
出
人
の
一
人
に
つ
き
特
別
時
効
が
完
成
す
れ
ば
、
相
振
出
入
も
時

効
を
も
っ
て
抗
弁
で
き
る
と
す
る
(
の
2
2
-
∞
害

H∞印
N
-
Z
H
∞印
ω
-
r
g
H
凹

H∞印
N
'
r
s
m
H』
o
z
s
z
g
E
E
E
C
二
:
o
E
2
3
P
2
2
・
g

g

5
2
・0
2
∞g
-
r
s
y
m
-
H
∞g
-yuω
印
い
ず
れ
も
商
人
た
る
夫
に
つ
い
て
の
時
効
完
成
を
妻
が
援
用
し
た
事
例
で
あ
る
)
。

多
く
の
学
説
も
同
様
に
考
え
る
。
時
効
は
物
的
抗
弁
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る

e
g
o
-
S
Z
L
N
m
Z
5
司
ω印
Nム
-
E
5ロこ
ω
N
2
N
Z

司
NN
品e
印-FM凶「
OEF芯
2
y

円
ωMWH1門
戸

ND
∞ロ

N
司品品斗
-
U何
回
国
釦
口
問
岳
民

ω
ロ円回目
1mw〈
巴
丘
〈

muzJ舟コ山
ω
一叫イ
EH静止。且
HioEnoEEgdE一叫骨品庁
ω
司印品、吋白田
mwZ己『山、「
EHhwロ円
5
命コ
0
2
回目・己
O-

け

H
U
Z
N
印
ω
司
ω品目、回
E
且ミ
I
E
2
2
5
2
m
2
3
5
m「-
5
∞
E
C
m
司
忠
ま
た
、
回
b
e
S
P
U
E
-
Z門
Z
且m
n
F
E
m
Z
N
H
∞
2
2
H
印
官
官
主
∞
tU
は
、
手
形
時
効
が
弁
済

推
定
に
基
づ
く
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
)
O

b 

反
対
説

こ
れ
に
対
し
て
、
相
振
出
入
は
抗
弁
で
き
な
い
と
す
る
説
が
あ
り
、
次
の
理
由
を
示
す
。
相
振
出
入
が
抗
弁
で
き
る
と
い
う
た
め
に
は
、

債
務
が
消
滅
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
消
滅
事
由
が
当
該
債
務
者
に
固
有
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
要
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
手
形
時

効
は
振
出
人
が
商
人
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
商
人
に
固
有
の
消
滅
事
由
で
あ
る
(
「固
有
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
前
述
第
六
聖
註

(
2
)

イ
h

参
昭
…
)
。

し
た
が
っ
て
、
非
商
人
た
る
相
振
出
入
は
手
形
時
効
を
主
張
で
き
な
い
と
い
う
(
「
2
2
2
3
ロ
ωω

ご
ωω
印
ふ
(
ま
た
、
円

ωN
ロ
N
E

司
NN
品
目
も
参
照
)-
C
g
e
P
2
2
窓口
E
-
F
4
2広
島
内
合

O
E
B
E
S
E
E
-
-
E
品
Z
H
U
D叶
門
戸
日

ω
ω
σ
1
3
1
由)。

こ
の
学
説
は
、
手
形
時
効
が
商
人
に
固
有
の
債
務
消
滅
事
由
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
お
り
、
負
担
部
分
型
絶
対
効
す
ら
も
認
め
な
い

の
か
に
つ
い
て
は
明
言
せ
ず
、
純
粋
固
有
の
抗
弁
で
は
な
く
、
単
純
固
有
の
抗
弁
だ
と
考
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
商
人
に
固

有
だ
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
次
述
の
よ
う
な
内
容
だ
と
捉
え
れ
ば
、
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
も
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
も
し

北法48(6・8)1314



相
対
効
を
主
張
す
る
の
だ
と
し
て
、
非
商
人
が
完
済
す
れ
ば
商
人
H
時
効
完
成
者
に
求
償
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。

前
述
し
た
一
八
五
二
年
判
決
の
原
審
は
、
手
形
時
効
が
商
人
に
固
有
の
債
務
消
滅
事
由
だ
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
具
体
化
し
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
手
形
時
効
に
お
け
る
宣
誓
の
制
度
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
手
形
時
効
に
関
し
て
は
債
権
者
が
債
務
者
に
対
し

て
宣
誓
を
付
託
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
弁
済
の
事
実
に
つ
き
債
務
者
が
宣
誓
を
拒
絶
す
れ
ば
、
債
務
者
の
時
効
抗
弁
は
退
け
ら
れ
る
(
商
法

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

一
八
九
条
二
項
。
ま
た
次
述
参
照
)
。
そ
し
て
、
宣
誓
付
託
の
名
宛
人

(
H
宣
誓
す
る
者
)
と
な
り
う
る
者
の
範
囲
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、

に
よ
る
と
、
相
債
務
者
に
対
し
て
は
宣
誓
付
託
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
も
し
相
債
務
者
が
時
効
抗
弁
で
き
る
と
す
れ
ば
、
債
権
者
は
宣

誓
付
託
の
機
会
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
原
審
判
決
は
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、
債
権
者
が
宣
誓
付
託
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
相
債
務

者
の
時
効
抗
弁
を
退
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
結
論
と
し
て
、
非
商
人
た
る
相
債
務
者
は
手
形
金
の
全
部
に
つ
い
て
支
払
義
務
を
負
う
と

一
般
の
理
解

し
た
(
回
。
三
E
E
H
A
同
市
〈
戸
∞

3
・0
-u
H∞

3
・N-2
H
m
H∞
S
-
N9
印

C
C

この
事
件
で
は
、
商
人
た
る
夫
は
死
亡
し
て
委
は
寡
婦
と
な
っ
て
い
た
が
、

財
産
共
有
関
係
が
な
い
こ

と
を
理
由
に
宣
誓
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
掲
載
誌
に
よ
れ
ば
、
夫
婦
財
産
契
約
は
嫁
資
制
か
つ
後
得
財
産
共
有
制
で
あ
ったが、

財
産
分
離
が
行
わ
れ
、

妻
は
共
有
権
を
放
棄

し
て
い
る
)
。

こ
の
よ
う
に
手
形
時
効
完
成
の
効
果
を
相
対
的
に
み
る
考
え
方
は
、
手
形
時
効
の
根
拠
論
や
制
度
論
に
着
目
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

時
効
の
根
拠
論
・
制
度
論
に
言
及
し
て
お
く
。

特
別
時
効
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
手
形
時
効
と
同
じ
く
、
宣
誓
付
託
に
よ
っ
て
時
効
抗
弁
を
排
斥
す
る
方
法
が
債
権
者
に
認
め
ら
れ
て
い

る
(
民
法
二二
七
一条
l
二
二
七
三
条
に
定
め
る
時
効
に
つ
い
て
、
二二
七
五
条
が
こ
れ
を
定
め
る
。
二
二
七
五
条

一項

「前
数
条
の
規
定
に
も
拘
ら
ず
、
時
効
抗
弁
を
受
け
た
者
は
、

目
的
物
が
現
実
に
弁
済
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
抗
弁
者
に
対
し
て
宣
誓
を
付
託
で
き
る
。
」
二
項
「
寡
婦
も
し
く
は
相
続
人
に
対
し
、
ま
た
は
相
続
人
が
未
成
年
で
あ
れ
ば
そ
の
後

見
人
に
対
し
て
宣
誓
を
付
託
し
て
、
目
的
物
に
関
す
る
義
務
に
つ
い
て
寡
婦
ら
が
不
知
で
あ
る
こ
と
の
宣
誓
義
務
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
」
)
。
こ
れ
ら
の
時
効
に
は
共
通
点

北法48(6・9)1315



説

が
あ
っ
て
、
時
効
の
根
拠
が
弁
済
推
定
に
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
は
迅
速
に
決
済
さ
れ
、
受
領
証
書
が
交
付
さ
れ
な
い

(
2
)
 

よ
う
な
債
務
で
あ
る
こ
と
が
時
効
の
根
拠
だ
と
い
う
の
で
あ
る

(ロ
号
5
2
5
ュ-
5
古
N
D
∞-ロ
5
2
0
P
H
N
H
ロ
さ
N
古田印叶
f

∞唱
立
与
2
5
-
P
5
ε
Z
E

雪ム
ロtIU

。。自ヨ司
E
ω
-
F
H
D
M
品。司
N
由也屯〉
Z
U
3
、町
門間
mwF
円∞
HU
品Nω
唱民巳口-門戸品ロ品目
ω
司印∞
N-uoEmw
ロ円。
-円∞ロ
ω
斗∞百印印日
・富山肖
nhw己
Am-H
H
N
ロ
N
也印可
ω
品斗
句田町凶ロ品ミー
Fmwnω
ロ門戸ロ耳目え

↓5
2
m
ア円
N
∞ロ
ω
N
己
主
H
司
N
∞1
也
2

2
V
ω

立
法
過
程
で
も
同
様
の
議
論
が
み
ら
れ
る
。

田
三
塁
一
「
ω
岳
民
E
E
S
E
E
S
E
-
仏
国
主

Z

E開
O
E
H
E
E
S
E
-
「-
2
3
忠
含
ω

百
三
-
P
-
3
2
F
Z
印司印

g-
印E
l
∞
E
m
D
∞
-
思
想
z
g
-
「-
2
3怠
己
E

ヨ
O
H
5
・F
R
B
-
E
広
告

ω
E
C
O
ロ巴〈】一。

n
o
E
E
q
E
ω
-
0
2
2
E
E己
-m
己
主
ω
方
2

2
・
己
∞
(
の
O
含
含
円
。
ョ
ー

2
2
2
N
)

同∞
ω
Z
H
S
1
印
口
こ
の
種
の
時
効
の
沿
革
や
今
日
の
理
解
に
つ
き
、
柳
瀬
兼
助
『
仏
関
西
民
法
問
』
三
四
四
|
六
頁
、

高
橋
康
之
「
フ
ラ
ン
ス
の
消
滅
時
効
制
度
」
比

較
法
研
究
二
二
号
三
O
頁
、
三
四
頁
、
野
田
良
之

『注
釈
民
法
則
』
=
一六五
l
八
頁
、
林
錫
樟
「
担
保
付
債
権
の
消
滅
時
効
」

『債
権
と
担
保
』
一一一
四
|
八
頁
、
金
山
直
樹

『時
効
理

論
展
関
の
軌
跡
』
一二一二一二一==一三一ニ
一|
凹
六
頁
、

三
九
O
|
一頁
、
中
田
裕
康

「
民
法
一
七
=
三
条
一
号
の
適
用
」
千
葉
大
法
学
論
集
七
券
巻
山

そ
し
て
、
宣
誓
付
託
が
認
め
ら
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
時
効
の
根
拠
が
弁
済
推
定
だ
け
に
あ
る
し
、
推
定
の
程
度
も
、
す
べ
て
の

抗
争
手
段
を
債
権
者
か
ら
奪
っ
て
し
ま
う
程
に
は
確
実
で
は
な
い
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
(
喜
一
2
=
と

ご

さ
ω
-
P
Z
E
S
E
-
門N
百
N
D
∞-

U
Z
コ呂円
o
p
円NH
ロム
N
H
司自寸印
tm-
ロ
m
Z
E
n
o
Z
2
-
【ロ
ω門戸門
CZω

且ぬ且『
O
】円。
o
E
E
O
コリ
E
一『旬、
ω
ロnmwze
円H
H
∞∞品目
ν
H
H
ω
2
H
H
∞-、同イ
O
司-o
口同一りめ
-mw
百コ出。コ甘立。ロ円
N
ロ坦坦品目)ム由斗-

z
o
z
ュo
p
己
ロ
H
由叶
ω
司∞
H
∞‘〉ロ『ミ
2
月

E
-
H
∞百品目
H
ロO
Z
H
N
-
C
E
F
E
E
-
P
E
Z
b
m
E
望
2
2
6
C
O
P
E
ロ斗∞
N
百
NHω
ー
ム
同
旨
、
。
。
一
E
E
且m
m
g
z
コ
タ
円
∞
ロ
ω
∞ω

U
E
官印
mN)
。
ま
た
、
債
権
者
が
権
利
行
使
を
し
な
か
っ
た
の
は
債
務
者
を
尊
重
し
た
に
す
ぎ
ず
、
非
難
す
べ
き
過
責
が
あ
る
と
は
い
え
な
い

か
ら
、
債
権
者
保
護
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
す
る
説
明
も
あ
る
(
害
ロ
ユ
o
p
門ω
己
申
叶
ご
∞
邑
。

右
の
説
明
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
時
効
に
つ
い
て
は
、
時
効
と
い
う
形
で
の
弁
済
推
定
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
宣
誓
付
託
権

を
制
度
的
担
保
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
(
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
法
律
上
の
推
定
は
日
本
法
上
の
そ
れ
と
異
な
り
、
明
文
な
き

限
り
反
証
が
許
き
れ
な
い
。

一
一
一
一
五
二
条
二
項
。
文
言
は
註

(
3
)

参
照
)
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

ボ
ル
ド
ォ
控
訴
院
判
決
の
理
由
も
そ
れ
な
り
に
納
得
で
き

る
。
と
い
う
の
も
、
債
権
者
が
宣
誓
を
付
託
で
き
な
い
よ
う
な
情
況
で
時
効
主
張
を
認
め
る
と
、
こ
の
種
の
時
効
の
趣
旨
を
逸
脱
す
る
こ
と
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(
3
)
 

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
通
説
に
よ
れ
ば
、

(4) 

二
二
七
五
条
二
項
が
宣
誓
義
務
者
を
挙
げ
て
い
る
の
は
限
定
列
挙
で
あ
る

(F

5
2
2
ω
N

ロ印回目司印
ω
H
-
z
z
n

門戸品目
hp
∞]{
司
m
H
H
・。
E
=
。Z
M凶目

ι-
↓2
2
Z
品。
-mw
甘コ
wmn
コ司門戸。ロ-円
N
ロ叶∞印司
N
H
m
'
斗ヨ「可
O

ロの
ω
ぬロ耳目。ロ
ω
ロ一円
・円品

ロ品目同

司
ω
寸ω噂
回
M
W
C島
『
〕下
戸

ωn
hw
ロゴロ
E
J
m
m
同

3
E
E

こ
N

∞
ロ寸品目百日∞印
1

斗)
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

相
連
帯
債
務
者
が
時
効
抗
弁
を
出
し
て
も
債
権
者
は
宣
誓
を
付
託
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、

時
効
抗
弁
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
っ
た
結
論
が
で
て
き
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
破
致
院
判
例
や
多
数
説
は
手
形
時
効
の
主
張
を
非
商
人
た
る
共
同
振
出
人
に
認
め
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
あ
る
考
え

方
は
、
時
効
の
主
張
を
認
め
て
も
債
権
者
は
宣
誓
付
託
権
を
奪
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
効
が
完
成
し
た
商
人
を
召
喚
し
て
宣
誓
付
託
で

(
5
)
 

き
る
と
い
う
発
想
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
相
債
務
者
が
訴
求
を
受
け
れ
ば
、
時
効
抗
弁
を
出
す
こ
と
で
債
権
者
に
働
き
か
け
て
、

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

時
効
完
成
者
を
召
喚
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
考
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
相
殺
抗
弁
に
関
す
る
議
論
と
の
関
係
で
意
味
を
も
っ
。
相
殺
抗
弁
に
関
し
て
は
、
相
債
務
者
の
反
対
債
権
に
よ
る
相
殺

抗
弁
を
否
定
す
る
説
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
相
債
務
者
に
と

っ
て
不
快
な
訴
訟
だ
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(
第
六
項
第

一
款
第
二
日
2
a
参
照
)
。
し
か
し
不
快
な
訴
訟
と
い
う
考
え
方
は
、
時
効
抗
弁
の
場
合
に
は
持
ち
出
さ
れ
て
い
な
い
(
前
述
第
六
項
第
一
款
第
一
百
1
)
。

こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
た
理
由
を
推
測
す
る
と
、
相
殺
抗
弁
の
場
合
に
は
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
の
個
人
取
引
に
よ
り
生
じ
た
反
対
債
権

を
想
定
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
時
効
の
場
合
に
は
、
連
帯
債
務
そ
れ
自
体
の
存
否
が
問
題
で
あ
る
た
め
に
、
時
効
完

成
者
が
召
喚
さ
れ
て
も
不
快
な
訴
訟
だ
と
い
う
に
は
あ
た
ら
な
い
。

2 

合
名
会
社
社
員
の
義
務
に
関
す
る
時
効

商
法
六
四
条
(
一
九
六
六
年
七
月
一
面
目
法
に
よ
る
廃
止
前
の
規
定
)
「清
算
人
で
な
い
社
員
お
よ
び
そ
の
寡
婦

・
相
続
人
・
承
継
人
に
対
す
る
訴
権
は
す
べ
て
、

会
社
の
終
期
ま
た
は
解
散
か
ら
五
年
の
時
効
に
穫
る
。
但
し
、
解
散
証
書
ま
た
は
会
社
の
存
続
期
間
を
示
す
定
款
が
四
二
条
l
四
四
条
・
四
六
条
に
し

北法48(6・11)1317 



説

た
が
っ
て
公
示

・
登
録
さ
れ
、
ま
た
そ
の
方
式
履
践
後
に
裁
判
上
の
請
求
に
よ
っ
て
そ
の
者
に
つ
き
時
効
が
中
断
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
限
る
。」

雪ふ
ロn旬

a 

概
説

合
名
会
社
社
員
の
義
務
は
手
形
の
場
合
と
事
情
を
異
に
す
る
。
会
社
債
務
に
つ
き
社
員
は
連
帯
し
て
義
務
を
負
う
と
こ
ろ
商
法
一
三
条
)
、

(
6
)
 

そ
の
時
効
に
関
し
て
は
清
算
人
で
な
い
社
員
だ
け
に
つ
い
て
明
文
が
あ
り
、
時
効
期
間
は
会
社
解
散
か
ら
五
年
と
さ
れ
て
い
る
(
商
法
六
四
条
)。

こ
の
た
め
に
解
釈
に
よ
っ
て
は
、
清
算
人
た
る
社
員
と
清
算
人
で
な
い
社
員
は
連
帯
す
る
が
時
効
期
間
は
異
な
る
(
清
算
人
に
つ
い
て
は
特
別
が
な

(
7
)
 

い
か
ら
一
般
時
効
に
な
る
)
と
い
う
事
態
が
生
ず
る
の
で
あ
る
(
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
紹
介
が
あ
る
。
大
森
忠
夫
「
商
一
般
」

『仏
前
西
商
法

m』
一一一八頁)。

b 

初
期
の
有
力
説

初
期
に
有
力
だ
っ
た
説
は
、
商
法
六
四
条
の
時
効
が
非
清
算
人
た
る
社
員
だ
け
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
だ
と
す
る
。
清
算
人
と
な
っ
た
社

員
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
原
則
通
り
に
三

O
年
の
時
効
が
適
用
さ
れ
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
(
骨
〈
E
n
g
-
F
3
2
5
5
8
2
念品。
Z
Z
2
E
E

(
8
)
 

一
部
の
連
帯
債
務
者
だ
け
に
短
期
消
滅
時
効
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
次
の
理
由
を
示

g
ヨ
ヨ
q
E
ω
一Z
H
H
∞ω
品百
ω叶
HIN
-

こ
の
た
め
に
、

す。

ど
の
債
務
が
未
払
か
に
つ
い
て
善
意
で
は
あ
り
え
な
い
。

非
清
算
人
は
帳
簿
等
を
も
た
ず
会
社
の
状
態
を
知
ら
な
い
か
ら
、
非
清
算
人
に
対
す
る
訴
権
に
つ
い
て
は
終
期
を
つ
け
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
に
し
て
も
、
清
算
人
に
つ
い
て
同
じ
理
由
は
当
て
翫
ま
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
清
算
人
や
そ
の
承
継
人
は
五
年
の
時
効
を
援
用
で
き
な

清
算
人
は
諸
証
書
・
帳
簿
・
資
料
を
現
に
保
持
し
ま
た
保
持
す
べ
き
こ
と
か
ら
、

い
(
の
司

Umw同士、-
一-m-
の
O己
め

Bmnoヨヨ
Eenm-
門

戸

H∞
N∞
目

uH也
U
2
N
D
H
-
ロ
巴
〈

EnOCHA--ロ
ωZEZω
《

Hmw
a
E
E
n
o
ヨ
ヨ
耳
己
主
D
2
d
n
H
Z
F
円

N
H∞
∞
ム
百
四
寸
』
∞
(
コ

O
Z
ω
己

o-m
百

HW間
mω
斗
)
司

p
o立
02問
-
u
c
n
g
E
ニ
:
0
2
2
2
2
-
0
2
2ヨ
2
2
5
-
t
N
H
∞S
E
c
s
-
u
ω
)
。
そ
れ
で
は
、
清
算
人
の
義
務
は
会
社
債
務
の
全
部
に
及
ぶ
の
か
、

北法48(6・12)1318 



そ
れ
と
も
限
定
承
認
相
続
人
の
よ
う
に
、
清
算
後
の
残
余
財
産
を
限
度
と
す
る
の
か
。
会
社
債
務
の
全
部
だ
と
考
え
る
。
と
い
う
の
も
、
も

し
残
余
財
産
を
限
度
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
社
員
の
責
任
は
す
べ
て
五
年
の
時
効
に
擢
る
こ
と
に
な
っ
て
、
た
だ
清
算
人
と
な
っ
た
者
が
清

算
に
伴
う
義
務
を
負
う
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
立
法
者
の
意
図
は
そ
ん
な
と
こ

ろ
に
な
い
。
清
算
人
た
る
社
員
に

対
し
て
は
五
年
経
過
後
で
も
会
社
債
務
の
請
求
を
認
め
る
の
が
立
法
者
の
考
え
で
あ
る
(
司
E
g
g
-
の
E
Z
ι
2
3
E
2
5
2
5
ご
ω
2
ι

戸∞可

ロ
HC
由口百
N

由∞自由)。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

(
9
)
 

も
っ
と
も
、
清
算
人
た
る
社
員
が
弁
済
す
れ
ば
、
非
清
算
人
た
る
社
員
に
求
償
で
き
る

(
U
O
E
E
S
E
-
8
E
門
司
吉
(
ロ
o
z
Z
Z
3
脅
さ

-43

一O
口問-
O

百
三
門
乙
D
m
Z
S品
目
)
。
五
年
の
時
効
が
会
社
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
効
が
設
け
ら

れ
た
理
由
は
、
会
社
の
引
当
財
産
か
ら
非
清
算
人
が
離
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
何
事
も
な
く
五
年
も
経
過
す
れ
ば
会
社
債
権
者
は
弁
済

(
叩
)

を
受
け
た
と
非
清
算
人
は
推
測
す
る
は
ず
だ
と
い
う
点
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
清
算
人
が
個
人
財
産
で
も
っ
て
弁
済
し
、
非
清
算
人
が
供
与

し
た
財
産
で
は
会
社
債
務
の
弁
済
に
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
れ
ば
、
五
年
の
時
効
を
設
け
た
理
由
は
働
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

そ
も
そ
も
五
年
の
時
効
は
社
員
相
互
間
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
し
、
例
外
な
の
だ
か
ら
想
定
事
例
を
超
え
て
拡
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

(。。一宮伺
一m
-
U
2
8
2
2
b
:
o
E
E司
巳
ω-a-
己
H
∞色口、吋
Nωl
晶司品
。ω
l
F
3
E
2
2
F
8
2
ロ
H
S
O
百
Mg
同旨、

E
問。〈
L
Z
-8

2
門司
NCHIN
)
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
清
算
人
は
非
清
算
人
に
対
し
て
損
失
分
担
請
求
権
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
社
債
権
者
は
債
権
者
代
位
に
よ

っ
て
非
清
算
人
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
五
年
の
時
効
は
主
張
で
き
な
い
が
、
非
清
算
人
は
清
算
人
に
主
張
で
き

る
事
由
を
も
っ
て
会
社
債
権
者
に
対
し
て
抗
弁
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
弁
済
の
た
め
に
十
分
な
財
産
を
清
算
人
に
供
与
し
た
と
か
相
殺
事
由

が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
抗
弁
で
き
る
し
、
そ
も
そ
も
債
権
者
代
位
に
よ
る
請
求
は
損
失
分
担
請
求
権
を
限
度
と
す
る
こ
と
に
な
る

(
E
E
同一戸

。司

n
E
E
斗

N
品ロムロ印・ー?ロ
ω四伶〈ニ
-p
o
-
u
n
-
-
ν
N
O
N
-
玄命円一
5
・田市内ロ何回
一己主】
MWCA
山門戸』
zmEWMWAC
何ω門戸。ロ
ωι
。
ι「
O芹
-hH
合同門叶

H∞ωoe
〈的
0
2宮
市

m
H
H
D
印官印∞
]F-
U
己主ロ
no
ロユ-。百

。
=
支
出
(
ロ
OZω

島市一
ω
音問。
ω斗
)
-
E
E
2
2帥
-
8
2
Z
3
0
司
N
S
S
叶
口
同
旨
、
弓
O司一
OD
伺-8
2
H
ロ
HC
印H
E
2
3
3
0

北法48(6・13)1319 



説

反
対
説

C 

し
か
し
、
反
対
説
も
あ
る
。
清
算
人
も
五
年
の
時
効
を
主
張
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
商
法
六
四
条
が
清
算
人
を

手'L¥.
百聞

除
い
た
の
は
、
清
算
人
と
し
て
の
義
務
を
一
般
時
効
に
服
せ
し
め
た
に
す
ぎ
ず
、
社
員
と
し
て
の
義
務
に
関
し
て
は
清
算
人
た
る
社
員
に
つ

い
て
も
特
別
時
効
の
利
益
を
認
め
る
趣
旨
だ
と
説
明
す
る

(
0
2
0
一oZ
F
F
N
由ロ
t
z
ω
E
ゐ
-
r
z
E官
F
Z
E〈
E
C
8
5
ε
ξ
2
2
3
3
5
一一
∞∞∞

乙斗
N
E
E)。
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
諸
点
を
示
す
。

第
一
は
清
算
人
の
職
務
論
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
職
務
は
会
社
の
積
極
財
産
を
用
い
て
会
社
債
務
を
弁
済
す
る
こ
と
に
尽
き
る
の
で

あ
っ
て
、
個
人
財
産
で
弁
済
す
る
義
務
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、
清
算
人
が
非
社
員
で
あ
れ
ば
、
清
算
人
の
職
務
は
会
社
財
産
に
よ
る
弁
済

に
と
ど
ま
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
社
員
が
清
算
人
に
な

っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
清
算
人
と
し
て
の
職
務
は
そ
れ
と
同
じ
は
ず
で
あ
っ
て
、

社
員
だ
か
ら
と
い
っ
て
義
務
が
重
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
清
算
人
は
総
社
員
が
選
任
す
る
の
で
あ
っ
て
第
三
者
は
関
与
し
な
い

の
に
、
選
任
さ
れ
た
者
が
社
員
で
あ
る
か
否
か
に
よ

っ
て
効
果
が
異
な
る
の
は
お
か
し
い

(0
2
0
E
E
Z
L
g
Z
H
罰百
ω印斗
-
E
2
2
?
の2
2
5
2

門吉の
0己mwmruno
ヨヨ
q
n
m
L
N
ω
AP門戸
H∞寸田口出
NKH
古品
N由一宮
mz，円相公民冊。門司
OD
門-汁斗
F
E
E
N
D
H
D
司∞
N印-回
Z〈
mw円且〈
3
弓
戸
時
「

2
・叶
2w】芯己
mハ
-
3
5
n
o
E
ヨ耳目】
mw一門戸百品自
Ntム
mw円品目∞-

C
O
P
E
g
耳目
。E
Z
A
E
円Z
何

E
E
n
o
E
Z
Z
E
-
-
門N
H
E
C
2
2
m
Z
F
3
巳一
2

3
-広
告
ヨ
2
5
2
ι
2
3
E
g
E
E
3
-
ω
一-
z
t
s
?
念
品
司
N
S
。
第

二
に
、
六
四
条
は
非
清
算
人
た
る
社
員
を
連
帯
だ
け
か
ら
解
放
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
訴
権
・
債
務
の
す
べ
て
か
ら
解
放
し
て
い
る
。
そ

一
二

O
八
条
に
よ
り
、
共
通
抗
弁
と
し
て
の
時
効
を
清
算
人
た
る
社
員
も
主
張
で
き
る

e
g
o
-
S
F
ζ
m
ロ
土
田
百
ω
印出
Y

F
2
2
・5
3号
g
-
o
t
E
Z
g
叶)
。
第
三
に
、
反
対
説
だ
と
非
清
算
人
は
求
償
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
、
時
効
に
意
味
が
な
く
な
っ
て
し

う
で
あ
れ
ば
、

土品、つ

(
U
O
E
O
-
o
E
Z
E
出
口
戸
田
司
ω印由也〉
-E
N
O
F
O
百
nE
ロ町一に古品
N∞tu
-
Z
R
E念
2

2
ロ戸門叶

F-凹コ
NCHO
司
∞
∞
十
円
〈
色
与
芯
間
口
oeO
唱
の
再
ロ
コ
N
百
MO
由-叶
7

色。ァ

-
2
2
)。
ま
た
、
反
対
説
に
よ
れ
ば
、
求
償
関
係
に
お
い
て
非
清
算
人
の
債
務
額
は
按
分
分
割
さ
れ
る
し
、
抗
弁
も
あ
り
う
る
か
ら
非
清
算

人
は
常
に
求
償
を
受
け
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
し
か
し
、
無
資
力
者
が
お
れ
ば
個
々
の
負
担
額
は
そ
う
小
さ
く
は
な
ら
な
い
し
、
抗
弁
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の
あ
る
こ
と
自
体
が
稀
で
あ
る
う
え
に
、
も
し
抗
弁
が
あ
っ
て
も
解
散
後
五
年
も
経
っ
て
抗
弁
を
持
ち
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
(
回
E
E
E

f
吉
bE-O司

E
;
念日
l∞-
C
E
-
P
3
2
窓口
E
F
8
2
1
2
z
z
，
U
)
。
第
四
に
、
清
算
人
の
交
代
が
あ
っ
た
場
合
の
問
題
が
あ
る
。
判
例
に
よ

れ
ば
、
社
員
が
清
算
人
を
辞
せ
ば
、
辞
任
か
ら
五
年
で
六
四
条
に
よ
る
時
効
が
完
成
す
る

(
P
E
n
-〈
e
∞
E
D
ニ
∞
声
り
ご
∞
声
y
u
D
U
H
m
H
∞
S
e
「

(
日
)

2
U
)
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
任
務
終
了
の
場
合
で
も
、
終
了
時
か
ら
五
年
で
時
効
に
躍
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
社
員
が
途
中

か
ら
清
算
人
と
な
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か

(
E
E
5・
8
2
2
E
m
u
-品
ωH'N-
害
E
念

m
E
o
E一円寸

UEPNCHH
司
∞
同
日

-P
E
E同
2
2
c『回
E
S
E

〈
何
百

-P5・0司
円

E
Z
g
l
ご
同
旨
、

Z
0
2
1
p
g
Z
問。
E
E
F
8
2
z
g
Z
E
E
-
第
五
に
、
商
法
は
非
清
算
人
に
対
す
る
訴
権
の
す
べ
て
が
五
年

の
時
効
に
躍
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
条
文
の
反
対
解
釈
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
清
算
人
に
対
す
る
訴
権
の
な
か
に
は
一
般
時
効
に
服
す
訴
権

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

も
あ
る
と
い
う
結
論
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
反
対
解
釈
を
し
て
も
、
訴
権
の
全
部
が
一
般
時
効
に
服
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い

Z
E
E
-
8
2

ロ
品

N四
百

AN叩
8
2・
喜

3
念

2
T
O
E
-
2
5
ロ

NCHC
司

∞

N
ω
-
C
S
P
2
2
窓
口陶芸
-
8
2
z
g
z
g
)
。
第
六
に
、
も
し
社
員
と
し
て
の
義
務
が
継
続
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
清
算
人
た
る
社
員
の
地
位
が
激
変
す
る
。
社
員
は
会
社
債
権
者
に
対
し
て
連
帯
債
務
を
負
っ
て
い
た
の
に
、
清
算
人
と
な

っ
た
者
だ
け
が
単
独
債
務
者
と
な
っ
て
、
常
に
出
揖
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
相
社
員
が
債
権
者
か
ら
請
求
を
受
け
る
可
能
性
は
な
く

な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ひ
ど
く
不
当
で
あ
る
(
喜

5
念
旦

T
O
E
-
2
Z
己
2
0
司

∞

Nω
よ
こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
前
述
第
六
項
第
一
款
墾
百

2
a

③
参
照
)
。

第
七
に
、
反
対
説
は
時
効
の
理
由
を
非
清
算
人
が
帳
簿
等
を
も
た
な
い
こ
と
に
求
め
る
が
、
中
断
に
よ
っ
て
時
効
期
間
は
更
新
さ

そ
の
理
由
は
重
要
で
な
い
。
時
効
の
根
拠
は
商
取
引
の
早
期
決
済
を
促
進
す
る
と
い
う
点
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
清
算
人
た

れ
る
の
で
あ
り
、

る
社
員
に
も
当
て
翫
ま
る
も
の
で
あ
る

S
Z
E
E
-
8
2
口

町

N寸
三
ロ
ム
)
。

判
例
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
直
接
に
扱

っ
た
も
の
は
今
世
紀
に
な
っ

て
あ
ら
わ
れ
、
清
算
人
た
る
社
員
に
つ
い
て
も
社
員
と
し
て
の
義
務

は
五
年
の
時
効
に
握
る
と
す
る

(
P
2
2
・
S
ヨ
E
H
2品
e
U
E
S「
「

HNHH
己申
HA---
芯
印
関
係
す
る
破
段
院
裁
判
例
に
つ
い
て
は

E
E
C吋-ロ
0
5
2
3
r

こ
NN
ロ

OHm
s
-
r二
)
参
昭
…
)
。
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説

括

d 

Z命

以
上
の
よ
う
な
見
解
の
対
立
か
ら
、
本
稿
で
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
え
る
。

初
期
の
有
力
説
に
よ
れ
ば
、
短
期
時
効
を
援
用
で
き
る
の
は
連
帯
債
務
者
の
一
部
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
に
、

に
つ
い
て
時
効
が
完
成
す
る
と
い
う
事
態
を
生
ず
る
。
し
か
し
、
相
債
務
者
の
負
担
は
増
大
し
な
い
。
債
権
者
か
ら
解
放
さ
れ
た
者
で
あ
っ

一
部
の
債
務
者
だ
け

て
も
求
償
義
務
を
負
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

論
者
が
こ
の
二
点
を
不
可
分
の
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
二
つ
の
点
に
問
題
連
闘
を
認
め
て
い
た
と
い
う
た
め
に
は
、

求
償
関
係
に
も
短
期
時
効
が
影
響
を
及
ぼ
す
と
す
る
学
説
と
の
対
決
を
な
が
め
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
商
法
六
四
条
の
文
言
や
趣
旨
か
ら

い
っ
て
、
求
償
関
係
に
ま
で
短
期
時
効
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
は
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
(
註

(
9
)
参
照
)
。
し
か
し
断
言
で
き
な
い
に
し

て
も
、
求
償
が
可
能
だ
か
ら
こ
そ
清
算
人
の
時
効
抗
弁
を
否
定
で
き
た
の
だ
と
評
価
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
の
評
価
が
正
し

い
と
す
れ
ば
、
「
時
効
未
完
成
者
は
債
務
の
全
部
に
つ
き
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
が
、
求
償
で
き
る
か
ら
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
に
は
な

ら
ず
、
時
効
完
成
者
は
負
担
部
分
の
限
度
で
求
償
義
務
を
負
う
が
、
そ
の
限
度
で
時
効
の
利
益
を
失
う
こ
と
は
不
当
で
な
い
」
と
い
う
価
値

判
断
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
価
値
判
断
は
、
負
担
部
分
の
限
度
で
時
効
利
益
を
失
う
こ
と
が
不
当
で
な
い
と
い
う
点
で
、
債
務

免
除
の
議
論
と
異
な
る
。

他
方
で
、
判
例
が
採
用
し
た
説
に
よ
れ
ば
、
商
法
六
四
条
は
債
務
者
間
に
時
効
期
間
の
差
異
を
設
け
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
た
め
に
一

人
だ
け
に
つ
い
て
時
効
が
完
成
す
る
と
い
う
事
態
を
も
た
ら
さ
な
い
。
社
員
と
し
て
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
連
帯
債
務
者
の
全
員
に
つ
き
短

期
時
効
が
適
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
説
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
は
、

そ
の
理
由
づ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
説
は
求
償
問
題
に

注
目
し
、
初
期
の
有
力
説
だ
と
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
解
放
さ
れ
た
債
務
者
が
相
債
務
者
に
対
し
求
償
義
務
を
負
う
こ
と
を
問
題
に
し
て

い
る
。
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
の
時
効
を
考
え
る
さ
い
に
、
求
償
問
題
を
考
慮
要
素
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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3 

ま
と
め

二
種
類
の
特
別
時
効
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
、
時
効
抗
弁
の
可
否
を
考
え
る
さ
い
に
直
接
的
な
考
慮
要
素
と
な
っ
た
の
は
、
当
該
時
効
の
性

質
だ
と
い
え
る
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

手
形
時
効
に
関
し
て
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
見
解
が
分
か
れ
た
け
れ
ど
も
、
手
形
時
効
が
債
務
自
体
に
関
係
す
る
も

の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
固
有
の
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
時
効
主
張
を
認
め
る
こ
と
で
債
権
者
か
ら
宣
誓
付
託
権
を
奪
う
こ
と
に
な
ら
な
い

の
か
と
い
っ
た
点
が
問
題
に
さ
れ
て
お
り
、
見
解
の
対
立
は
手
形
時
効
に
関
す
る
理
解
の
対
立
だ
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

他
方
で
、
社
員
の
義
務
に
つ
い
て
は
種
々
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
。
考
慮
要
素
と
し
て
は
時
効
の
性
質
論
の
ほ
か
に
、
社
員
や
清
算
人

の
職
務
・
義
務
の
内
容
、
求
償
問
題
を
通
し
た
多
数
当
事
者
の
利
害
調
整
と
い
っ
た
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
職
務
・
義
務
の
内
容
や
利
害
調

そ
れ
は
時
効
の
趣
旨
を
確
定
す
る
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
(
こ
の
こ
と
が
本
稿
の
主
題
と
の
関
係
で
も
つ
意
味
に
つ
き
、

整
と
い
う
要
素
も
、

後
述
第
三
款
参
照
)
。第

三
目

時
効
停
止
事
由
が
あ
る
場
合

(ロ)

債
務
者
の
一
人
に
つ
き
時
効
が
停
止
し
て
お
れ
ば
、
時
効
の
完
成
時
期
は
債
務
者
に
よ
り
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
、
停

止
条
件
・
期
限
付
債
務
の
履
行
期
未
到
来
を
時
効
の
停
止
事
由
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
(
二
二
五
七
条
)
、
こ
こ
で
は
条
件
・
期
限
付
の
場
合
を

(
日
)

含
め
て
扱
う
。
ほ
か
に
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、
債
務
者
の
一
人
が
未
成
年
・
禁
治
産
者
の
場
合
(
二
二
五
二
条
)
、
債
務
者
の
一
人
が
債
権
者

の
奏
で
あ
る
場
合
(
二二
五
三
条
。
債
権
者
が
妻
で
あ
る
場
合
に
は
債
務
者
全
員
に
対
す
る
関
係
で
時
効
が
停
止
す
る
二

三
五
六
条
二
項
)
が
あ
る
。

若
干
の
民
法
学
説
は
こ
の
場
合
に
触
れ
て
お
り
、
結
論
と
し
て
一
体
型
絶
対
効
説
と
負
担
部
分
型
絶
対
効
説
に
分
か
れ
る
(
問
題
点
の
指
摘

北法48(6・17)1323



説

に
と
ど
ま
る
も
の
も
あ
る
。
回

E
Z
-E
E
5
2
5
2
↓2
5
L
N
∞乙
D∞σ
呂
志
品
ま
た
、
裁
判
例
は
み
あ
た
ら
な
い
)
。
負
担
部
分
型
絶
対
効
説
の
理
由
づ
け
に

つ
い
て
は
既
に
紹
介
し
た
(
第
1
目
b
参
照
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、

一
体
型
絶
対
効
説
は
二
点
の
理
由
を
示
す
。

5命

第
一
に
、
反
対
説
に
お
い
て
は
、
時
効
停
止
事
由
あ
る
債
務
者
に
対
し
て
時
効
中
断
を
か
け
ず
と
も
債
権
を
保
存
で
き
る
の
だ
か
ら
、
該

債
務
者
は
時
効
を
抗
弁
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
時
効
停
止
事
由
あ
る
債
務
者
が
主
張
す
る
の
は
、
相
債
務
者
に
つ
い
て
完

成
し
た
時
効
で
あ
っ
て
、
自
分
に
つ
い
て
の
時
効
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
時
効
は
共
通
抗
弁
だ
か
ら
、
相
債
務
者
に
つ
い
て
の
時
効
完
成
を

主
張
で
き
る

e
g
o-0
5
2
g
z
z
Z印
T
F
Eミ
E
2
5
5
2
Z
E
E
-
z
z
N印
ご

ω町
田
ま
た
、
窓
口
奇

1
3
5
5
2
2
由主
2
5
2
H
N
N
ω
司

ωω
印も

参照)。第
二
に
、
も
し
時
効
停
止
事
由
あ
る
者
だ
け
が
時
効
を
抗
弁
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
不
当
な
結
果
を
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
債
務
者

は
完
済
を
強
い
ら
れ
た
う
え
で
、
相
債
務
者
に
対
し
て
求
償
で
き
る
か
否
か
の
二
者
択
一
に
な
る
。
も
し
求
償
で
き
る
と
す
れ
ば
相
債
務
者

は
時
効
の
利
益
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
求
償
で
き
な
い
と
す
れ
ば
弁
済
者
の
地
位
は
不
当
に
悪
化
す
る
か
ら
、
何
れ
に
し
て
も
不
当

な
結
果
と
な
る
。
こ
の
た
め
に
、
負
担
部
分
型
絶
対
効
説
は
債
務
免
除
と
の
類
似
性
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
時
効
の
根
拠
は
免
除
推
定
で

は
な
く
弁
済
推
定
に
あ
る
し
、
二
二
二
五
条
で
立
法
者
は
時
効
を
絶
対
的
な
解
放
事
由
と
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、

一
人
に
つ
い
て
時
効

が
完
成
す
れ
ば
、
全
員
が
抗
弁
で
き
る
こ
と
に
な
る

S
3
0
一OEO-門
Nご
2
2
ω
日

D
1
N
-
E
Z
Z
F
R
2
5
3
0
2
回
E
2
5
乙
N印
ご

ω21印)。

学
説
の
議
論
情
況
は
右
の
と
お
り
で
あ
り
、
時
効
完
成
の
効
果
を
相
対
効
と
す
る
学
説
は
み
あ
た
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
時
効
停
止
事
由

が
な
い
債
務
者
に
つ
い
て
時
効
が
完
成
す
れ
ば
、
停
止
事
由
あ
る
者
も
何
ら
か
の
抗
弁
を
出
せ
る
と
考
え
る
点
で
学
説
は
一
致
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
議
論
の
所
在
は
抗
弁
の
範
囲
論
(
債
務
の
全
部
か
、
負
担
部
分
の
限
度
か
)
に
あ
っ
て
、
そ
の
対
立
は
次
の
点
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
体
型
絶
対
効
説
は
、
時
効
を
弁
済
と
同
列
に
お
い
て
、
全
員
が
時
効
自
体
を
主
張
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
負
担
部
分
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型
絶
対
効
説
は
、
自
分
に
つ
い
て
時
効
が
完
成
し
て
い
な
い
者
は
時
効
を
援
用
で
き
な
い
が
、
時
効
完
成
者
に
対
す
る
求
償
権
の
喪
失
を
理

由
と
し
て
そ
の
責
を
債
権
者
に
対
し
て
問
え
る
と
考
え
て
い
る
。

基
本
的
な
対
立
は
右
の
点
に
あ
る
供
、
そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
検
討
し
て
み
よ
う。

一
体
型
絶
対
効
説
は
時
効
を
弁
済
と
同
列
に
お
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
時

効
の
根
拠
論
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
次
の
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
(
印
象
と
し
て
は
、
根
拠
論
と
の
問
題
連
関
は
な
く
、

単
に
時
効
の
効
果
を
そ
う
い
う
も
の
だ
と
捉
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
体
型
絶
対
効
説
の
論
旨
が
一
般
的
で
あ
る
一
方
で
時
効
の
根
拠
論
は
種
類
毎
に
展
開
さ

れ
て
い
る
し
、

一般
の
長
期
時
効
の
根
拠
に
つ
い
て
は
弁
済
推
{
疋
の
要
素
は
副
次
的
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
債
権
者
の
権
利
不
行
使
を
非
難
す
る
と
い
う
要
素
が
強
調
さ
れ
て
い
る
か

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

ら
で
あ
る
。
註

(
3
)
参
照
)
。
各
種
時
効
の
な
か
に
は
、
手
形
時
効
の
よ
う
に
弁
済
推
定
だ
け
を
根
拠
に
す
る
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
も

(
前
述
第
二

か
よ
う
な
時
効
に
限
定
す
る
趣
旨
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
。
論
旨
は
一
般
的
で
あ
り
、
時

効
全
般
(
あ
る
い
は
、

一
般
の
長
期
時
効
)
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
効
果
の
点
で
時
効
を
弁
済
と
同
列
に
お
い
て
い

る
の
は
、
効
果
を
そ
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
こ
ろ
が
、
保
証
の
場
合
に
は
、
保
証
人
だ
け
が
解

日
l
b
)
、
一
体
型
絶
対
効
説
の
論
旨
か
ら
い
っ
て
、

放
さ
れ
る
場
合
を
認
め
る
よ
う
で
あ
り
(
後
述
第
二
款
第
三
回
参
照
)、
単
に
時
効
の
効
力
が
弁
済
と
同
じ
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
連
帯
債
務
の

場
合
に
そ
う
い
っ
た
効
果
を
生
ず
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
保
証
と
の
差
異
が
問
題
に
な
る
が
、
詳
し
い
議
論
が
な
い

た
め
に
よ
く
分
か
ら
な
い
(
後
述
第
九
項
第
二
款
第
二
回
2
で
検
討
す
る
)
。

負
担
部
分
型
絶
対
効
説
は
抗
弁
で
き
る
負
担
部
分
の
具
体
的
範
囲
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
二
つ
の
考
え
方
が
あ
り
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

求
償
権
喪
失
の
責
を
債
権
者
に
負
わ
せ
る
と
い
う
点
を
強
調
す
れ
ば
(
ロ
ラ
ン
に
つ
い
て
い
え
る
)
、
そ
れ
は
求
償
関
係
に
お
け
る
負
担
部
分
で
あ

る
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
ま
た
留
保
の
明
示
あ
る
債
務
免
除
と
の
類
似
性
を
強
調
す
れ
ば
(
コ
ル
メ
・
ド
ゥ
・
サ
ン
テ
エ
ル
や
ラ
ロ
ン
ピ
エ
エ
ル
に
つ
い
て
い

える
)、
債
務
免
除
と
同
じ
に
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
(
依
務
免
除
に
お
け
る
負
担
部
分
型
絶
対
効
の
具
体
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
第
五
項
第

一款
第
三
回
参
盟
。
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説

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
主
債
務
に
つ
い
て
の
時
効
完
成
を
保
証
人
は
主
張
で
き
る
。
学
説
は
そ
こ
で
ど
う
い
っ
た
事
情
を
考
慮
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
窺
う
に
は
、
時
効
中
断
の
効
力
に
関
す
る
議
論
を
検
討
す
る
の
が
有
用
で
あ
る
。

子'b.
白岡

1 

主
債
務
者
に
対
す
る
時
効
中
断
の
効
力

(
印
)

主
債
務
者
に
対
す
る
時
効
中
断
は
保
証
人
に
効
力
が
及
ぶ
(
二
二
五
O
条)。

こ
れ
は
連
帯
保
証
人
で
も
同
じ
だ
と
さ
れ
て
い
る

(
E
Fミ
2

同

E
-
E
古田∞
uム一白山口品ミ
-
E
2
5
2
2
2庁
名

ny--5
品門戸戸田町古田口∞)。

前
述
し
た
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
中
断
の
効
力
は
相
対
効
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
前
節
第
二
款
b
。
特
に
保
証
に
関
し
て
、
こ
の
点
に
言
及
す
る
も
の

と
し
て
、

5

5
♀

2
3ロ
こ
ご
ω品N
Z
E
)
。
二
二
五

O
条
は
こ
れ
に
対
す
る
例
外
だ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
保
証
の
性
質
に
着
目
し
た
説
明
が
三
通
り
み
ら
れ
る
。

第
一
は
、
保
証
に
お
け
る
代
理
に
根
拠
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
中
断
効
が
及
ぶ
の
は
、
債
務
の
保
存
に
つ
き
主
債
務
者
が
保
証
人
を
代

理
す
る
か
ら
だ
と
す
る
(
〉
与
ミ

2
同

E
-
z
z
z
l
印ロ
O
Z
5
同旨、

0
0
5
5
L
∞ロ
N由斗百
NUN
)。

第
二
は
、
債
務
の
単
一
性
を
根
拠
と
す
る
。
主
債
務
と
保
証
債
務
と
は
同
じ
も
の
で
あ
っ
て
、
保
証
人
は
主
債
務
へ
加
わ
っ
た
に
す
ぎ
な

(
初
)

い
た
め
に
、
債
権
者
は
時
効
回
避
に
必
要
な
行
動
を
と
っ
た
と
い
え
る
か
ら
だ
と
す
る

(pou
-o兵一

E
B
E
Sロ2
2
2
ι
2
5ロE
Z
5
5
ロ品目
ω

司
AHD
由t
H
D
Z
U
Z
ω
胃
2
2
6
t
oロ円
N
ロ
2ω

百円印臼よ一

E
Eヨ
σ52-
円ω
司
門
戸

Ncm
ロ
ω
官
主
DlH
同旨、

U
R
E
Z
P
円NH
ロ
N∞N
司ミ
H
ま
た
、
理
論
的
に
は
批
判
し
な
が
ら

も
、
二
二
五
O
条
は
保
証
債
務
と
主
債
務
と
が
単
一
だ
と
す
る
考
え
に
立
っ
た
と
い
う
も
の
が
あ
る
o
E
R
2
F汁
ω
N
Z
印H
Z
g
)
。
こ
の
説
明
か
ら
す
れ
ば
、
保
証

人
に
対
す
る
時
効
中
断
に
つ
い
て
も
主
債
務
者
に
効
力
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
、

そ
の
点
で
批
判
が
あ
る
(
後
述
2
)
。

第
三
は
、
民
法
の
立
法
過
程
で
み
ら
れ
た
説
明
で
あ
る
。
主
債
務
が
継
続
す
る
限
り
保
証
債
務
も
継
続
す
、
べ
き
だ
か
ら
、
中
断
効
が
及
ぶ

と
す
る
宙
空
'
P
2
2
5
F
F
-
2
3ω
2
2
ヨ
022・
3
5
=
5
司印∞品一喜
-
2
5
L
Z
ω
∞
介
喜
3
ι
t
H
N
E
∞品百
N
Z
)
。
こ
の
説
明
を
具
体
化
し
て
、
保
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証
人
の
約
務
は
主
債
務
者
の
義
務
内
容
だ
か
ら
、
保
証
債
務
が
継
続
す
る
に
は
主
債
務
が
継
続
し
て
お
れ
ば
足
り
る
と
い
う
も
の
も
あ
る

(ロ
丘三ロ
noc
ユ-円
ω
百
戸
ωul
h#
0
2
ロOZ
自己。

-ω
司胸間何回品
0
2
2
2
2
2
n立
百
三
戸

Oロω
司
N印由
)・宮
OEIZF
円ω
ロ戸市山∞吋司斗∞
ω)。

第
三
の
説
明
は
正
し
く
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
保
証
債
務
は
従
た
る
債
務
だ
が
主
債
務
と
は
別
個
の
債
務
だ
か
ら
、
時

効
中
断
効
が
保
証
人
に
及
ぶ
と
す
る
理
由
は
な
い
と
い
う

(
E
Eミ
-
E
n
E
E
耳
目
。
二
g
E
L
N∞ロ印
2
1
5
)
。

ま
た
、
二
二
五

O
条
は
二

O
三
四
条
と
調
和
し
な
い
と
い
う
理
論
的
批
判
も
あ
り
、
こ
れ
は
第
三
の
説
明
に
対
す
る
批
判
と
も
な
る
(
二

O
三
四
条
「
保
証
契
約
に
よ
り
生
ず
る
債
務
は
、

他
の
債
務
と
同
じ
事
由
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
」
)
。
す
な
わ
ち
、
保
証
人
に
つ
き
一
般
の
債
務
消
滅
事
由
が
あ
れ
ば
、

二

O
三
四
条
に
よ
り
主
債
務
は
存
続
し
た
ま
ま
で
保
証
債
務
が
消
滅
す
る
。
こ
の
規
定
か
ら
す
れ
ば
、
時
効
中
断
効
が
保
証
人
に
及
ぶ
理
由

一九世紀フランス法における連衛債務と保証 (5) 

は
な
い
と
い
う

(
E
Uミ
己
目

E
-
G
司
ω合
ロ
o
z
m
m
-E
5
2
2
ω
N
ロ
H印
H
E
E
l
H
-
P
M一-。E
三、
p
z
b
ω
E
2
5
2
5
2
E
F
ι
2
5
2
2
2
5
5
5
N
N
H
百
N
S
印白)。

こ
の
考
え
方
を
と
れ
ば
、
時
効
中
断
効
が
保
証
人
に
及
ぶ
理
由
を
主
債
務
の
存
続
に
求
め
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
批
判
を
容
れ
て
、
第
三
の
説
明
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
も
の
が
あ
る
。
保
証
の
目
的
は
主
債
務
を
担
保
す
る
こ
と
に
あ
る
の
に
、

保
証
債
務
の
消
滅
を
認
め
る
と
目
的
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
し
か
に
、
二

O
コ
一
四
条
は
保
証
だ
け
が
消
滅
す
る
場
合
を
認
め
て
い
る
が
、

そ
の
適
用
は
、
保
証
人
だ
け
が
免
除
を
受
け
た
場
合
お
よ
び
保
証
債
務
に
つ
き
混
同
を
生
じ
た
場
合
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
。
時
効
中
断
は

約
務
の
実
行
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
中
断
効
が
及
ぶ
こ
と
を
保
証
人
は
当
然
に
予
期
す
べ
き
で
あ
る

(
E
C
C
Z
Z
Z
司
己
申
)。

2 

保
証
人
に
対
す
る
時
効
中
断
の
効
力

保
証
人
に
対
す
る
中
断
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
三
通
り
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

多
数
説
に
よ
れ
ば
、
保
証
人
に
対
す
る
時
効
中
断
は
主
債
務
者
に
効
力
を
及
ぼ
さ
な
い

g

E
ミ
45
2
2
2
E
5
z
Z
E
E
-
z
z

g
∞)。

こ
の
た
め
に
、
主
債
務
に
つ
き
時
効
が
完
成
す
れ
ば
、
保
証
人
は
時
効
を
援
用
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
連
帯
保
証
人
で
あ
っ
て
も
同
じ
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こ
れ
に
対
し
て
反
対
説
は
、
次
の
理
由
か
ら
、
主
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
時
効
中
断
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
。

主
債
務
者
に
対
す
る
権
利
と
保
証
人
に
対
す
る
権
利
と
は
同
じ
も
の
で
あ
る

3
3吾
お
-P
E
E
S
2
2zzι
B
E
E
nc
s
:
念品

Z
Z
2

忠一

3
5
g
u
t
s
E
Z
3
1
2
-
E
3
5
-
Z
L
ご
E
M
g
z
z
g
f
H
)
。
ま
た
、
保
証
人
は
弁
済
に
つ
い
て
主
債
務
者
か
ら
委
任
を
受
け
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
弁
済
に
関
し
て
必
要
な
請
求
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
も
権
限
を
も
っ
。
こ
の
委
任
に
よ
る
義
務
と
し
て
、
請
求
が
あ
っ

た
こ
と
を
保
証
人
は
主
債
務
者
へ
通
知
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
通
知
に
は
利
益
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
主
債
務
者
か
ら
保
護
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
も
し
主
債
務
者
に
中
断
効
が
及
ぶ
と
し
な
け
れ
ば
、
保
証
人
は
三

0
年
間
も
利
息
を
払

っ
て
き
た
の
に
主

債
務
に
関
す
る
時
効
を
援
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

3
3吾
お
-
E
2
5
2
5
2三
2
2
5
2
E
5
E
Z
2
1
Z
2
?
と
。
反
論
と
し
て
、

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

保
証
人
に
よ
る
債
務
承
認
は
自
分
が
支
払
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
だ
け
で
、
主
債
務
者
が
払
っ
て
い
な
い
こ
と
ま
で
は
意
味
し
な
い
と
い

わ
れ
る
が
、
こ
の
反
論
は
あ
た
ら
な
い
。
受
任
者
た
る
保
証
人
と
委
任
者
た
る
主
債
務
者
と
の
間
に
隠
し
事
な
ど
は
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。

思
慮
深
く
行
動
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
弁
済
し
た
主
債
務
者
に
は
保
証
人
へ
の
通
知
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

3
3喜
兵
-
E
2
5
2
2
2三

ぬ
け
止
め

Z
E
2
2
5
2
ω
ロ
品
目
寸
百
三
日
ふ
ま
た
、

E
Eヨ
σ芯

2-Hω
号己
ND白
ロ

ω官
主

DlH
も
主
債
務
者
と
保
証
人
の
相
互
代
理
に
根
拠
を
求
め
て
お
り
、
説
明
の
仕
方
が
少
し
異

な
る
も
の
の
、
主
債
務
者
と
保
証
人
の
問
に
緊
密
な
関
係
が
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
点
で
は
、
ト
ロ
ロ
ン
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
ラ
ロ
ン
ピ
エ
エ
ル
が
示
す
理
由
と
し
て
、

保
証
人
に
対
す
る
中
断
事
由
が
あ
れ
ば
、
債
権
者
は
権
利
行
使
を
怠

っ
た
と
は
い
え
な
い
と
い
う
点
が
あ
る
)
。

こ
の
反
対
説
に
対
し
て
は
二
点
の
批
判
が
あ
る
。

第
一
に
、
主
債
務
と
保
証
債
務
は
単
一
で
な
い
(
冨
5
5
ζ
z
g
r
ニ∞
2

2
∞ω
丹

〉

C
5
2
E
i
ご
g
H
D
O
Z
E
-
E
Z
2
2
2
ω
N
E
E
-
N

官同町

OtN-
冨

Rnω
品九円円

eHNDH∞
晶
司

NH品
1印-。
E=ocmW2F
↓z-芯
ω
且
ロ
の
凶

C門
戸
。
コ
ロ
伶
ヨ
市
三
島

ιg
可

ωコ
ωmncoロ
ω
コ

NNH
百

Nム由，
pm
H
Z
↓z-zι
何
一
知
育

2n2古門戸。コ
円
H
ロ叫叶

ω

百

M
g
同
旨
、
窓
口
且
ミ

I
E
S
E
5
2
m
z
↓5
5
-
E∞
ロ
印
由
印
司
品
回
目
ま
た
、
こ
の
点
で
ト
ロ
ロ
ン
は
保
証
の
従
た
る
性
質
を
誤
解
し
て
保
証
を

一
一
艇
の
連
帯
債
務
に
変
化
さ
せ
て

い
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
〉

EFミ
Z
E
E
-
円
NUω
合
口
0
5
町田)。
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説

第
二
に
、
請
求
を
受
領
し
た
り
債
務
を
承
認
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。
主
債
務
者
が
保
証
人
に
委
任
し
た
と
は
み
ら
れ
な
い

(
5
5
ξ
2

日

uo
ロF
丹田口
ω
A
N
百戸∞ム喧。
E=ozmw
三-叶
E
M
門市
ω
ι
E
E
Z
2
0
ロロ
mヨ
m
ロ門印
ι
2
可
B
E
n
c
o
ロω
ロ
N
N
H
司
N
印】)。

雪ι
旧聞

さ
ら
に
第
三
の
も
の
と
し
て
、
保
証
委
託
の
有
無
に
着
目
す
る
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
保
証
委
託
が
あ
れ
ば
、
保
証
人
は
主
債
務
者

を
代
理
す
る
か
ら
中
断
効
が
主
債
務
者
に
及
ぶ
が
、
委
託
な
く
ば
事
務
管
理
者
に
す
ぎ
な
い
か
ら
中
断
効
は
及
ば
ず
、

そ
の
た
め
に
保
証
人

も
附
従
性
に
よ
り
主
債
務
に
つ
い
て
の
時
効
を
主
張
で
き
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
を
実
際
に
主
張
す
る
も
の
は
み

あ
た
ら
ず
、
事
務
管
理
者
も
本
人
を
代
理
す
る
か
ら
、
保
証
委
託
に
よ
る
区
別
は
恋
意
的
だ
と
批
判
さ
れ
て
い
る
(
喜
三
o
p
Z
乙∞由
C
H

百叶∞
ωa
ム)。

裁
判
例
は
、
保
証
人
に
対
す
る
時
効
中
断
に
相
対
効
し
か
認
め
ず
、
主
債
務
に
つ
き
時
効
が
完
成
す
れ
ば
保
証
人
も
時
効
を
主
張
で
き
る

と
す
る

3
0
5
一0
5
F
Z
E
E
-
∞∞
φ

の日

E

2

z

z

∞由斗
l
E
O
N
-
「

N
C
∞〈のき円
F
O
E
S
2
2
印
∞
(
要
旨
の
み
)
)
。
但
し
、
正
三
O
コ
広
島
士
山
岳
O
凶巾

百
四郎巾

(
幻
)

あ
る
判
決
が
保
証
人
に
つ
い
て
既
に
出
て
お
れ
ば
別
だ
と
す
る

(
P
E
E
-
M
m
E
〈
5
0
ω
-
m
H
E
m
-
「

ω
品目
H
C
E
E
S
D
P
H
-
Z
U
)
。

共
同
保
証
に
つ
い
て
は
、
分
別
利
益
の
あ
る
共
同
保
証
人
が
連
帯
債
務
者
と
同
視
で
き
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
分
別
利
益
あ
る
保
証
人
は
連
帯
債
務
者
と
み
ら
れ
な
い
た
め
に
、
相
保
証
人
へ
中
断
効
が
及
ば
な
い

(E三コ
25-

円一凶ロ
O
Z
N
己

m
Z
司釦問。
H
品叫(ロ
O
円自己宮内百ごの
mco
ロω
司凶印∞)也冨
OCHi
-o
ロ円
ω
コ
H
H
ι
N
古品目。唱〉ロ
σ
ミ
2
刃包口一円晶司自∞印コ
O
Z
N
D
-
F
m
w
ロ2
ロ門司門
N
∞ロ
N
N
D
司
Nωω1
印-
Z
E，
E
己点叩

Z
2
2
F
門出口
H
U
M
司
HH
印ム-。
c
=
Z
E
E
-
叶

2
5含

E
E
C
2
0
ロロ
2
5
E
h
w
含
ω
可
E
Z
2
5
5
ロ工、吋司回目∞
l
由
也
田
宮
且
ミ
「
2
2
宮内コ内向円

dry
--円N
品ロ
H
0
2
官印印斗
l
∞)。

し
か
し
、
分
別
利
益
は
あ
っ
て
も
分
割
前
は
連
帯
債
務
と
同
じ
だ
か
ら
中
断
効
が
及
ぶ
と
す
る
も
の
も
あ
る

3

3
-o
コF
U
Z
E
E
-
2
2
2
3
2
円
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含
ω
門

2
5
2
Z
O
B
ロ
N
坦
H

司

N

品
目
結
果
同
旨
、

zzn-
己
N

ロ
N
G
印

司

N
U
U
A
O

共
同
保
証
を
あ
る
種
の
不
可
分
債
務
と
同
じ
だ
と
考
え
て
、
不
可
分
債
務
の
時
効
中
断
に
関
す
る
二

二
四
九
条
二
項
を
根
拠
と
す
る
)
。

第
三
款

検
討
|
|
特
に
、
時
効
中
断
や
時
効
消
滅
に
関
す
る
議
論
と
債
務
の
性
質
に
関
す
る
議
論
と
の
関
係
に
つ
い
て

ま
ず
、
以
上
の
議
論
情
況
を
ま
と
め
て
お
く
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

保
証
に
関
し
て
多
数
説
は
、
主
債
務
と
保
証
債
務
が
別
個
だ
と
し
た
う
え
で
、
主
債
務
に
つ
い
て
の
時
効
を
保
証
人
も
主
張
で
き
る
と
す

る
(
理
由
は
附
従
性
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
帯
債
務
に
お
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
時
効
の
性
質
に
関
す
る
理
解
の
相
異
に

よ
る
も
の
だ
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
時
効
の
効
力
を
弁
済
と
同
視
す
れ
ば
、

一
体
型
絶
対
効
説
に
な
る
し
、
留
保
の
明
示
あ
る
債
務
免

除
と
同
視
す
れ
ば
一
体
型
絶
対
効
説
に
な
る
(
保
証
に
つ
い
て
は
、
時
効
の
効
力
が
弁
済
と
免
除
の
何
れ
に
類
似
し
よ
う
と
も
、
結
果
は
同
じ
に
な
る
。
前
述
第
五
項

第
三
款
第
一
日
で
紹
介
し
た
保
証
人
に
対
す
る
留
保
あ
る
免
除
の
談
論
参
照
)
。
ま
た
、
宣
誓
付
託
権
つ
き
の
特
別
時
効
に

つ
い
て
は
、
宣
誓
付
託
権
の
手
続

的
保
障
さ
え
あ
れ
ば
、
こ
の
問
題
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
保
証
に
関
す
る
中
断
効
の
議
論
を
み
る
と
、
保
証
の
性
質
に
関
す
る
理
解
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
主
債
務
者
・

保
証
人
に
対
す
る
中
断
効
が
他
方
に
及
ぶ
と
す
る
説
を
み
る
と
(
ト
ロ
ロ
ン
、
ラ
ロ
ン
ピ
エ
エ
ル
)
、
債
務
の
単
一
性
や
代
理
と
い
う
法
律
構
成
を

通
じ
て
、
主
債
務
者
と
保
証
人
が
連
絡
を
取
り
合
う
ほ
ど
に
緊
密
な
関
係
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
主
債
務
者
に
対
す
る
中

断
の
説
明
に
さ
い
し
て
も
、
主
債
務
者
が
保
証
人
を
代
理
す
る
か
ら
だ
と
い
う
も
の
が
あ
る
(
オ
プ
リ
H
口
、
ド
ウ
マ
ン
ト
)
。
こ
れ
ら
は
、
中
断

効
の
議
論
を
保
証
の
性
質
に
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
中
断
効
を
債
務
単
一
性
や
相
互
代
理
と
い
っ
た
点
に
結
び
つ
け
る
議
論

北法48(6・29)1335



説

は
連
帯
債
務
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
る
(
前
節
第
二
款
b
、
第
三
款
、
第
四款)。

吾ふ
E問

他
方
で
、
時
効
完
成
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
債
務
単
一
性
や
代
理
の
性
質
が
時
効
抗
弁
の
可
否
に
直
接
関
係
す
る
要
素
と
し
て
は
捉
え
ら

れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
時
効
完
成
の
効
力
を
め
ぐ
っ
て
は
、
連
帯
債
務
で
あ
れ
ば
各
時
効
制
度
の
性
質
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
し
、
保
証

で
あ
れ
ば
、
附
従
性
と
い
う
性
質

l
l
こ
れ
は
、
主
債
務
者
と
保
証
人
間
に
緊
密
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
な
い
|
|
に
理
由
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
手
形
債
務
や
清
算
人
た
る
社
員
の
義
務
と
い
っ
た
債
務
の
類
型
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
て
も

時
効
の
性
質
を
考
え
る
た
め
の
一
要
素
に
す
ぎ
な
い
(
前
述
第

一
款
警

E
3参
照
)。

と
こ
ろ
が
、
時
効
停
止
の
場
合
に
つ
き
連
帯
債
務
に
関
す
る
議
論
と
保
証
に
関
す
る
議
論
を
比
べ
る
と
、
連
帯
債
務
に
お
い
て
は
時
効
の

効
力
が
弁
済
と
同
じ
だ
と
説
明
す
る
一
方
で
、
保
証
に
お
い
て
は
保
証
人
だ
け
が
解
放
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
違
い
に
は
、
連
帯
債
務

の
性
質
に
関
す
る
考
慮
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
多
数
の
学
説
は
そ
れ
を
具
体
的
に
は
示
さ
な
い
が
、
連
帯
債
務
者
相
互
間
に

お
け
る
緊
密
な
関
係
を
想
定
し
て
い
る
の
だ
と
い
え
る
(
詳
し
く
は
、
第
九
項
第
二
款
第
二
目
2
で
検
討
す
る
)。

こ
の
こ
と
は
本
稿
の
主
題
と
の
関
係
で
重
要
で
あ
る
。
従
来
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
連
帯
債
務
者
間
に
緊
密
な

関
係
が
あ
る
と
の
発
想
が
と
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
発
想
が
時
効
中
断
効
だ
け
で
な
く
時
効
完
成
の
如
き
債
務
消
滅
事
由
に
つ
い
て
も
議
論
に

影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
き
た
(
淡
路
剛
久

『連
帯
債
務
の
研
究
』一

O
九

一
O
頁
)
。
こ
れ
ま
で
本
稿
は
こ
の
紹
介
に
疑
問
を
も
ち
、
異
な
る
分

析
視
角
か
ら
フ
ラ
ン
ス
法
を
検
討
し
て
き
た
が
、
少
な
く
と
も
時
効
完
成
の
効
力
に
つ
い
て
は
淡
路
説
の
紹
介
を
検
証
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

も
っ
と
も
こ
れ
は
、
連
帯
債
務
に
関
す
る
時
効
が
弁
済
と
同
じ
効
力
を
も
つ
た
め
に
一
体
型
絶
対
効
を
生
ず
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
こ

と
で
あ
る
。
今
世
紀
の
議
論
で
あ
る
が
、
全
部
義
務
者
の
一
人
に
つ
き
時
効
が
完
成
し
た
場
合
に
お
い
て
、
担
保
保
存
義
務
違
反
を
理
由
に

負
担
部
分
型
絶
対
効
を
認
め
る
も
の
が
あ
る
(
』
害
2
2
2
宮
古
，
E
E
n
E
N
-
-
E
2
0自
月
号

2
5
F
5
5
ご
H
N
H

由『自のご
5
2
2
Z
2
5
参照)。

緊
密
な
関
係
の
欠
如
は
一
体
型
絶
対
効
を
排
除
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
相
対
効
の
結
論
を
当
然
に
導
く
わ
け
で
は
な
い
。
利
益
分
析
の
観
点
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か
ら
担
保
保
存
義
務
違
反
抗
弁
を
全
部
義
務
者
に
も
認
め
る
な
ら
ば
、
時
効
完
成
は
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(5 ) 

(
1
)
手
形
時
効
の
要
件
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
文
言
通
り
で
あ
れ
ば
、
振
出
人
が
商
人
で
あ
る
か
商
取
引
の
た
め
の
振
出
で
あ
れ
ば
足
り
る

は
ず
で
あ
る
(
一
5
5
含
各
自
問
。
8
5
q
B
B
ニ
2
志間
0
3
5
0
C
B
ロ
こ
E
Z
号
円
O
E
H
5
3
0
)
。
し
か
し
、
手
形
時
効
の
適
用
が
あ
る
の
は
商
取
引

の
た
め
の
手
形
に
限
る
の
で
あ
っ
て
、
商
人
が
商
行
為
以
外
の
目
的
で
振
出
し
た
場
合
に
は
手
形
時
効
の
適
用
が
な
い
と
す
る
学
説
・
裁
判
例

が
あ
る
(
C
S
F
2
2
Z
E
E
-
円
・
↓
E
広
含
今
O
E
n
o
E
Z
E
m
-
-
z
t
ι
5
2
ロ
印
2
1
ω
十
日
参
照
)
。
本
稿
に
直
接
関
係
す
る
問
題
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
、
文
言
に
し
た
が
っ
て
お
く
。

(
2
)
時
効
の
根
拠
が
弁
済
推
定
に
あ
る
こ
と
は
、
債
権
者
の
宣
誓
付
託
権
だ
け
で
な
く
、
次
の
帰
結
を
も
導
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

債
務
者
が
弁
済
以
外
の
事
由
(
例
、
債
務
の
不
発
生
・
債
務
免
除

・
更
改
・
相
殺
)
を
債
務
者
が
主
張
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
特
別
時
効
を
主
張
で

き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
な
R
号
2
5
-
p
c
a
含
奇
0
5
2ヨ
ヨ
司
E
一
己
ロ
N
A
D
司
N
U
由
一
〉
-5
ミ
2
目
E
-
門
∞
三
ミ
一
E号
g
F
門
U
N
E
m
コ
官
印
U
N
I
ω
-
z
z
n
-
己
品

ロ品∞
C

司自
]
F
C
一のロ=-。cm凶『ι-同イE芯
且

o
-
m
w
司
『
。
M
w
n
コ
司
門
戸
O
P
円
N
ロ
斗
斗
出
司
M
H
O
-
T
F『O
D
n
m
w
m
D
E
同
E
M
E
』
一
戸
O
司
n
E
ロ
品
目
印
l
m
司
ω
斗
印
-
回
m
w
c
ι
「山
、

Fmwnmwロ
EDE--02叶
】ωEmw戸

円N
∞ロ斗品
ω
百四∞
ω)
。

判
例
も
同
旨
で
あ
る

(
た
と
え
ば
、

p
g
z
p
同
日
常
〈
同
∞
g
-
0
2
∞
S
-
Y
N
U
T
m
e
s
s
-
r
E
N
(
債
務
免
除
を
主
張
)
-
P
2
2ヂ

ND
Z
ロ
〈
H
∞
S
-

u
-
u
H
∞
斗
D
-
Y
S
H
印
同
∞
$
守
F
H
D
品
(
取
引
が
売
買
で
な
く
贈
与
だ
と
し
て
債
務
の
不
存
在
を
主
張
)
-
P
ω
ω
巴
〈
-
M
O
ロ
O
〈
H
∞
∞
由
-u
-
u
H
∞
U
D
-
y
g
H
m
H
∞
由
。
-
「
∞
(
日

一一庭
契
約
を
結
ん
だ
の
は
下
請
人
だ
と
し
て
債
務
の
不
存
在
を
主
張
)
)
。

(3)
か
よ
う
な
問
題
は
他
種
の
時
効
で
は
生
じ
な
い
。
宣
誓
付
託
権
は
他
の
時
効
に
拡
張
す
べ
き
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(E?
己品

ロ品
∞
同
司
自
H
N
-
o
z
-
0
5
三
叶
E
広
宏

一ω
胃

2
3
B
O
D
-
己
ロ
ω
H
印
司
N
由
自
己
門
叫
コ
寸
∞
出
司
N
コ
判
例
も
同
旨
o
p
ω
ω
E
〈
e
E
B
〈
H
∞
印
m
e
U
司
H
∞
目
白
-
r
ゴ
H
m
H∞印由守

「出
品ω
(
商
法
四
三
三
条
に
よ
る
船
員
の
報
酬
債
権
に
関
す
る
一
年
の
時
効
に
つ
い
て
、
債
権
者
の
宣
誓
付
託
を
裁
判
所
が
却
下
し
た
の
は
正
当
)
ま
た
類
似
の
裁
判
例
と
し

て
、
の
自
ω
E
〈
-
Z
E
E
H
∞
∞
y
o
-uH∞∞N-H
司
令
令

mH∞∞AH-
HeNN
(
二
二
七
七
条
に
よ
る
定
期
金
に
関
す
る
五
年
の
時
効
(
今
日
で
は
二
年
。
一
九
七
一
年
七
月
二
ハ

日
法
)
に
つ
い
て
、
債
務
者
の
付
託
に
応
じ
て
、
弁
済
を
受
領
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
き
債
権
者
が
宣
誓
し
て
も
、
時
効
完
成
の
効
果
は
破
ら
れ
な
い
)
)
。
こ
れ
は
、
こ

の
穫
の
特
別
時
効
の
根
拠
が
弁
済
推
定
に
あ

っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
宣
誓
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る

(EF--Z門

間

E
-
門
∞
Z
E
Z
5
2
2
Z
G
)
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。
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説

一
般
の
長
期
時
効
の
根
拠
と
し
て
は
(
三
O
年
。
二
二
六
二
条
)
、

弁
済
や
免
除
を
推
定
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
主
た
る
根
拠
は
、
債
権
者

の
権
利
不
行
使
を
非
難
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
債
権
者
は
宣
誓
付
託
で
き
な
い

(
P
Z
E
S
E
-
門N
司
N
D
ム
長
期
時
効
の
根
拠
論
と

し
て
、
弁
済
や
免
除
の
推
定
が
副
次
的
だ
と
考
え
る
点
で
同
旨
、
E

E

ミ
-
E
Z
己
5
2
m
m
丹、
H，
E
Zア円
N
∞
ロ
N
U
司
お
よ
)
。
あ
る
い
は
、
弁
済
推
定
の
程
度
が
確

実
で
あ
っ
て
反
証
を
容
れ
る
余
地
が
な
い
し
、
も
し
現
実
に
は
弁
済
が
な
く
と
も
権
利
放
棄
を
推
定
で
き
る
。
さ
ら
に
、
過
責
の
程
度
は
大
で

あ
っ
て
、
債
権
者
を
救
済
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
説
明
も
み
ら
れ
る
言
。
E
E
-
門ω
己
申
寸
ω
百
台
∞
)
。

二
二
七
七
条
の
時
効
は
(
定
期
金
や
利
息
な
ど
の
定
期
払
の
債
務
に
つ
き
五
年
)
、
公
益
の
観
点
か
ら
債
権
者
の
過
責
を
問
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
弁
済

推
定
を
根
拠
と
す
る
時
効
と
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
未
払
が
自
白
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
も
、
権
利
の
不
行
使
に
よ
っ
て
利
息
が
増
大
し

て
債
務
者
の
地
位
が
極
度
に
悪
化
す
る
の
を
公
益
上
の
観
点
か
ら
防
止
す
る
と
い
う
法
律
の
目
的
は
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
言
。
ロ
ユ
o
p
z

ロ
H
U
∞ω
司∞
NN-

「MWE
・m
コ?円
ω
N

ロ
hHωN

古品目寸，∞一の
E
=
。zmw
向、且一

4HAWED

且。一
mw

司コ
wmwn
コ官庁戸
O
P

円
凶
ロ
目
印
白
百
H
O
白-回
MW
ロ己円山、・「
mnmw
ロ門戸口ぬ『
5
2
4
5
ω
呂町
J

け
凶
∞
ロ
寸
寸
o

u
m
D
叶3
∞)
。
こ
の
よ
う
に
、
二
二
七
七
条
の
時
効
の
根
拠
は
公
益
上
の
理
由
に
あ
る
と
さ
れ
、
具
体
的
に
は
、
利
息
や
定
期
金
の
よ
う
な
債
務
は

累
積
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
債
権
者
が
わ
ざ
と
請
求
を
控
え
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
債
務
が
余
り
に
増
大
す
る
こ
と
を
防
い
で
債

務
者
を
保
護
す
る
と
と
も
に
債
権
者
の
権
利
不
行
使
を
非
難
す
る
こ
と
が
時
効
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
(
喜
一

2
=
t
A
Z
o
m
m

U
己〈
E
n
o
E
A
-
円N
U
N
D
∞
E

ロO
広町
ι
σ
E
U
担問。
N
O
∞(ロ
oZω

巾円
2
6
一百
ω
Z
O
ロω
古田品品)匂〉ロ
σ
3
、2
回
目
ケ
門
∞
百
品
N
AH-
「ωZ2w
ロ?円
ω
N

ロ品
U
H
P
N

百
品
目
白
∞
-
。
E
=
o
E
q
門「

↓ロロ芯
ι
。一回百円岳山内コ百円
E
P
円N
ロ
目
白
寸
耳
目
印
晶
司
自
0
0
円
H
O
N
-
hr
回mWCハ
】
同
1

『「
mwnω

ロt
D
m
コ
m
z
↓目的
MEEJ
円N
∞ロ
ω
M
m
門叶由∞
-uN
∞・1
由
丘
町
D
印iB
出)。

二
二
七
六
条
の
時
効
に
つ
い
て
も
(
裁
判
官
や
代
訴
士

・
執
行
官
が
負
う
裁
判
記
録
等
の
引
渡
債
務
に
つ
き
五
年
)
、
弁
済
推
定
ま
た
は
免
除
推
定
の
ほ
か
に
、

債
権
者
の
権
利
不
行
使
を
非
難
す
る
と
い
う
観
点
が
時
効
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宣
誓
付
託
で
き
な
い

(
U
O
Z
5
2
5
-
門N
司
N
D
∞)。

以
上
の
よ
う
に
実
質
的
な
理
由
と
は
別
に
、
法
形
式
上
の
理
由
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原
則
と
し
て
権
利
を
否
定
す
る
法
律
上

の
推
定
に
対
し
て
は
反
証
が
許
さ
れ
ず
、
反
証
は
明
文
あ
る
場
合
に
限
り
許
さ
れ
る
(
一

一
二
五
二
条
二
項
「
推
定
に
基
づ
い
て
法
律
が
特
定
の
行
為
を
取
消

し
ま
た
は
訴
訟
上
の
行
為
を
否
定
す
る
場
合
に
は
、
法
律
に
よ
る
推
定
に
対
す
る
反
証
が
許
さ
れ
な
い
。
但
し
、
法
律
が
反
証
を
留
保
し
て
い
る
場
合
お
よ
び
宣
誓
や
裁
判

上
の
証
言
に
つ
き
定
め
が
あ
る
場
合
は
別
で
あ
る
」
)。

こ
の
た
め
に
、
例
外
規
定
た
る
二
二
七
七
条
に
よ
る
宣
誓
義
務
は
他
の
時
効
に
拡
張
で
き
な
い

(「
2
2
2
-
門ω
N
コ
E

N

E
印
ロ
ム
百
品
目
∞
l

∞
え
印
叫
叶
l

p

田
宮
且
ミ
F

E
E
-
2
2
0
2
↓
日
巴
耳

-
5∞
コ
斗印
H
百印
U
H

同旨、
7

白ω
-2

三
夕
立
百
品()ω)
。

(
4
)
た
と
え
ば
破
産
管
財
人
や
清
算
人
が
宣
誓
で
き
な
い
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

寡
婦
や
相
続
人
は
請
求
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
破
産
管
財
人
や
清
算
人
は
事
情
を
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、

論
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一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

宣
誓
が
実
際
に
問
題
に
な
る
の
は
管
財
人
等
が
自
己
の
弁
済
を
主
張
し
た
場
合
で
あ
る
が
、
か
よ
う
な
場
合
に
お
け
る
宣
誓
は
二
二
七
五
条
二

項
の
宣
誓
で
は
な
く
同
条
一
項
の
宣
誓
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
一
項
の
宣
誓
は
債
務
者
本
人
だ
け
が
宣
誓
義
務
を
負
う
。
こ
れ
は
代
理
人
に
固

有
の
事
実
に
関
す
る
宣
誓
に
よ
っ
て
本
人
(
債
務
者
)
が
利
益
・
不
利
益
を
受
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
宣
誓
が
許
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
(
回
Eι
予

FRω
ロC
ロ
mコm
z
↓E
E『
-
円

N∞
ロ
寸
品
目
百
四∞印・
4斗
)。

(
5
)
連
帯
債
務
以
外
の
場
合
に
つ
い
て
、
訴
外
の
時
効
完
成
者
を
召
喚
し
て
宣
誓
付
託
で
き
る
と
す
る
議
論
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

強
制
執
行
に
お

け
る
配
当
異
議
の
局
面
に
お
い
て
、
債
権
者

X
が
債
権
者

Y
の
時
効
消
滅
を
主
張
す
る
場
合
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
般
債
権
者
に
時
効
主

張
権
を
認
め
る
二
二
二
五
条
の
適
用
範
囲
の
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る

(
一
一
一
一
一
一
五
条
「
一
般
債
権
者
ま
た
は
時
効
完
成
に

つ
き
利
害
関
係
を
有
す
る
そ

の
他
す
べ
て
の
者
は
、
時
効
を
主
張
で
き
る
。
債
務
者
ま
た
は
所
有
者
が
時
効
利
援
を
放
棄
し
て
い
て
も
同
じ
で
あ
る
」
)。

多
く
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
穫
の
時
効
は
宣
誓
付
託
権
と
の
引
換
だ
け
れ
ど
も
、
時
効
抗
弁
を
受
け
た
債
権
者

Y
は
債
務
者
に
対
し
て
宣

誓
付
託
で
き
る
か
ら
、

X
は
二
二
二
五
条
に
基
づ
き
時
効
を
主
張
で
き
る

2
5
L
E
コ
ωω
目
。
ニ
∞
H
Z
H
∞
2
2
N一の
E
=
o
E三
-
P官庁
Z
Z
ω
百円
2
3
1

22-
己
ロ

ω品
目司

ωN
m，
自
己
同
日

ロ
叶
∞
∞
唱

NS
l
N
C
-
E
Eミ
ト
仰
の自
己ロ
2
m
丘、
H，E
E
R
E
∞
コ
HNH
司
HCN
ま
た

り
c
Zロ門
O
P
E
H
ロ
H印
H
司
Nω
∞
-
E
z
z
z・
5
N

ロ
NH
∞百

NM斗
も
同
旨
か
)
。
債
権
者
相
互
間
の
訴
訟
に
債
務
者
を
召
喚
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
反
対
説
が
あ
り
、

X
が
時
効
を
主
張
で
き
な
い
と
し
、
そ
の
理
由
を
、
宣
誓
付
託
が
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
時
効
に
つ
い
て

Y

が
そ
の
権
利
を
奪
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
点
に
求
め
る

F

5ミ
2
同
E
・
5
Z
8
1

コ2
2
2
0
Z
ω
由)
。

な
お
、
下
級
審
裁
判
例
は
オ
プ
リ
H

ロ
と
同
じ
見
解
を
と
っ
て
時
効
の
主
張
を
認
め
な
い
(
玄
o
g
z
ミ
ω
ヨ
E
H
∞
2
m
H
∞
2

N
印
む
よ
男
同
2

5
0
〈
思
宮
ω
号

noEヨ
号
2
2
∞印白百

ω寸由
ロ
O
Z
H
(配
当
異
議
訴
訟
)-
E
E
P
H
Sn
H∞
E
e
U
司
H∞印印
-
N
4
H
N
H
M
m
H
∞印白
-N
-
S
N
(配
当
異
議
訴
訟
)-
2
合

Z
-
5

8
Dニ
∞
2
.
0
-u
H∞白「

ω-
ご

(
破
産
債
権
の
届
出
に
対
し
て
、
破
産
者
と
破
産
管
財
人
が
時
効
を
主
張
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

他
の
債
権
者
が
時
効
を
主
張
し
て
そ
の

届
出
に
対
し
て
異
議
を
申
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
))。

破
致
院
は
時
効
主
張
を
認
め
る
か
の

よ
う
で
あ
る
が
(
の
B
M
2

5
E
=
H
∞∞
D唱
。
ご
∞
∞
「同

会
斗
目
的

H∞
∞
「
「
ム

NH
原
告
債
権
者
が
時
効
抗
弁
に
対
し
て
債
務
者
へ
の
宣
誓
付
託
を
申
立
て
た
と
こ
ろ
、
原
審
は
時
効
の
効
果
を
俵
務
者
の
意
思
に
か
か
ら
し
め
る
の
は

二
二
二
五
条
に
反
し
、
宣
誓
付
託
は
時
効
を
主
張
す
る
被
告
債
権
者
に
対
し
て
な
す
べ
き
だ
と
し
て
、
宣
誓
付
託
の
申
立
を
却
下
し
た
が
、
こ
れ
は
二
二
七
二
条

・
二
二
七

五
条
に
違
反
す
る
と
し
た
)
、
そ
の

後

も
時

効
完
成
者
の
召
喚
に
よ
る
訴
訟
遅
延
を
理
由
に
時
効
の

主

張

を

退
け

る

下

級
審

判

決

が
あ
る

3
2
U
E〈
O
E
D問
P
E
』

E
一一回∞
UD
守
口
同
己
∞
由
日

N
N
斗
由
債
務
者
の
相
続
人
に
対
し
て
宣
誓
を
付
託
す
る
こ
と
は
、
相
続
人
が
召
喚
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
時
間
稼
ぎ

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
効
抗
弁
に
つ
い
て
さ
ら
に
判
断
す
る
必
要
が
な
い
)
。
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説

(
6
)
日
本
商
法
は
合
名
会
社
の
社
員
が
負
う
責
任
に
つ
い
て
五
年
の
終
期
を
定
め
る
が
、
社
員
が
清
算
人
で
あ
る
と
否
と
で
区
別
し
な
い
か
ら
フ

ラ
ン
ス
法
の
よ
う
な
問
題
を
生
じ
な
い
(
現
行

一
四
五
条
)
。
清
算
人
か
否
か
を
問
わ
な
い
点
で
は
、
明
治
二
三
年
商
法
一
三
五
条
も
同
じ
で
あ
る
。

ロ
エ
ス
レ
ル
草
案
で
は
フ
ラ
ン
ス
商
法
も
参
照
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
点
で
の
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
(
参
照
、

同
O
Z
声
明
ロ
Z
E
2
2
F
E
E
l
向。
E
N
σ
z
n
z
g
-
c
こ弓
E
-
H
E
m
N
叶D)
。
な
お
、
一
八

O
七
年
フ
ラ
ン
ス
商
法
の
立
法
過
程
を
み
る
限
り
で
は
、
こ
の

特
別
時
効
は
フ
ラ
ン
ス
商
法
史
に
お
い
て
も
新
た
な
制
度
で
あ
る

3
5
B
〈

E
E
X
E
P
E
E
-
2
g
ニ
思
想
門
a
T
E
E
2
2
)
e
F
2
芯

E

一書
ω
E
2

2
5
Z
-
n
oヨヨ
2
2
色。

2
q
5
5
色一め《
H
m
z
?
2
2
H
H
叶
(
。
。
含
含

no呂
田
司
円
タ
己
)-H
∞
NU-
司
凶
叶
(
)
学
説
に
よ
る
説
明
と
し
て
例
え
ば
、
ど
E
C
2
2
目
2
2
一戸

マ宮門
2
1
5
Z
O
自呂町吋
E
-
H
t
印ωHUιω
品
参
照
)
。
ま
た
、
国
務
院
(
一
m
P
E
m
-
-
邑
g
H
)
の
J

審
議
で
は
、
特
別
時
効
導
入
の
是
非
や
時
効
の
起
算
点

を
め
ぐ
っ
て
見
解
の
対
立
が
み
ら
れ
る
。
本
来
な
ら
ば
こ
れ
ら
の
問
題
や
社
員
の
義
務
論
一
般
を
検
討
す
べ
き
だ
が
、
将
来
の
課
題
と
し
た
い
。

こ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
商
法
六
四
条
に
関
す
る
学
説
を
概
観
す
る
に
と
ど
め
る
。

(
7
)
こ
こ
で
は
紹
介
の
対
象
を
合
名
会
社
に
限
定
す
る
が
、
商
法
六
四
条
の
時
効
が
、
合
名
・
合
資
会
社
の
無
限
責
任
社
員
の
債
務
だ
け
で
な
く
、

有
限
責
任
社
員
や
株
主
の
出
資
金
・
株
金
払
込
債
務
等
に
も
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
(
こ
の
点
に
つ
き
参
考
に
な
る
も
の
と
し
て
さ
し

あ
た
り
、
回
円
2
R
ι
ー
〈
ミ
コ
宵
2
2
0
2
E
口問。具、叶円
E
g
含
号
0
5
2
E
E
m
吋
門
戸
色
丹
回
目
怠
戸
∞
由
。
古
品
印
印

z
x
z
m
H
g
z
r
-
D
ロOヨ
F
D
o
z
m
H
∞叩
F
Y
ム也、円「『
OD
ーの
ω
2
2

問符円高三戸、同イ
E
Z
吾川内凶円
O】円。。ョヨ
mコ己主司門
N
H
百ω
ユ-m
品
郎
内
同
戸
田
口
∞
ロ
印
品
印
古
品
品
回
l
k
H
Z
N
百E，
E
め
品
合
同
回
目
DU
コ∞
D品目
uH
寸∞ロ
O門命日品事世間川
)O

(
8
)
論
者
に
よ
れ
ば
、
清
算
人
に
対
す
る
時
効
中
断
の
効
力
も
非
清
算
人
に
及
ば
な
い
(
の
ご
)ω
四

2
一-me
円。
ι
z
m
n
o
E
2
2
2
ニ
∞
N∞百
N
O
D
-
P
8
一O口同一

u
z
g
E
E
二
:
0
2
窓
口
z
z
z
n
o
E
Z
R
E
Z
L
N
H
∞Z
E
C
印D
Z
U
ω

品)
。
特
別
時
効
の
趣
旨
が
清
算
入
と
非
清
算
人
と
を
分
け
て
、
連
帯
関
係
を
切

る
こ
と
に
あ
る
か
ら
だ
と
い
う

(
3
E
2
2
ω
-
の
E
E
号
奇
0
5
2
E
H
2
2
5
-
5
ロ
呂
也
口
百
Nmm
寸
反
対
〈
包
与
芯
君
。
-
2
2
2
2
8
5
ω

母
母
O
E
n
o
E
2
Z
E
-
-

口同寸
N
司
ND
寸司「可
Oローの日ロ伺門問。ロ
ωロ一
?
O
H
u
n
E
ロム
h

お
F-ω

百
UA山
中

1m)
。

(
9
)
判
例
も
、
会
社
契
約
に
基
づ
く
社
員
相
互
間
の
訴
権
に
は
六
四
条
に
よ
る
五
年
の
時
効
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
お
E
Z
ω
-
N
D
E
己
こ
∞

p
g

甘
え
の
含
同
m門的弓
3
H
∞
HN
，H∞
Z
-
N
-
H
m
D
(
要
旨
の
み
)
ヨ
同
0
5
p
∞ヨ
R
ω
H
∞ご・

0-uH
∞斗
N一日
-
2
∞H
m
H
∞ご
-N-N
也由
-
-
u
g
F
N
自
主
吋
同
∞
ゴ
e
U
日uH
∞叶由
-N-
∞
HH

凶
H∞∞
D
-
N
e
ω
ω
H
-
U
】]
O
P
N
由
ヨ
常
的
戸
∞
∞
六

U
}己∞由∞
-Nω
印
ω
H
m
S
O
O
N
-
ω
D
F
P
E
Zヂ

N
N
E
R
ω
5
0
印口問
U
H
U
D
F
Y
N
D
m
y
m
H
宮
山
「

ωD
∞)
。
も
っ
と
も
、

本
文
掲
記
の
学
説
が
い
う
よ
う
な
場
合
、
す
な
わ
ち
、
清
算
人
が
会
社
債
権
者
に
弁
済
し
た
上
で
非
清
算
人
た
る
社
員
へ
求
償
し
た
事
例
は
み

あ
た
ら
な
い
。

ま
た
、
立
法
過
程
で
も
社
員
相
互
間
に
は
短
期
時
効
の
適
用
な
し
と
す
る
議
論
が
あ
る

(TEng-足
手
E
M
E
E
S
E
-
己epmニ閉め凹
E
E
)
-
E
E

自命
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一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

o
u
n
-
門司
N、司
ω
ム)。

と
こ
ろ
が
、
清
算
人
に
時
効
抗
弁
を
認
め
る
説
の
な
か
に
は
、
そ
も
そ
も
求
償
権
が
な
い
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
清
算
人
が
社
員
と
し
て
の

義
務
を
履
行
し
て
も
、
そ
れ
は
自
己
の
た
め
で
あ
っ
て
相
社
員
の
た
め
で
は
な
い
。
相
社
員
は
時
効
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

求
償
権
を
生
じ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
(
喜
月
色
。
2
3
z
-
=
F
5
2
N
E
D
司
忠
ム
)。

し
か
し
、
こ
の
議
論
は
疑
問
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
初
期
の
有
力
説
は
、
社
員
と
し
て
履
行
し
た
分
に
つ
い
て
非
清
算
人
に
対
す
る
求
償
を

認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
求
償
権
の
根
拠
は
会
社
契
約
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
相
社
員
が
債
権
者
に
対
す
る
義
務
を
免
れ
た
点
を
根
拠

と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(
日
)
本
文
掲
記
の
よ
う
な
立
法
趣
旨
は
、
立
法
過
程
の
議
論
に
も
み
ら
れ
、
五
年
も
あ
れ
ば
債
権
者
に
は
十
分
で
あ
る
と
と
も
に
、
会
社
財
産
は

す
べ
て
清
算
人
の
許
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
清
算
入
の
新
た
な
商
取
引
の
た
め
に
こ
れ
を
解
放
し
て
や
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
な

E
Z

〈
雪
-umwgx
己C
の
O
ロω白
一
円
何
g
庁(同
ぬ問
コωcnF
」

MEFOHAe
の円
2
2
2
円〉コリ
}tnyω
ロ日
山一百円
)-
「O
E
b
-
O
司
n
E
H
U
N
J可
H
O
門
N
寸叫白
)。

(
日
)
次
の
よ
う
な
特
色
あ
る
事
件
で
あ
る
。
定
款
で
清
算
人
と
し
て
指
名
さ
れ
て
い
た
者
が
首
相
で
あ
っ
た
た
め
に
、
別
の
社
員
が
清
算
人
と
な

っ
た
。
そ
の
さ

い
に
清
算
人
と
な

っ
た
者
は
留
保
を
明
示
し
て
、
定
款
で
指
名
さ
れ
て
い
た
者
が
清
算
人
と
な
れ
ば
自
分
は
辞
任
す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
旨
を
登
記
・
公
示
し
た
。
そ
の
後
に
、
定
款
で
指
名
さ
れ
て
い
た
者
が
清
算
人
と
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
会
社
債
権
者
は
辞
任
し
た
元
清
算

人
に
対
し
て
訴
求
し
た
の
で
あ
る
。
元
清
算
人
は
辞
任
か
ら
五
年
の
経
過
を
理
由
に
商
法
六
四
条
に
よ
る
特
別
時
効
を
援
用
し
、
破
鍛
院
は
こ

れ
を
認
め
た
(
会
社
債
権
者
の
破
鍛
申
立
棄
却
)。

そ
の
さ
い
破
致
院
は
、
元
清
算
人
が
そ
の
職
を
引
き
受
け
た
の
は
暫
定
的
な
も
の
だ
と
し
て
お
り
、

事
例
判
決
の
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
。
し
か
し
学
説
は
、
本
件
に
特
有
の
事
情
が
結
論
に
影
響
を
与
え
た
、
と
は
必
ず
し
も
理
解
し
て
い
な
い

(
5
5
2・

2
0
z
u
-u
H
∞品少

H
-
ω
H
O
)
。

(
ロ
)
多
数
説
は
時
効
停
止
を
相
対
効
事
由
と
み
る

(
U
C
2
8
2
-
E
吋叶
o
z
=吊
:
o
-
ω
N
E
Z
ロ寸
N
∞
工
品
∞

5
5
-
〉
与
ミ
2

同
m

F

E

Z
品目白
-
c
c
g
片一

円
ωω

コ斗
hp
σ
E
目
以
叩

H
I
N
一?"吋
O
ヨ『戸時問、
ny
円
ωω
】]門
H
N
G
m
ロ
品
百
品
品
戸

N
一回ロの
e同
H
ムロ
hH
N
O
官印
N
∞-の
C
M一一ocω
コ-一叶ロロ丹市
zo-m
副司
2
双山円コ百
Z
O
D

円
山
口
同
斗
ω
2
H
寸寸司
H
昂ム
A
W

門

H
g
t
y

E

E
ミ
E
E
E
E
g
m
呉
国
号
己
戸
門
戸
ω
ロ
H
N
N
N
司
ωω
品
印
-
田
E
己Ht『1
E
E
三
5

2
伶

2

↓5
2
2
0
門
N
∞
ロ
品
目
ω
司
ω
印マ
N
但
し
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
依
務
が
不
可
分

な
ら
別
だ
と
い
う
)
。
し
か
し
、
一
体
型
絶
対
効
を
生
ず
る
と
い
う
説
も
あ
る

e
g
o
-
0
5
2
N
出
口
合
ご
二
三
百
ω
印0
2
5
M
l
印)。

本
文
で
紹
介
す
る
議
論
は
、
多
数
説
に
し
た
が
っ
て
時
効
停
止
を
相
対
効
事
由
と
み
る
見
解
を
前
提
と
し
て
い
る
。
な
お
、
論
者
の
う
ち
ド

ウ
モ
ロ
ン
プ
は
、
時
効
の
効
力
に
つ
き
一
体
型
絶
対
効
説
を
主
張
し
て
は
い
る
も
の
の
、
本
意
と
し
て
は
、
時
効
停
止
に

一
体
型
絶
対
効
を
認

北法48(6・35)1341



説

め
ん
と
す
る
。
時
効
停
止
の
効
力
が
全
員
に
及
ぶ
た
め
に
そ
も
そ
も
全
員
に
つ
い
て
時
効
が
完
成
し
な
い
と
解
す
べ
き
だ
け
れ
ど
も
、
も
し
時

効
が
完
成
す
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
完
成
し
た
時
効
に
一
体
型
絶
対
効
が
あ
る
と
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る

(
U
2
0
一g
z
-
c

m

Z

E
ム

司

ω
品坦
Lω
印

D
)

。

な
お
、
裁
判
例
の
態
度
は
明
確
で
な
い
。
時
効
停
止
に
一
体
型
絶
対
効
を
認
め
る
か
の
如
き
下
級
審
裁
判
例
が
あ
る
一
方
で

(
O
E
m
s
-
ロ
ヨ
E

H
∞合
-
U
司
H∞由
Y
N
-
g
"
的同∞
2

M

g

連
帯
債
務
者
の
一
人
に
つ
い
て
破
産
手
続
が
継
続
し
て
い
る
問
、
相
債
務
者
は
三
O
年
の
時
効
を
主
張
で
き
な
い
と
す
る
。
し

か
し
、
こ
の
判
決
は
破
産
手
続
の
継
続
が
時
効
の
中
断
事
由
で
あ
る
の
か
停
止
事
由
で
あ
る
の
か
を
法
性
決
定
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
た
め
に
時
効
停
止
に

一
体
型
絶
対
効
を

認
め
た
も
の
と
は
確
言
で
き
な
い
。
ま
た
、
判
例
・
学
説
は
、
破
産
手
続
の
継
続
が
時
効
停
止
事
由
だ
と
し
た
う
え
で
、
こ
の
判
決
に
反
対
し
て
い
る
)、
傍
論
で
は
あ
る

が
破
段
院
判
決
は
相
対
効
と
し
て
い
る
(
台
〈
日
ヂ
ロ
を
区
ω
戸印
H
∞
ω
N
e
-
-
3
7
き
な
コ
己
目
〈
ヲ
2
3
Z
O
B
D
2
ω

百
N
5
2
Z
ω

破
産
宣
告
は
時
効

停
止
事
由
で
な
い
か
ら
時
効
が
完
成
し
た
と
い
っ
た
上
で
、
た
と
え
時
効
停
止
を
認
め
る
に
し
て
も
そ
の
効
果
を
相
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
主
一
張
で
き
な
い
か
ら
、
何
れ

に
し
て
も
時
効
抗
弁
が
成
立
す
る
と
し
た
(
関
連
判
決
、

p
z
z
D
-
H
A
円雪

H∞
ωω-meH
∞
ωω-H-
∞
ム
品
川
]
号
間
宮
門
N
D
〈
尽
な
Z
含
S
E
E
m
「2
2
∞
N
也百
ω
2
2
Z
A
(
債

務
者
の
破
産
は
時
効
中
断
事
由
で
な
い
)
-
C
S
N
Z
〈戸∞
S
-
O
T
E
m
-
-
m
-
H
坦
∞
(
破
産
手
続
の
開
始
は
時
効
を
停
止
し
な
い
)
)
。
な
お
、
学
説
も
破
産
宣
告
は
時
効
停
止

事
由
で
は
な
い
と
す
る

(
P
8一Oロ明
U
m
Z
胃
2

2
百円
5
ロ円
N
D

コN
2
ご
国
司
N
品
N
E
N
S
I
B
-〉
CF
ミ
Z
E
E
-
門
N
司
ω
2
1
N
Z×
Z
2
D
O
Z
N
∞
え
司
ω
2
2
0
Z
2
-

の
E
一-oE弓
己
叶
2
2
広乱
m
一白百コ
wmWE--
百円回
O
P
門戸口

HmH
百回目同唱団
ωロ且『『
・「ω
n
E
d
H
E
2
J
m
z
↓
5
2
2
J
円N
∞ロ
ι
白]戸司
ω
問。司「『
Oロの
mwo
ロ
2
月。コ
ω三
戸
↓
2
2
広且ぬ且旬
、。芹円
OE
Eめ
M
i

n-
丘
三
コ
ム
品
由
官
三
N)
。
そ
し
て
、
破
産
債
権
を
届
出
て
破
産
債
権
と
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
時
効
が
停
止
す
る
と
い
う
も
の
と

(Eu--
『
巳
同
E

G

百
ω
芯
広
沢
Z
E
E
z

g
-
C
Z
Z
E
E
-
↓
E
g
号

-m
胃
2
2弓
E
O
ロ
己
ロ
H品目司
5
白
)、
破
産
債
権
の
認
可
を
時
効
中
断
事
由
だ
と
い
う
も
の
が
あ
る

3

3
立
Oロ
問
。
唱
の
E
ロ
己
申
司
叫
印
同
日
凶
唱

-uhw
「且
伶ωω
zp
。。ロコ
ω

品。己吋
OE
n
o
E
ヨ
E
・2ω
-
門戸コ
N
品。司
ωCHINe
回

ωZ
己「山
、
「hwnω
ロ門戸コ
mコ句。円
45ω-m
『一円
N
∞ロ
ωJ可叶'∞司
N
也印
l
m
))
。

(
日
)
も
っ
と
も
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
条
件
・
期
限
は
本
来
的
な
意
味
で
の
時
効
停
止
事
由
で
は
な
い
と
す
る
学
説
が
あ
る
(
「
E
5
2
ω
N

ロ
寸
品
『
日
司
由
H-
窓
口
己
ミ
o
E
2
2
門5
3
0
2
田
町
ι
士山
ω
ロド
N
N
U
百
ωω
印ロ
Oけの品
-
E
E
ミ
o
E
E
ロ5
3
m
m
円、吋戸田】ぬこ
ω
∞ロ
ω
E
E
C
N
)
。
し
か
し
、
連
帯
債
務
や

保
証
の
議
論
で
は
、
条
件
・
期
限
を
他
の
時
効
停
止
事
由
と
区
別
す
べ
し
と
主
張
す
る
も
の
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
条
件

・
期

限
付
債
務
を
時
効
停
止
事
由
あ
る
場
合
に
含
め
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

(H
)
最
後
の
判
決
は
や
や
特
殊
な
事
案
で
あ
る
。

別
訴
で
債
務
者
の
一
方
が
訴
求
を
受
け
て
時
効
抗
弁
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
時
効
未
完
成
だ
と
し

て
抗
弁
が
退
け
ら
れ
、
そ
の
判
決
が
既
判
事
項
の
権
威

(E
g
g
-
Z
宏
一2
F
3
2
a含
)
を
取
得
し
た
。
本
判
決
は
他
方
債
務
者
の
時
効
抗
弁
を
容

れ
る
さ
い
に
、
相
債
務
者
に
よ
る
時
効
利
益
放
棄
の
効
果
は
及
ば
な
い
し
、
当
事
者
を
異
に
す
る
か
ら
別
訴
判
決
の
効
果
も
及
ば
な
い
と
い
う
。

富市
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し
か
し
、
こ
の
判
決
に
対
し
て
は
、

判
決
効
の
観
点
か
ら
批
判
が
あ
る

(
E
Z
E
Z
Z
-
Z
E
E
C∞ロ
N
J
怠
由
l

斗
D)
。

(
日
)
本
文
で
紹
介
す
る
諸
理
由
の
ほ
か
に
、
根
拠
条
文
と
し
て
二
二
二
五
条
を
挙
げ
る
も
の
が
あ
る
(
ロ
号
E
g
p
円
N
H
D
H
印日百

N品
N
-
5
5包
P

己
N

三
缶
百
M
H

目
白
条
文
の
文
言
に
つ
い
て
は
註
(
5
)
参
照
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
こ
で
二
二
二
五
条
は
無
関
係
だ
と
い
う
も
の
も
あ
る

(
Z
2
ュo
p
z

コ
H寸
叩
∞
司
寸

hr国
ωロ己
3
ァ
「

RmwEH524mm円寸戸
ωω
百戸円

N∞ロ

Hcmf
斗司由
NBω)
。

同
様
の
議
論
は
保
証
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
、
主
債
務
者
に
よ
る
時
効
利
益
の
放
棄
に
も
拘
わ
ら
ず
保
証
人
が
時
効
を
主
張
で
き
る
根
拠
と
し

て
二
二
二
五
条
を
挙
げ
る
学
説

3
2
Z
o
a
-
P
Z
官
官

3
芸

E
己

己

S
主
主
・

5

5包
戸
己
N

Z
∞印司

N
5
ふ
-
E
C
H
N
ロ
立
ム
司

N斗
斗
)
と
一
一
一
一
一
一
五

条
を
根
拠
条
文
に
し
な
い
学
説
と
が
あ
る
(
冨
o
E
o
p
E
乙
叶
由
∞
司
三
H・
5

2怠
?
乙

N
D
印
N
Z
?
丹
田
宮
島
ミ

e
Z
E
E
-
2
5
2
3
Z
Z円占門
N∞
Z
D
m
f
叶

司由
NBω
)
。

こ
の
点
に
お
け
る
見
解
の
対
立
は
、
二
二
二
五
条
に
関
す
る
理
解
の
相
異
(
二
一
二
一
五
条
の
対
象
を
限
定
し
て
、
時
効
完
成
者
の
一
般
債
権
者
の
よ
う
に
、

他
人
に
つ
い
て
の
時
効
を
債
権
者
代
位
械
に
よ
っ
て
主
張
す
る
者
に
限
る
か
否
か
)
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
紹
介
を
省
く
。
根
拠
条
文
の
問
題
は
各

論
者
が
と
る
法
律
構
成
を
探
る
の
に
有
用
だ
と
も
思
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
考
え
は
明
確
で
な
い
(
マ
ル
カ
デ
に
つ
い
て
は
、

二
二
二
五
条
を
根
拠
と
す

る
説
明
と
そ
れ
を
否
定
す
る
説
明
の
双
方
が
あ
る
)
。

(日
)
裁
判
例
で
特
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
保
証
が
手
形
保
証
(
望
ω
一)
で
は
な
く
民
事
保
証
だ
と
し
て
も
、
手
形
時
効
を
主
張
で
き
る
か
で
あ
る
。

判
例
は
時
効
の
主
張
を
認
め
る
。
二

O
三
六
条
に
よ
り
、
主
債
務
者
の
抗
弁
を
保
証
人
は
援
用
で
き
る
か
ら
だ
と
い
う
(
本
文
掲
記
の
判
決
の
う
ち
、

次
の
も
の
が
こ
の
問
題
に
関
す
る
o
E
戸
N印ヨ
ω
Z
H
∞印∞
"
p
g
E〈
二
回
∞
ヨ
号
ω
H
∞坦印
h
p
z
zヂ

N
E
D門
戸
由
主
)
。

(
口
)
事
案
に
特
色
が
あ
る
。

貸
金
債
権
が
保
証
さ
れ
た
。
債
権
者
は
主
債
務
者
の
財
産
に
対
し
抵
当
権
を
有
し
て
お
り
、
主
債
務
者
と
の
合
意
で
、
弁
済
に
さ
い
し
て
は

抵
当
物
件
の
代
金
か
ら
充
て
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
不
足
額
が
あ
っ
て
も
主
債
務
者
の
死
亡
ま
で
は
訴
求
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
た
。

そ
の
一
方
で
、
債
権
者
は
保
証
人
と
も
合
意
し
て
、
保
証
人
の
生
存
中
は
訴
求
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
主
債
務
者
が
死
亡
し
て

か
ら
二
二
年
以
上
経
っ
た
後
に
保
証
人
が
死
亡
し
た
。
そ
の
た
め
に
時
効
の
成
否
が
問
題
と
な
っ
た
(
具
体
的
に
は
、
利
息
に
関
す
る
五
年
の
時
効
。
二

二
七
七
条
)
。
原
判
決
は
、
利
息
の
請
求
を
訴
求
前
五
年
分
に
限
り
認
め
、
政
致
院
も
そ
の
判
断
を
容
れ
た
。

こ
の
判
決
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
主
債
務
に
つ
い
て
履
行
期
が
到
来
す
れ
ば
時
効
が
進
行
し
、
そ
の
時
効
が
完
成
す
れ
ば
保
証
人

も
主
張
で
き
る
。
こ
れ
は
、
保
証
債
務
が
履
行
期
に
な
く
と
も
同
じ
で
あ
る
。

北法48(6・37)1343



説雪ム
防御

(
児
)
主
債
務
者
に
時
効
停
止
事
由
が
あ
る
場
合
に
関
し
て
は
、
本
文
と
は
別
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
時
効
停
止
中
に
主
債
務
者

が
無
資
力
に
な
っ
た
場
合
の
問
題
で
あ
る
(
保
証
債
務
に
つ
き
時
効
が
未
完
成
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
)
。
こ
の
場
合
に
保
証
人
は
債
権
者
に
対
し
て

担
保
保
存
義
務
違
反
抗
弁
(
二
O
三
七
条
)
を
主
張
で
き
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
(
の
o
E
2
巳

0
2
5
3
-
E
D
N叶
D
F
E
〈

百

ωD
N
1
8
0
も
っ
と
も
、
そ

の
理
由
は
主
債
務
者
が
無
資
力
と
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
議
論
で
想
定
し
て
い
る
の
は
、
連
帯
債
務
者
の
全
員
を
保
証
し
た

と
こ
ろ
、
連
帯
債
務
に
つ
き
時
効
が
完
成
し
た
が
、
債
務
者
の
一
人
に
つ
き
時
効
が
停
止
し
て
い
た
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
コ
ル
メ
・
ド
ゥ

・

サ
ン
テ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
連
帯
債
務
は
時
効
停
止
事
由
あ
る
者
に
つ
き
そ
の
負
担
部
分
の
限
度
で
存
続
す
る
に
と
ど
ま
る

(前
述
第

一
款
第
一
目
b
参
閉
じ
。
そ
し
て
保
証
債
務
も
、
時
効
停
止
事
由
あ
る
債
務
者
の
負
担
部
分
を
限
度
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
時
効
停
止

事
由
あ
る
債
務
者
が
無
資
力
で
あ
れ
ば
、
そ
の
者
に
対
す
る
求
償
権
に
実
効
性
が
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
債
権
者
が
時
効
中
断
を
怠
っ
た
た
め

に
停
止
事
由
な
き
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
を
保
証
人
か
ら
奪
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
担
保
保
存
義
務
違
反
が
あ

る
と
い
、
つ
の
で
ふ
め
る
。

(
日
)
裁
判
例
で
は
、
定
期
金
の
主
債
務
者
が
定
期
金
を
払
っ
て
い
た
た
め
に
時
効
中
断
を
認
め
た
も
の
が
あ
る
お
円
Sou-0
・
Z
5
3
H
∞
H∞
-同号ロ丹市

且ロ同
Rum-
円。可

H∞
HmeH
∞
H∞
-N-ω
出品)。

(
却
)
債
務
の
単
一
性
で
は
な
い
が
、
本
文
と
類
似
す
る
説
明
が
あ
る
。

主
債
務
者
は
債
務
承
認
に
よ
っ
て
当
座
の
請
求
を
免
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
保
証
人
も
利
益
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
債
権
者

は
時
効
中
断
効
を
保
証
人
に
対
し
て
主
張
で
き
る

(E
E
E
o
p
E
H
ロ
N∞
N

Z
ご
)。

こ
の
説
明
か
ら
す
れ
ば
、
保
証
人
に
対
す
る
中
断
も
主
債
務
者
に
効
力
が
及
び
そ
う
だ
が
、
論
者
は
そ
れ
を
否
定
す
る
(
ロ
N

∞ω

工
コ
N
)

。

(
幻
)
連
帯
保
証
人
に
対
す
る
請
求
認
容
判
決
が
あ
れ
ば
(
一
-
2
5
5
号
一ω
n
F
2
2
ロ
間
宮
あ
り
)
、
そ
の
後
に
主
債
務
者
が
時
効
を
主
張
し
て
請
求
棄
却
判

決
を
得
て
い
て
も
、
保
証
人
は
執
行
を
免
れ
な
い
と
す
る
。
日
本
の
判
例
理
論
か
ら
す
れ
ば
保
証
債
務
履
行
請
求
訴
訟
の
口
頭
弁
論
終
結
時
に

お
け
る
時
効
完
成
の
有
無
が
問
題
に
な
る
と
こ
ろ
(
最
判
昭
和
五

一
年
一
O
月一

一一

日
民
集
三
O
巻
九
号
九

O
三
頁
)
、
控
訴
院
の
事
実
認
定
を
み
る
と
、

保
証
人
は
時
効
を
主
張
で
き
た
の
に
主
張
し
な
か

っ
た
事
案
で
あ
る
。

北法48(6・38)1344



第
九
項

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
連
帯
債
務
論

第

款

ま
と
め

第
一
日

個
別
の
局
面
に
お
け
る
考
え
方

こ
こ
で
は
、
債
務
消
滅
事
由
の
効
果
と
そ
の
理
由
を
、
連
帯
債
務
を
中
心
に
ま
と
め
る
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

1 

弁
済

弁
済
に
は
一
体
型
絶
対
効
が
あ
り
、

そ
れ
は
債
務
単
一
性
(
給
付
の

一此
括
経
)
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
弁
済
物
が
追
奪
さ
れ
れ
ば
、

元
の
債
務
は
担
保
権
と
と
も
に
復
活
す
る
と
さ
れ
て
い
る
(
弁
済
に
関
す
る
こ
の
点
の
議
論
は
、
第
四
項
第
二
款
3
b
で
み
た
)
O

2 

供
託

供
託
も
、
受
諾
か
判
決
が
あ
れ
ば
弁
済
と
同
じ
だ
と
し
て
一
体
型
絶
対
効
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
受
諾

・
判
決
後
の
取
戻
は
当
事

者
間
で
そ
の
効
力
を
生
ず
る
に
と
ど
ま
り
、
担
保
権
に
つ
い
て
は
新
た
な
設
定
を
要
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
受
諾
・
判
決
前
の
法
律
関
係
に

つ
い
て
は
殆
ど
言
及
が
な
い
が
、
連
帯
債
務
者
や
保
証
人
の
供
託
に
つ
い
て
、
相
債
務
者
や
主
債
務
者
の
抗
弁
を
否
定
す
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
受
諾
・
判
決
前
の
取
戻
は
供
託
の
効
力
を
生
ぜ
ず
、
抵
当
権
に
つ
き
抹
消
登
記
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
信
じ
た
第
三
者
が
保
護
さ
れ
る
に

す
ぎ
な
い
。

北法48(6・39)1345



説

更
改

3 

E命

更
改
に
つ
い
て
は
一
体
型
絶
対
効
と
す
る
規
定
が
あ
り
、
そ
れ
は
効
力
が
弁
済
と
同
じ
だ
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
保
証

債
務
だ
け
を
更
改
す
る
こ
と
を
認
め
る
学
説
が
多
い
(
判
例
も
問
旨
)
。
ま
た
、
更
改
後
の
新
債
務
が
不
履
行
で
あ

っ
て
も
、
更
改
契
約
解
除
の

効
果
は
そ
の
当
事
者
聞
に
と
ど
ま
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
連
帯
債
務
と
保
証
に
関
す
る
説
明
を
対
比
す
る
と
、
連
帯
債
務
に
つ
き
更
改
の
性
質
に
理
由
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
効
力
が
弁
済
と
同
じ
だ
と
す
る
説
明
は
ポ
チ
エ
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
が
、
保
証
と
の
対
比
で
い
う
と
、
こ

の
理
由

づ
け
が
持
つ
価
値
は
変
容
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
(
保
証
債
務
の
更
改
に
つ
き
、
ポ
チ
エ
は
言
及
し
な
い
)
。
も
っ
と
も
、
条
文
が
あ
る
た
め
か
、
こ

の
点
を
明
確
に
認
識
し
て
、

別
の
説
明
を
示
す
学
説
は
み
あ
た
ら
な
い
し
、
条
文
の
立
法
論
的
当
否
に
触
れ
た
も
の
も
な
い
。
た
だ
次
の
よ

う
に
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
弁
済
物
が
追
奪
さ
れ
た
場
合
に
は
給
付
者
以
外
の
債
務
者
に
対
す
る
請
求
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

更
改
後
の
新
債
務
に
つ
き
不
履
行
が
あ

っ
た
り
、
代
物
弁
済
物
が
追
奪
さ
れ
て
も
、
更
改
契
約
や
代
物
弁
済
契
約
に
お
け
る
第
三
者

(相
依

務
者
)
に
対
す
る
請
求
は
否
定
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
は
、
債
権
者
の
失
権

(相
債
務
省
の
保
護
)
の
理
由
を
満
足
効
の
有
無
で
は
な
く
、

債
権
者
の
意
思
が
関
与
す
る
任
意
の
行
為
で
あ
る
こ
と
に
求
め
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
更
改
の
効
力
が
弁
済
と
同
じ
だ
と
い
う

説
明
も
、
「
弁
済
と
同
じ
効
果
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
債
権
者
の
意
思
だ
」
と
い
う
意
味
に
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
保

証
債
務
だ
け
の
更
改
を
認
め
る
さ
い
に
更
改
の
目
的
に
着
目
す
る
見
解
と
も
平
灰
が
合
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
相
互
代
理
の
説
明
が
み
ら

れ
る
こ
と
も
肯
け
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
残
る
問
題
は
、
保
証
で
は
保
証
人
だ
け
を
解
放
す
る
意
思
で
あ
る
こ
と
が
通
常
だ
と
す
る
見
解
が
あ
る
一
方
で
、

連
帯
債
務
の
場
合
に
は
「
弁
済
と
同
じ
効
果
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
債
権
者
の
意
思
だ
」
と
い
う
形
で
、
更
改
の
趣
旨
を
違
え
て
い
る
理
由

を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る

(
第
二
款
墾
百
2
で
考
え
る
)
。

北法48(6・40)1346



4 

代
物
弁
済

代
物
弁
済
に
一
体
型
絶
対
効
が
あ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
代
物
弁
済
を
弁
済
と
同
じ
に
み
る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
更
改
だ
と
す
る
説
明

そ
こ
で
は
三
説
が
対
立
し
て
い
た
。
第
一
説
は
代
物
弁
済
を
更

改
と
み
て
、
担
保
権
が
復
活
せ
ず
、
代
物
弁
済
の
当
事
者
間
で
追
奪
の
効
果
が
生
ず
る
に
す
ぎ
な
い
と
説
明
す
る
。
第
二
説
は
、
保
証
に
関

も
あ
っ
た
。
こ
の
説
明
は
債
権
者
が
追
奪
さ
れ
た
場
合
に
関
す
る
も
の
で
、

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

す
る
こ

O
三
八
条
が
保
証
人
保
護
の
規
定
だ
と
み
る
(
解
放
請
求
権
H
事
前
求
償
権
に
着
目
す
る
)
。
第
三
説
は
、
保
証
人
の
約
務
に
着
目
し
、
本
旨

弁
済
に
つ
い
て
は
保
証
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
が
、
代
物
弁
済
に
つ
い
て
は
対
象
外
だ
と
す
る
。
第
二
説
と
第
三
説
は
、
債
権
者
・
主
債
務

者
・
保
証
人
と
い
う
三
者
の
利
益
調
整
を
図
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
債
権
者
の
落
ち
度
に
つ
き
責
を
課
す
と
の
考
え
が
あ
る
。
そ
し

て
、
第
二
説
は
保
証
人
の
解
放
請
求
権
に
着
目
す
る
た
め
に
他
の
担
保
へ
の
類
推
を
否
定
す
る
が
、
第
三
説
は
類
推
を
肯
定
す
る
。
こ
れ
ら

の
う
ち
、
学
説
の
大
勢
は
、
更
改
と
の
類
似
性
に
理
由
を
求
め
る
説
で
あ
る
。

5 

債
務
免
除

債
務
免
除
の
効
果
は
免
除
の
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
原
則
は

一
体
型
絶
対
効
だ
と
す
る
規
定
が
あ
る
。

合
は
、
免
除
内
容
が
全
員
を
解
放
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
が
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

一
体
型
絶
対
効
を
生
ず
る
場

他
方
で
、

負
担
部
分
型
絶
対
効
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
二
通
り
の
考
え
方
が
あ
っ
た
。
第
一
の
考
え
方
は
、
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
求
償

権
侵
害
に
対
す
る
制
裁
と
捉
え
る
も
の
で
、
具
ト
体
的
に
は
真
の
負
担
部
分
に
つ
き
相
債
務
者
も
解
放
さ
れ
る
と
説
明
す
る

(
但
し
、
債
権
者
保
護

の
観
点
か
ら
例
外
を
認
め
る
)
。
第
二
の
考
え
方
は
、
免
除
内
容
が
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
と
説
明
す
る
。
こ
れ
は
、
妥

当
な
結
論
を
導
く
た
め
に
免
除
合
意
(
特
に
、
債
権
者
の
放
棄
意
思
)
を
解
釈
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
絶
対
効
を
生
ず
る
の
が
頭
割
分
で
あ
る
場
合

を
広
く
認
め
、
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
の
負
担
部
分
と
債
務
者
相
互
間
で
の
負
担
部
分
と
を
区
別
す
る
(
第

一
の
考
え
方
で
も
、
負
担
部
分
概
念

北法48(6・41)1347 



説

の
区
別
は
可
能
)
。
か
よ
う
な
解
釈
が
示
さ
れ
た
の
は
、
被
免
除
者
が
無
資
力
の
場
合
を
考
え
た
か
ら
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

自命

ま
た
、
相
債
務
者
に
対
す
る
完
済
請
求
権
の
留
保
に
関
し
て
も
議
論
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
負
担
部
分
の
範
囲
を
限
定
す
る
こ

む
し
ろ
主
債
務
者
に
対
す
る
免
除
の
場
合
に
か
よ
う
な
免
除
の
必
要
性
が
大
き
い
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
保
証

と
で
足
り
る
と
さ
れ
て
お
り
、

の
附
従
性
が
働
く
こ
と
に
よ
る
。

相
殺

相
殺
に
つ
い
て
は
、
相
債
務
者
の
相
殺
抗
弁
を
認
め
な
い
規
定
が
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
学
説
は
、
不
快
な
訴
訟
の
阻
止
・
主
債
務
者

の
地
位
(
他
の
者
の
反
対
債
権
に
つ
い
て
相
殺
を
主
張
で
き
な
い
)
・
出
摘
危
険
の
均
等
化
を
示
す
。

多
く
の
学
説
は
こ
れ
を
重
視
し
て
負
担
部
分
の
限
度
で
も
抗
弁
を
認
め
な
い
。
し
か
し
、
連
帯
保
証
人
の
議
論
と
比
べ
る
と
、
こ
れ
は
条

文
に
拘
束
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
利
益
分
析
の
観
点
か
ら
そ
の
結
論
が
妥
当
だ
と
解
さ
れ
て
い
る
か
は
疑
わ
し
い
。
も
っ
と
も
、
そ
の
利

益
分
析
の
当
否
は
別
問
題
で
あ
っ
て
、
抗
弁
肯
定
説
に
対
す
る
批
判
(
抗
弁
を
認
め
て
も
訴
訟
経
済
上
の
実
益
は
大
き
く
な
い

・差
押
が
で
き
る
こ
と
と
相
殺
を

6 主
張
す
る
こ
と
と
は
意
味
が
違
う
)
は
も
っ
と
も
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
条
文
な
く
ば
負
担
部
分
型
絶
対
効
説
で
は
な
く
一
体
型
絶
対
効
説

を
主
張
し
た
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
(
第
六
項
註

(
l
)

参
照
)
。
こ
れ
に
対
し
、
負
担
部
分
の
限
度
で
抗
弁
を
認
め
る
説
は
利
益
分
析
の
観
点

に
立
ち
、
具
体
的
に
は
、
債
権
者
や
反
対
債
権
を
も
っ
債
務
者
の
無
資
力
危
険
回
避
と
訴
訟
経
済
に
理
由
を
求
め
る
。

7 

混
同

混
同
に
つ
い
て
は
負
担
部
分
型
絶
対
効
の
規
定
が
あ
る
。
学
説
は
そ
の
理
由
を
、
履
行
が
不
可
能
に
な
っ
た
限
度
で
混
同
の
効
果
を
生
ず

お
よ
び
、
も
し
相
対
効
と
し
て
も
担
保
の
抗
弁
に
よ
り
負
担
部
分
の
限
度
で
請
求
が
退
け
ら
れ
る
こ
と
、
こ
の
二
点

る
に
と
ど
ま
る
こ
と
、

北法48(6・42)1348



に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
表
見
的
に
混
同
が
成
立
し
た
後
に
不
成
立
が
わ
か

っ
た
場
合
と
、
混
同
成
立
後
に
混
同
の
状
態
が
解
消
さ
れ
た
場

合
に
関
し
て
議
論
が
あ
る
。
混
同
の
成
立
原
因
自
体
が
解
消
し
た
場
合
に
は
、
混
同
の
効
果
は
解
消
し
担
保
も
復
活
す
る
が
、
混
同
成
立
後

の
原
因
に
よ
る
場
合
は
、
担
保
権
は
復
活
し
な
い
と
す
る
。

8 

時
効

時
効
の
議
論
は
場
面
に
よ
り
情
況
が
異
な
る
が
、
特
別
時
効
(
手
形
時
効
・
社
員
の
義
務
に
関
す
る
時
効
)
に
つ
い
て
効
力
論
の
決
め
手
に
な
っ
た

の
は
、
時
効
の
制
度
趣
旨
を
ど
う
解
す
る
か
で
あ
っ
た
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

し
か
し
時
効
停
止
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
事
情
が
異
な
る
。

一
体
型
絶
対
効
説
は
時
効
の
効
果
を
弁
済
に
擬
え
た
が
(
こ
れ
に
対し、

負
担
部
分
型
絶
対
効
説
は
権
利
の
放
棄
あ
る
い
は
求
償
権
侵
害
と
い
う
観
点
に
着
目
し
て
免
除
に
擬
え
る
)
、
他
方
で
保
証
に
お
い
て
は
、
主
債
務
者
に
つ
き
時
効

が
停
止
し
て
お
れ
ば
、
保
証
人
だ
け
が
解
放
さ
れ
る
の
を
認
め
る
よ
う
で
あ

っ
て
、
時
効
完
成
が
当
然
に
弁
済
と
同
じ
効
力
を
も
つ
わ
け
で

は
な
い
。

第
二
目

連
帯
債
務
と
保
証
の
差
異

本
稿
で
は
、
連
帯
債
務
に
関
す
る
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
保
証
と
対
比
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
保
証
の
性
質
を
ま
と
め
た

、っ与んで、

そ
れ
と
の
対
比
か
ら
連
帯
債
務
の
性
質
を
考
え
て
み
よ
う
。
連
帯
債
務
と
の
違
い
と
し
て
は
、
附
従
性
・

債
務
単
一
性
・
代
理
・

主
債
務
性
の
有
無
が
あ
る
。
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説

① 

附
従
性

差
異
の
中
心
は
消
滅
の
局
面
に
お
け
る
附
従
性
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
、
主
債
務
の
消
滅
に
伴
い
保
証
債
務
が
消
滅
す

論

る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
保
証
債
務
の
消
滅
は
主
債
務
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
意
味
も
あ
る
(
附
従
性
の
欠
如
)。

こ
の
ほ
か
に
、
時

効
中
断
に
関
し
て
存
続
の
局
面
に
お
け
る
附
従
性
を
問
題
に
す
る
議
論
も
あ
る

(第
八
項
第
二
款
第
五
目
l
)
。

消
滅
の
局
面
に
お
け
る
附
従
性
の
意
義
は
、
保
証
人
が
求
償
を
も
た
な
い
場
合
に
顕
著
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
連
帯
債
務
に
お
い
て
は
、

被
免
除
者
に
対
す
る
求
償
権
喪
失
が
理
由
と
な

っ
て
相
債
務
者
に
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
生
ず
る
の
に
対
し
て
、
保
証
に
お
い
て
は
、
主
債

務
者
に
対
す
る
求
償
権
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
(
贈
与
の
趣
旨
で
の
保
証
で
あ
っ
て
も
)、
附
従
性
に
よ
り
免
除
の
効
力
が
保
証
人
に
及
ぶ

(第五項第一一一

款
第

一
目
)。

ま
た
相
対
的
免
除
を
認
め
る
意
義
は
、
特
に
主
債
務
者
に
対
す
る
免
除
に
あ
る
と
す
る
主
張
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
附
従
性
を

回
避
す
る
に
は
相
対
的
免
除
の
構
成
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
っ
て
、
連
帯
債
務
に
お
い
て
は
免
除
の
効
力
が
及
ぶ
負
担
部
分
の
範

闘
を
限
定
す
る
こ
と
で
足
る
と
い
う
の
で
あ
る
(
第
五
項
第
一
款
第
三
目

4
1
。

そ
の
一
方
で
、
混
同
に
お
い
て
は
、
附
従
性
よ
り
も
求
償
権
の
有
無
を
問
題
に
す
る
学
説
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
債
務
者
に
関
す
る
混

同
に
よ

っ
て
、
保
証
人
が
解
放
さ
れ
る
の
は
担
保
抗
弁
に
よ
る
の
で
あ

っ
て
、
保
証
人
が
求
償
権
を
も
た
な
い
場
合
に
は
解
放
さ
れ
な
い
と

し
て
、
連
帯
債
務
に
お
け
る
の
と
同
じ
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
主
債
務
者
に
関
す
る
混
同
の
効
力
が
及
ぶ
理
由
を
附
従
性

に
求
め
る
な
ら
ば
、
求
償
権
の
有
無
を
問
わ
ず
保
証
人
は
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
連
帯
債
務
と
は
考
え
方
を
異
に
す
る
こ
と
に
な
る
(
第

七
項
I
)
。

さ
ら
に
、
附
従
性
の
反
面
と
し
て
、
保
証
人
に
つ
き
生
じ
た
事
由
は
主
債
務
者
に
効
力
を
及
ぼ
さ
な
い
。
こ
れ
は
、
従
た
る
債
務
が
な
く

と
も
主
債
務
は
存
続
で
き
る
こ
と
に
よ
る
(更
改
に
つ
き
第
三
項
3
a
①
、
免
除
に
つ
き
第
五
項
第
四
款
第
一
巨
人
混
同
に
つ
き
第
七
項
1
。
ま
た
、
時
効
中
断
に
つ

き
第
八
項
第
二
款
第
五
日
2
参
照
)。
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こ
れ
に
対
し
、
弁
済
に
お
い
て
も
附
従
性
が
理
由
と
さ
れ
て
い
る
が
、
理
由
と
し
て
の
意
義
は
疑
問
で
あ
り
、
債
権
者
が
現
実
に
満
足
を

受
け
て
い
る
限
り
は
附
従
性
の
特
質
は
顕
在
化
し
な
い
。

保
証
の
附
従
性
と
は
、
満
足
効
な
き
債
務
消
滅
事
由
に
関
し
て
、

そ
れ
が
主
債
務
者
に
生
ず
れ
ば
求
償
権
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
保
証
人
の

解
放
を
も
た
ら
し
、
保
証
人
に
そ
れ
が
生
じ
て
も
主
債
務
者
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
な
性
質
だ
と
い
え
る
。

② 

債
務
単
一
性
の
欠
如

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

一
九
世
紀
に
お
い
て
は
、
連
帯
債
務
に
債
務
単
一
性
が
あ
り
、
保
証
に
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る

(
時
効
中
断
を
め
ぐ
り
保
証
に
つ
き
異
説
が
あ
る
)
。

債
務
消
滅
事
由
の
効
力
が
他
に
及
ぶ
理
由
は
、
保
証
に
お
い
て
は
附
従
性
だ
が
、
連
帯
債
務
に
お
い
て
は
債
務
単
一
性
が
理
由
と
な
る
の
で

あ
る
。

③ 

代
理

連
帯
債
務
に
つ
い
て
は
相
互
代
理
の
性
質
が
認
め
ら
れ
た
が
、
保
証
に
つ
い
て
も
同
様
の
考
え
方
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
保
証
人
に
つ

き
生
じ
た
事
由
に
関
し
て
は
、
代
理
で
は
な
く
事
務
管
理
の
構
成
を
使
っ
て
、
主
債
務
者
の
追
認
を
要
件
と
す
る
も
の
が
あ
っ
た

(前
述
第
二

節
第
四
款
2
C
〕。

し
か
し
、
保
証
に
関
し
て
代
理
や
事
務
管
理
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
場
面
は
、
判
決
や
和
解
・
宣
誓
と
い
っ
た
事
由
の
ほ
か
は
債
務
免
除
・

時
効
中
断
で
あ

っ
て
(
前
述
第
五
項
第
四
款
第
一
目
2
、
第
八
項
第
二
款
第
五
目
)
、
こ
れ
は
連
帯
債
務
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
保
証
に
お
い
て
も
、

代
理
や
事
務
管
理
の
考
え
方
は
、
相
対
効
原
則
と
の
関
係
を
説
明
す
る
た
め
の
法
律
構
成
に
す
ぎ
ず
、
債
務
消
滅
事
由
の
効
力
に
関
す
る
本

質
的
な
も
の
で
は
な
い
。
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説

④ 

主
債
務
性
の
欠
如

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
も
相
互
保
証
の
説
明
を
す
る
も
の
が
あ

っ
た
が
、

そ
れ
に
対
し
て
は
批
判
も
あ
り
、
債
権
者
に
対
す
る
関
係
で
は

E命

全
員
が
主
債
務
者
と
の
関
係
に
立
つ
と
さ
れ
た
(
第
二
節
第
四
款
1
)
。
ま
た
、
相
殺
の
法
律
上
当
然
主
義
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
、
連
帯
債

務
の
主
債
務
性
が
保
証
と
の
差
異
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
(
第
六
項
第
二
款
第
二
目
)
。

そ
の
一
方
で
、
相
殺
に
つ
い
て
は
、
負
担
部
分
の
限
度
で
抗
弁
を
認
め
る
説
の
な
か
に
、
相
互
保
証
の
構
成
を
と
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
は
連
帯
債
務
の
一
般
的
な
性
質
と
い
う
よ
り
も
、
相
殺
の
法
律
上
当
然
主
義
と
の
関
係
を
説
明
す
る
た
め
だ
け
に
示
さ
れ
た
と

い
え
る
(
第
六
項
第
三
款
4
}
。

第
二
款

個
別
事
由
の
効
力
論
に
み
ら
れ
る
法
則
性

右
の
ま
と
め
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
大
筋
に
お
い
て
一
九
世
紀
の
議
論
は
、
各
種
債
務
消
滅
事
由
の
効
力
を
各
事
由
の
性
質
論
か
ら
考
え

て
い
た
と
い
え
る
。
で
は
、
各
事
由
の
性
質
を
知
何
な
る
観
点
か
ら
み
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
各
事
由
の
性
質
と
債
務
の
性
質
の
両
面
か
ら

検
討
し
て
み
よ
う
。

第

目

各
種
債
務
消
滅
事
由
の
性
質
か
ら
み
た
場
合

1 

満
足
効
の
有
無
に
着
目
し
た
分
析

日
本
で
も
各
事
由
の
性
質
論
か
ら
そ
の
効
力
を
考
察
し
て
い
る
が
、

そ
の
さ
い
に
立
脚
し
て
い
る
の
は
、
該
事
由
に
満
足
効
が
あ
る
か
否
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か
と
い
っ
た
観
点
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
債
権
者
が
最
終
的
な
満
足
を
受
け
る
の
で
あ
れ
ば
一
体
型
絶
対
効
が
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
分
析

道
具
の
一
つ
に
挙
げ
る
の
は
当
然
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
満
足
効
と

い
う
概
念
で
は
分
析
の
道
具
と
し
て
大
き
す
ぎ
て
、
適
切
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
を
説
明
す
る
。

満
足
効
を
分
析
概
念
と
し
て
一
九
世
紀
の
議
論
を
み
る
と
、
弁
済
・
供
託
・
代
物
弁
済
に
一
体
型
絶
対
効
が
あ
る
の
は
、
満
足
効
に
着
目

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
供
託
や
代
物
弁
済
に
つ
い
て
は
、
弁
済
と
の
類
似
性
に
理
由
を
求
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
更
改
や
時
効
・

一
体
型
絶
対
効
あ
る
免
除
に
つ
い
て
も
、
効
果
の
点
で
弁
済
と
同
じ
だ
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
体
型
絶
対
効
が

認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
満
足
効
を
分
析
概
念
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
更
改
に

つ
い
て
は
、
新
債
務
が
履
行
さ
れ
れ
ば
満
足
効
が
あ
る
か
ら
、
一
九
世
紀
の
議
論
は
こ
の
点
に
着
目
し
た
も
の
だ
と
も
い
え
る
。
時
効
に
つ

い
て
は
、
時
効
の
根
拠
論
と
し
て
、
弁
済
証
書
の
紛
失
に
よ
る
二
重
払
危
険
の
防
止
と
い
う
意
味
で
の
法
的
安
定
性
を
重
視
す
れ
ば
、
債
権

者
は
満
足
を
受
け
て
い
る
の
だ
と
も
い
え
る
。
免
除
に
つ
い
て
は
、
満
足
効
が
な
い
も
の
の
、
債
権
者
に
そ
の
意
思
が
あ
る
か
ら
だ
と
説
明

す
れ
ば

一
応
納
得
で
き
る。

か
よ
う
に
考
え
れ
ば
満
足
効
を
分
析
概
念
と
し
て
維
持
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
満
足
効
と
い
う
概
念
を
拡
張
す
る
も
の
で

あ
る
が
故
に
、
概
念
と
し
て
の
意
味
を
希
薄
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
概
念
の
拡
張
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
は
、

更
改
後
の
新
債
務
が
履
行
さ
れ
れ
ば
満
足
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
か
、
時
効
が
完
成
し
て
お
れ
ば
既
に
弁
済
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
っ
た

不
確
実
な
も
の
に
な
る
。
債
権
担
保
で
重
要
な
の
は
債
権
者
が
現
実
に
満
足
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
の
に
、
概
念
の
拡
張
に
よ
っ
て
こ
の
点

が
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

満
足
効
を
分
析
概
念
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
の
点
で
も
問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

一
九
世
紀
の
議
論
は
債
務
消
滅
事
由
が
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解
消
し
た
場
合
に
つ
き
言
及
し
て
お
り
、
例
え
ば
代
物
弁
済
と
し
て
給
付
さ
れ
た
物
が
後
に
追
奪
さ
れ
れ
ば
、
元
の
連
帯
債
務
に
は
復
し

言ふ
ロ岡

な
い
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
そ
し
て
、
代
物
弁
済
の
よ
う
に
給
付
に
関
わ
る
事
由
に
つ
い
て
、
債
権
者
が
給
付
を
保
持
す
る
の
で
あ
れ
ば

む
し
ろ
、
分
析
の
中
心
に
お
く
べ
き
は
給
付
を
保
持
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
は
あ
る
ま
い

一
体
型
絶
対
効
を
生
ず
る
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、

か
か
よ
う
な
考
え
に
立
て
ば
、
分
析
道
具
と
し
て
満
足
効
に
着
目
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、

世
紀
の
議
論
を
な
が
め
て
気
付
く
の
は
、
債
権
者
の
意
思
と
求
償
権
へ
の
考
慮
と
い
う
こ
つ
の
要
素
で
あ
る
。
次
に
、
二
つ
の
観
点
ご
と
に

検
討
す
る
。

な
お
、
債
権
者
の
意
思
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
す
る
さ
い
に
は
、
相
殺
抗
弁
と
混
同
の
成
立
を
対
象
か
ら
除
外
す
る
。
こ
の
二
つ
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
理
由
が
支
配
す
る
た
め
に
、
他
の
事
由
と
の
共
通
点
が
な
い
こ
と
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
相
殺
に
つ
い
て
は
負
担

部
分
を
限
度
と
す
る
抗
弁
の
可
否
が
議
論
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
の
議
論
を
分
け
た
実
質
的
な
観
点
は
、
反
対
債
権
を
も
っ
債
務
者
の

無
資
力
危
険
に
対
す
る
回
避
手
段
を
相
債
務
者
に
認
め
る
の
が
妥
当
か
、
債
権
者
の
無
資
力
危
険
に
対
す
る
回
避
手
段
を
反
対
債
権
あ
る
者

か
ら
奪
う
の
は
妥
当
か
、
訴
訟
経
済
と
し
て
求
償
金
請
求
を
省
略
で
き
る
こ
と
は
重
視
す
べ
き
か
と
い
う
三
点
に
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
観
点

は
相
殺
抗
弁
に
固
有
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
混
同
の
成
立
に
つ
い
て
も
特
有
の
理
由
(
原
告
白
身
が
追
奪
に
つ
い
て
義
務
を
負
っ
て
い
る
場
合
には
、
抗

弁
に
よ

っ
て
訴
求
は
退
け
ら
れ
る
)
が
支
配
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
検
討
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
各
種
の
事
由
に
共
通
す
る
発
想
で
あ

っ
て
、
も
し
共
通
の
発
想
を
み
い
だ
せ
る
と
し
て
も
、
事
由
ご
と
に
固
有
の
事
情
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
類
似
す
る
局
面
ば
か
り
と
は
限
ら
な

ぃ
。
こ
の
た
め
に
、
こ
こ
で
二
つ
の
事
由
を
除
外
す
る
こ
と
も
や
む
を
得
ず
、
か
っ
そ
れ
は
検
討
結
果
の
意
義
に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。
も
っ
と
も
混
同
の
解
消
に
つ
い
て
は
他
の
諸
事
由
と
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
検
討
対
象
に
入
れ
る
。
な
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ぉ
、
相
殺
に
つ
い
て
も
相
殺
抗
弁
の
可
否
と
は
別
に
、
法
律
上
当
然
に
成
立
し
た
相
殺
を
知
ら
ず
に
弁
済
し
た
場
合
が
問
題
に
な
り
得
る
け

二
一
九
九
条
)
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
は
一
二
九
四
条
三
項
が
法
律
上
当
然
主
義
に
対
す
る

れ
ど
も
(
先
取
特
権
や
抵
当
権
の
効
力
に
つ
き
規
定
が
あ
る
。

例
外
を
設
け
て
お
り
、
本
稿
に
は
関
係
し
な
い
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

債
権
者
の
意
思
に
着
目
し
た
分
析

一
体
型
絶
対
効
か
相
対
効
か
が
問
題
と
な
る
局
面
|
|
主
と
し
て
、
給
付
に
関
係
す
る
事
由

弁
済
・
供
託
・
代
物
弁
済
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
よ
り
債
権
者
が
給
付
を
保
持
す
れ
ば
満
足
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
更
改
に
お

い
て
も
、
新
債
務
の
履
行
が
あ
れ
ば
同
じ
で
あ
る
。
か
よ
う
な
意
味
で
給
付
に
関
係
す
る
事
由
だ
と
い
う
共
通
点
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
点

2 a に
着
目
す
れ
ば
、
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
生
ず
る
余
地
は
な
い
と
い
え
る
(
こ
れ
は
、
山
中
康
雄
「
連
帯
債
務
の
本
質
」

『私
法
学
の
諸
問
題
一山
』
三
八
三
頁、

三
八
七
頁
の
分
析
視
角
に
類
似
す
る
。
ま
た
、
更
改
に
つ
い
て
は
、
も
し
一
体
型
絶
対
効
が
生
じ
な
い
場
合
を
-認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
給
付
に
関
係
し
な
い
と
理
解
す
る
こ
と
も
可

能
だ
が
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
を
分
析
す
る
さ
い
に
は
、
む
し
ろ
弁
済
と
の
共
通
点
に
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
)
。

こ
れ
ら
の
事
由
に
お
い
て
問
題
に
な
る
の
は
、

追
奪
や
不
履
行
が
あ
っ
た
場
合
に
、
元
の
連
帯
債
務
に
復
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
債
務
関
係
の
復
活
は
弁
済
等
の
当
事
者
間
に
限
ら
れ
る
の

か
で
あ
る

(
C

で
検
討
す
る
)
。

一
体
型
絶
対

時
効
に
つ
い
て
は
、
局
面
毎
に
種
々
の
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
手
形
時
効
や
時
効
停
止
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
に
、

効
説
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
手
形
時
効
に
お
け
る
一
体
型
絶
対
効
説
は
、
手
形
時
効
の
根
拠
が
弁
済
推
定
に
あ
っ
て
、
そ
の
点
に
着
目
し

た
も
の
だ
と
い
え
る
。
弁
済
等
の
給
付
に
関
係
す
る
事
由
と
同
じ
に
扱

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
時
効
停
止
を
め
ぐ
っ
て
み
ら

れ
た
一
体
型
絶
対
効
説
に
つ
い
て
は
、
別
の
観
点
か
ら
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
議
論
で
は
時
効
が
弁
済
推
定
だ
と
す
る
理

一
般
の
長
期
時
効
の
根
拠
論
と
し
て
弁
済
推
定
の
考
え
方
は
副
次
的
な
も
の
だ
と
し
て
、
債
権
者
の
権
利
不
行
使
を
非

由
も
み
ら
れ
た
が
、
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説

難
す
る
と
い
う
要
素
を
重
視
す
る
も
の
が
あ
っ
た
(
第
八
項
註
(

3

)

)

。
こ
れ
に
着
目
す
れ
ば
、

一
体
型
絶
対
効
説
は
非
難
の
程
度
を
強
く
み
て
、

雪'l>.
ロ岡

弁
済
と
同
じ
効
果
を
付
与
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。

手
形
時
効
や
社
員
の
義
務
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
は
、
相
対
効
説
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
事
情
が
理
由
と
な
っ

て
い
る
。

手
形
時
効
の
場
合
に
は
、
宣
誓
付
託
の
制
度
を
債
権
者
に
保
障
す
る
こ
と
が
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
手
形
時
効
と
い
う
形
で
の

弁
済
推
定
が
働
く
た
め
の
要
件
と
し
て
宣
誓
付
託
の
機
会
保
障
を
考
え
、
相
債
務
者
に
つ
き
完
成
し
た
時
効
を
も
っ
て
抗
弁
す
る
場
合
に
は

こ
の
要
件
を
充
た
さ
な
い
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
時
効
を
主
張
す
る
た
め
の
要
件
が
整
わ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
債
権
者
を
非
難
す
る
余
地

し
た
が
っ
て
相
対
効
説
を
主
張
し
た
の
だ
と
説
明
で
き
よ
う
。
な
お
、
論
者
が
手
形
時
効
を
弁
済
等
の
給
付
に
関
係
す
る
事
由
と

一
体
型
絶
対
効
説
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
が
故
に
負
担
部
分
型
絶
対
効
説
を
主
張
す
る
余
地
は
な
か

も
な
く
、

同
じ
に
扱
っ
て
い
る
点
で
は
、

っ
た
と
い
え
る
。

社
員
の
義
務
の
時
効
に
関
す
る
相
対
効
説
は
、
こ
の
時
効
の
性
質
と
し
て
非
清
算
人
の
利
益
保
護
と
い
う
観
点
を
重
視
し
、
こ
の
た
め
に

法
律
に
よ
る
特
別
の
効
果
と
し
て
相
対
効
に
な
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
効
が
特
別
な
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
非
清
算
人
が
求
償

義
務
を
免
れ
な
い
と
し
て
、
そ
の
限
度
で
時
効
の
実
効
性
を
奪
っ
て
い
る
。

一
体
型
絶
対
効
あ
る
免
除
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
債
務
免
除
は
給
付
に
関
係
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
た
め
に
問
題
の
立
て
方

が
一
体
型
絶
対
効
か
相
対
効
か
と
い
う
形
に
な
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
効
果
に
対
応
す
る
意
思
が
債
権
者
に
あ
る
こ
と
が
理
由
と
な

っ
て
い
る
。
意
思
を
債
権
者
の
帰
責
と
み
る
か
の
点
で
違
い
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
債
権
者
の
意
思
が
効
果
と
結
び
つ
い
て
い
る
点
で
、

検
討
す
る
事
由
と
の
共
通
点
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
体
型
絶
対
効
が
認
め
ら
れ
て
い
る
諸
局
面
に
お
い
て
は
理
由
が
三
通
り
あ
り
、
そ
れ
は
該
事
由
が
給
付
に
関
係
す

以
上
を
要
す
る
に
、
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る
・
債
権
者
の
権
利
不
行
使
に
対
す
る
非
難
・
債
権
者
の
意
思
だ
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、

一
応
は
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
け

れ
ど
も
、
更
改
と
時
効
停
止
あ
る
場
合
の
時
効
に
つ
い
て
は
こ
の
観
点
か
ら
は
分
析
し
き
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
の
効
果
を
弁
済

に
擬
え
る
一
方
で
、
保
証
人
に
関
す
る
更
改
や
時
効
完
成
は
主
債
務
者
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
給
付
に
関
係
す

る
事
由
で
あ
る
と
か
権
利
不
行
使
に
対
す
る
非
難
と
い
っ
た
観
点
で
は
、
連
帯
債
務
と
保
証
の
違
い
を
説
明
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

b 

負
担
部
分
型
絶
対
効
か
相
対
効
か
が
問
題
と
な
る
諸
局
面
ー
ー
そ
の
他
の
事
由

一九世紀フラ ンス法における連帯債務と保証 (5) 

あ
る
種
の
免
除
に
は
負
担
部
分
型
絶
対
効
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
相
殺
抗
弁
の
可
否
を
め
ぐ
る
議
論
や
時
効
の
効
果
論
に
お
い
て
は

負
担
部
分
型
絶
対
効
説
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理
由
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

負
担
部
分
型
絶
対
効
あ
る
免
除
に
つ
い
て
は
、

二
つ
の
考
え
方
が
あ
っ
た
。
第
一
は
、
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
求
償
権
侵
害
に
対
す
る
制

裁
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
、
こ
れ
は
債
権
者
に
自
己
の
行
為
の
結
果
を
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
の
考
え
方
も
、
相
債
務
者
に

不
利
益
を
被
ら
せ
な
い
と
同
時
に
、
頭
割
の
限
度
で
は
債
権
者
に
負
担
さ
せ
て
い
る
。
音
山
思
解
釈
と
い
う
説
明
を
と
っ
て
い
る
た
め
に
債
権

者
の
帰
責
を
問
う
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
結
論
を
合
意
的
な
意
思
解
釈
だ
と
み
て
い
る
こ
と
の
裏
に
は
、

一
つ
の
要
素
と
し

て
帰
責
を
問
う
と
す
る
考
え
が
あ
る
と
い
え
る
。

そ
の
一
方
で
、
保
証
の
場
合
に
主
債
務
者
が
免
除
を
受
け
た
局
面
を
み
る
と
、
主
債
務
者
が
無
資
力
で
あ
れ
ば
保
証
人
に
対
す
る
留
保
の

効
力
を
認
め
る
学
説
が
あ
る
。
こ
の
情
況
で
は
一
部
弁
済
と
引
換
に
免
除
し
て
も
債
権
者
に
帰
責
は
な
く
、
保
証
人
に
対
す
る
留
保
の
効
力

が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
だ
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
、
保
証
人
の
求
償
権
を
認
め
る
と
と
も
に
、
主
債
務
者
に
も
免
除
の
実
効
性

(
資
力
が
回
復
す
る
ま
で
事
実
上
の
猶
予
を
受
け
る
)
が
あ
る
と
い
う
形
で
、
利
益
調
整
が
図
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

時
効
の
効
果
論
と
し
て
は
、
時
効
停
止
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
に
負
担
部
分
型
絶
対
効
説
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
免
除
と
の
類
似
性
に
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説

着
目
し
て
、
黙
示
の
権
利
放
棄
な
い
し
は
求
償
権
侵
害
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
債
権
者
の
帰
責
を
問
題
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。

音ふ

"'m 

C 

諸
事
由
の
解
消
に
関
す
る
局
面

以
上
に
み
た
の
は
各
種
事
由
自
体
の
効
力
論
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
、
あ
る
事
由
が
解
消
し
た
場
合
や
、

そ
も
そ
も
該
事
由
の
成
立
が

表
見
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
場
合
に
つ
き
議
論
が
あ
る
。
結
論
と
し
て
、
こ
こ
で
も
債
権
者
の
意
思
に
帰
責
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

一
体
型
絶
対
効
を
導
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
結
論
を
左
右
す
る
の
は
、
各
事
由
に
つ
き
債
権
者
の
意
思
が
関
与
す
る
か

否
か
で
あ
っ
て
、
意
思
が
関
与
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
債
権
者
の
帰
責
と
し
て
追
奪
・
不
履
行
に
よ
る
不
利
益
を
債
権
者
に
課
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
順
に
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
弁
済
で
あ
れ
ば
、
後
に
追
奪
さ
れ
る
よ
う
な
物
を
債
権
者
が
受
領
し
て
も
、

そ
の
点
で
債
権
者
に
帰
責
あ
り
と
は
い
え
な
い
。
そ

れ
が
、
形
式
的
に
は
弁
済
で
あ
る
限
り
、
債
権
者
は
受
領
を
拒
絶
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
供
託
に
つ
き
受
諾
や
判
決
が
あ
る
前

に
、
供
託
者
が
取
下
げ
た
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
受
諾
・
判
決
前
の
法
律
関
係
に
関
す
る
理
解
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
供
託
は
受
諾

や
判
決
が
あ
っ
て
初
め
て
効
力
を
生
ず
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
か
よ
う
な
考
え
を
前
提
と
す
れ
ば
、
供
託
取
下
に
は
債
権
者
の
責

を
問
え
る
よ
う
な
事
情
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
混
同
の
成
立
が
表
見
的
で
あ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
詐

欺
を
理
由
と
す
る
相
続
承
認
の
取
消
や
相
続
・
遺
贈
の
無
効
、
信
託
的
継
伝
処
分
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
混
同
の
表
見
的
成
立
に
つ
き

債
権
者
の
責
を
問
え
る
事
情
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
債
権
者
の
意
思
が
関
与
す
る
た
め
に
帰
責
あ
り
と
い
え
る
よ
う
な
場
合
と
し
て
、
供
託
に
つ
き
受
諾
や
判
決
が
あ

っ
た
後

の
取
下
・
更
改
後
の
新
債
務
の
不
履
行
・
代
物
弁
済
と
し
て
給
付
さ
れ
た
物
の
追
奪

・
混
同
成
立
後
の
原
因
に
よ
る
混
同
の
解
消
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
何
れ
も
債
権
者
の
意
思
が
関
与
し
て
い
る
(
供
託
取
下
に
は
債
権
者
の
同
意
が
必
要
だ
し
、
混
同
に
つ
い
て
は
債
権
譲
渡
を
考
え
て
い
る
)
。
相
債
務
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そ
れ
に
よ
る
不
利
益
を
債
権
者
に
課
し
て
い
る
こ
と
も

理
解
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
代
物
弁
済
に
つ
い
て
は
三
つ
の
説
が
あ
っ
て
、
右
で
は
二

O
三
八
条
を
保
証
人
保
護
と
み
る
説
と
保
証
人
の
約

務
に
着
目
す
る
説
だ
け
が
債
権
者
の
落
ち
度
を
問
う
も
の
だ
と
位
置
づ
け
た
。
し
か
し
実
は
、
代
物
弁
済
を
更
改
と
み
る
第
一
説
も
、
余
計

な
こ
と
を
し
た
債
権
者
に
不
利
益
を
課
す
と
い
う
意
味
で
は
同
じ
で
あ
っ
て
、
三
つ
の
説
の
差
異
は
、
ど
の
程
度
の
落
ち
度
が
あ
れ
ば
債
権

者
に
不
利
益
を
課
し
て
も
よ
い
の
か
、
と
い
う
点
に
お
け
る
理
解
の
違
い
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
。

者
に
と
っ
て
み
る
と
債
権
者
が
余
計
な
こ
と
を
し
た
の
だ
と
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、

3 

求
償
権
に
着
目
し
た
分
析

一九世紀フランス法における連帯債務と保証(5 ) 

一
九
世
紀
の
議
論
で
は
、
求
償
権
へ
の
考
慮
が
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
も
た
ら
し
た
と
思
え
る
局
面
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
求
償
権
へ
の

考
慮
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
具
体
的
な
考
慮
の
仕
方
は
様
々
で
あ
り
、
絶
対
効
を
生
ず
る

「負
担
部
分
」
の
具
体
的
範
囲
に
着
目

す
れ
ば
二
つ
の
思
考
形
式
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
共
同
保
証
と
対
比
し
な
が
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
相
互
に
同
じ
地
位
に
立
つ

と
い
う
点
で
連
帯
債
務
と
共
通
す
る
か
ら
で
あ
る
(
も
っ
と
も
、
時
効
に
つ
い
て
は
、
保
証
人
に
つ
き
時
効
が
完
成
し
た
場
合
に
関
す
る
議
論
が
少
な
く
、
相
保
証
人

へ
の
効
力
は
わ
か
ら
な
い
)
。

負
担
部
分
型
絶
対
効
あ
る
免
除
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
こ
で
は
二
説
あ
っ
た
。
第
一
は
、
原
則
と
し
て
内
部
関
係
に
お
け
る
負
担
部
分
に

つ
い
て
絶
対
効
が
生
ず
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
被
告
と
な
っ
た
相
債
務
者
に
不
利
益
を
与
え
な
い
と
同
時
に
、
被
免
除
者
に
免
除
の
実
効
性

を
保
た
せ
る
と
い
う
こ
つ
の
観
点
を
重
視
す
る
も
の
で
、
特
に
相
債
務
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
求
償
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
不
利
益
を

債
権
者
に
負
担
さ
せ
る
も
の
だ
と
い
え
る
。
第
二
説
は
、
免
除
の
効
果
を
債
権
者
の
意
思
解
釈
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
た
め
に
細
か
な
点
で

論
者
に
違
い
は
あ
る
が
、
典
型
的
に
は
原
則
と
し
て
頭
割
分
に
つ
き
絶
対
効
が
生
ず
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
は
、
絶
対
効
を
生
ず
る
範
囲
と
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説

し
て
の
負
担
部
分
が
内
部
的
な
も
の
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
、
負
担
の
転
嫁
を
認
め
た
も
の
だ
と
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
む

し
ろ
、
免
除
を
理
由
と
し
て
債
権
者
に
制
裁
を
加
え
る
と
い
う
観
点
を
重
視
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
制
裁
の
観
点
を
重
視
す
る
か
ら
こ
そ
、

制
裁
内
容
が
内
部
的
な
負
担
部
分
に
合
致
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
共
同
保
証
人
の
一
人
に

吾L、
白岡

対
す
る
免
除
の
議
論
に
お
い
て
も
同
様
の
考
え
方
が
み
ら
れ
、

そ
れ
は
連
帯
債
務
に
関
す
る
第
二
説
だ
け
で
な
く
、
第
一
説
と
も
考
え
方
と

し
て
繋
が
り
う
る
も
の
で
あ
っ
た
(
も
っ
と
も
、
後
述
第
二
日
2
参照)。

時
効
停
止
を
め
ぐ
っ
て
み
ら
れ
た
負
担
部
分
型
絶
対
効
説
は
、
絶
対
効
が
生
ず
る
負
担
部
分
の
範
囲
に
言
及
し
な
い
が
、
免
除
と
同
じ
二

つ
の
考
え
方
が
可
能
で
あ
る
。
時
効
の
効
力
を
免
除
に
擬
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

社
員
の
義
務
の
時
効
に
関
す
る
相
対
効
説
は
求
償
を
認
め
て
い
る
が
、
こ
れ
も
免
除
に
関
す
る
第
一
説
と
似
た
観
点
か
ら
説
明
で
き
る

(手

形
時
効
に
関
す
る
相
対
効
説
は
時
効
完
成
者
に
対
す
る
求
償
の
可
否
を
論
じ
て
い
な
い
の
で
、
検
討
対
象
か
ら
省
く
)
。
す
な
わ
ち
、
相
債
務
者
た
る
清
算
人
に
不
利

益
を
与
え
な
い
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
免
除
の
場
合
と
の
差
異
は
、
求
償
を
認
め
る
と
い
う
形
で
時
効
の
実
効
性
を
奪
っ
て
い
る
こ

と
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
時
効
が
非
清
算
人
の
た
め
の
特
別
の
制
度
だ
と
考
え
た
た
め
の
違
い
に
す
ぎ
な
い
。
発
想
の
仕
方
と
し
て
は

同
じ
だ
と
い
え
よ
う
。

以
上
に
対
し
て
、
相
殺
抗
弁
や
混
同
に
つ
い
て
は
、
内
部
的
な
負
担
部
分
が
そ
の
ま
ま
絶
対
効
を
生
ず
る
範
囲
に
な
る
と
解
さ
ざ
る
を
得

‘、、
O

J
旬
、

ν相
殺
抗
弁
に
関
す
る
負
担
部
分
型
絶
対
効
説
を
み
る
と
、

そ
こ
で
は
反
対
債
権
を
も
っ
債
務
者
の
無
資
力
危
険
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
相
殺
抗
弁
の
可
否
は
債
権
者
の
利
益
が
関
係
す
る
も
の
で
は
な
く
、
債
務
者
相
互
間
に
お
け
る
利
益
調
整
の
問
題
だ
と
す
る
議
論
も
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
も
し
負
担
部
分
の
限
度
で
相
殺
抗
弁
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
範
囲
は
必
然
的
に
内
部
関
係
に
お
け
る
負
担
部
分
に
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な
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

混
同
に
負
担
部
分
型
絶
対
効
が
認
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
混
同
に
よ
り
履
行
が
不
可
能
に
な
る
範
囲
は
負
担
部
分
だ
と
か
、
担
保
責

任
を
負
う
者
は
抗
弁
対
抗
を
受
け
る
と
い
っ
た
説
明
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
も
、
内
部
的
な
負
担
部
分
に
つ
き
絶
対
効
が
生
ず
る
と
い
う
帰

結
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
共
同
保
証
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
負
担
部
分
型
絶
対
効
(
説
)
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
考
え
方
に
は
二
通
り
あ
る
。
絶
対
効
を
生
ず
る
負
担
部

分
の
中
身
が
事
由
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

一九世紀フランス法における連管債務と保証 (5) 

と
こ
ろ
で
、
相
殺
抗
弁
に
つ
い
て
は
、
相
対
効
説
も
み
ら
れ
た
が
、

そ
れ
は
解
釈
論
と
し
て
止
む
を
得
な
い
と
考
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
条
文
の
な
い
共
同
保
証
の
場
合
に
も
相
対
効
説
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
共
同
保
証
人
の
一
人
が
反
対
債
権
を
も
っ
と
し

て
も
、
法
定
相
殺
の
要
件
で
あ
る
主
債
務
性
を
欠
く
こ
と
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
は
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
が
最
終
的

に
負
担
す
べ
き
分
と
し
て
負
担
部
分
を
も
っ
。
こ
れ
に
対
し
、
共
同
保
証
人
の
負
担
部
分
は
主
債
務
者
が
無
資
力
の
場
合
に
被
る
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
相
殺
抗
弁
を
認
め
る
と
相
保
証
人
に
出
摘
さ
せ
る
形
に
な
る
が
、
こ
れ
は
主
債
務
者
に
も
一
部
解
放
の
利
益
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
り
好
ま
し
く
な
い
。
か
よ
う
な
考
え
が
、
法
定
相
殺
の
要
件
で
あ
る
主
債
務
性
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

か
よ
う
な
問
題
は
免
除
や
混
同
に
つ
い
て
は
生
じ
な
い
。
満
足
効
が
な
い
た
め
に
、
共
同
保
証
に
つ
き
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
-
認
め
て
も
、

主
債
務
者
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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説

第
二
目

連
帯
債
務
の
性
質
論
か
ら
み
た
場
合

論

観
点
を
か
え
て
、
債
務
消
滅
事
由
の
効
力
を
連
帯
債
務
の
性
質
論
か
ら
み
て
み
よ
う
。

一
九
世
紀
に
お
い
て
は
、
連
帯
債
務
の
性
質
を
債

務
消
滅
事
自
の
効
力
に
意
識
的
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な
議
論
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
結
論
か
ら
い
え
ば
、
債
務
者
相
互
間
に
団
体

関
係
が
あ
る
よ
う
な
場
合
を
想
定
す
る
議
論
も
あ
り
、
ま
た
更
改
や
時
効
に
つ
い
て
は
連
帯
債
務
の
性
質
か
ら
し
か
一
九
世
紀
の
議
論
を
説

明
で
き
な
い
。

l 

相
互
代
理

連
帯
債
務
の
性
質
論
と
し
て
典
型
的
に
は
相
互
代
理
の
議
論
が
あ
り
、
債
務
消
滅
事
由
と
の
関
係
で
は
更
改
・
債
務
免
除
・
時
効
に
つ
き

相
互
代
理
に
よ
る
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
更
改
と
債
務
免
除
に
つ
い
て
は
、
更
改
契
約
や
免
除
契
約
の
効
力
が
相
債
務
者
に
及
ぶ
こ
と

と
合
意
の
相
対
効
原
則
と
の
関
係
を
説
明
す
る
た
め
の
法
律
構
成
と
し
て
、
相
互
代
理
が
持
ち
出
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
更
改
や
免
除
の
効

力
知
何
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
更
改
契
約
や
免
除
契
約
の
趣
旨
(
特
に
、
債
権
者
の
意
思
)
が
決
め
手
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
時
効
に

つ
い
て
は
、
時
効
中
断
の
効
力
を
説
明
す
る
た
め
に
相
互
代
理
の
構
成
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
時
効
完
成
の
効
力
論
と
は
別
の
問
題
だ
と
い

え
る
。結
論
と
し
て
、
債
務
消
滅
事
由
の
効
果
を
相
互
代
理
の
関
係
か
ら
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。

2 

債
務
単
一
性

連
帯
債
務
の
性
質
論
と
し
て
、
目
的
物
に
関
し
て
債
務
は
一
個
だ
が
、
債
務
者
に
つ
い
て
は
複
数
だ
と
い
わ
れ
た
。
こ
の
定
式
は
ポ
チ
エ

北法48(6・56)1362



か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
ポ
チ
エ
は
「
目
的
物
に
関
し
て
債
務
が
一
個
だ
」
と
い
う
点
に
着
目
し
、
債
務
の
個
数
論
を
債
務
の
原
因

か
ら
考
察
す
る
一
方
で
、
各
種
債
務
消
滅
事
由
の
効
力
論
に
つ
い
て
は
、
各
事
由
の
効
力
が
弁
済
と
同
じ
か
否
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
考
え

た。

「債
務
者
に
つ
い
て
債
務
は
複
数
だ
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
専
ら
連
帯
債
務
成
立
の
局
面
で
問
題
に
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
履
行
地
・
期
限
・
条
件
の
点
で
債
務
者
ご
と
に
異
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
連
帯
債
務
の
成
立
を
認
め
る
ロ
オ
マ
法
文
が
あ
り
、
こ
れ

を
定
式
化
し
て
「
債
務
者
に
つ
い
て
債
務
が
複
数
だ
」
と
い

っ
た
の
で
あ
る

(前
章
第
一

項
2
)
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

一
九
世
紀
に
お
い
て
は
、
こ
の
定
式
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
そ
の
理
解
を
異
に
し
た
。

ま
ず
ポ
チ
エ
と
同
じ
く
「
目
的
物
に
関
し
て
債
務
が
一
個
」
と
い
う
点
に
着
目
し
て
、
債
務
単
一
性
原
理
か
ら
各
事
由
の
効
力
を
考
え
る

学
説
が
あ
っ
た
(
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
)
O

し
か
し
、
論
者
の
い
う
債
務
単
一
性
と
は
、
各
債
務
者
の
債
務
が
相
債
務
者
の
義
務
内
容
を
指
示
し

と
こ
ろ
が
、

あ
っ
て
い
る
と
い
、
つ
占
…
で
あ

っ
た

(な
お
、
こ
れ
は
債
務
の
全
部
に
つ
き
相
互
の
指
示
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て、

一
人
の
負
担
部
分
を
相
債
務
者
が
指
示
す
る
とい

う
こ
と
で
は
な
い
)。

か
よ
う
な
理
解
の
違
い
は
、
保
証
の
場
合
に
顕
著
で
あ

っ
て、

ポ
チ
エ
は
主
債
務
と
保
証
債
務
に
も
債
務
の
同
一
性
(単

一
性
)
を
認
め
た
の
に
対
し
、
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
に
よ
れ
ば
保
証
債
務
は
主
債
務
者
の
義
務
内
容
を
指
示
し
て
い
る
が
、
主
債
務
は
保
証

人
の
義
務
内
容
を
指
示
し
て
い
な
い
。
か
よ
う
な
理
解
の
差
異
は
、
「
目
的
物
に
つ
き
債
務
が

一
個
だ
」
と
い
う
定
式
の
射
程
の
差
異
に
由

ポ
チ
エ
は
債
務
消
滅
事
由
一
般
に
つ
き
こ
の
説
明
を
用
い
る
の
に
対
し
|
|
そ
こ
で
は
連
帯
債
務
か
保
証
か
、

来
す
る
も
の
で
あ

っ
て、

ま
た
満
足
効
の
有
無
を
問
題
に
し
な
い
|
|
、
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
は
満
足
効
あ
る
事
由
に
つ
い
て
は
ポ
チ
エ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、

債
務
免
除
に
つ
い
て
は
、
こ
の
定
式
を
逆
に
用
い
て
、
保
証
債
務
の
免
除
が
主
債
務
者
へ
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
理
由
に
挙
げ
て
い
る
(
第
五

項
第
四
款
第
一

目
l
)
。
そ
の
ほ
か
に
、
時
効
中
断
や
過
責

・
遅
滞
あ
る
場
合
の
目
的
物
滅
失
に
つ
い
て
、
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
は
、
こ
の
定
式

北法48(6・57)1363

を
一

貫
さ
せ
て
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
は
相
債
務
者
に
及
ぶ
け
れ
ど
も
、
保
証
人
に
つ
い
て
の
中
断
や
過
責

・
遅
滞
は
主
債
務
者
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
さ
い
に
、
こ
の
定
式
を
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
(第
八
項
第
二
款
第
五
日
2
、
前
節
第
三
款
)。
こ
れ
に
対
し
ポ
チ
エ
は
、
連



説

帯
債
務
者
や
主
債
務
者
に
対
す
る
中
断
の
効
力
に
つ
き
単
一
性
か
ら
の
説
明
を
示
す
一
方
で
、
保
証
人
に
対
す
る
時
効
中
断
の
効
力
に
言
及

せ
ず
、

ま
た
、
過
責
・
遅
滞
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
保
証
人
は
主
債
務
者
の
た
め
に
債
務
を
負
っ
て
い
る
が
、
主
債
務
者
は
保
証
人
の
た
め

きふ
ロ岡

に
債
務
を
負
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
説
明
を
挙
げ
て
(
す
な
わ
ち
、
中
身
と
し
て
は
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
の
定
式
と
同
じ
)
、
連
帯
債
務
の
場
合

(
1
)
 

に
債
務
単
一
性
か
ら
の
説
明
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
と
の
一
貫
性
を
欠
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
の
説
明
を
と
る
と
、
更
改
や
時
効
に
関
す
る
本
稿
の
疑
問
を
解
消
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
更
改
や
時
効

が
連
帯
債
務
者
に
生
ず
れ
ば
、

そ
れ
は
弁
済
と
同
じ
効
力
を
も
つ
の
に
対
し
て
、
保
証
人
に
つ
い
て
の
更
改
や
時
効
は
保
証
債
務
だ
け
を
消

滅
さ
せ
る

と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
一
貫
性
を
欠
い
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
き
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
説
で
あ
れ
ば
、
連
帯

(
こ
と
が
あ
る
)

債
務
者
相
互
間
に
相
互
指
示
の
関
係
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
保
証
の
場
合
に
は
指
示
が
片
面
的
で
あ
る
か
ら
だ
と
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
負
担
部
分
型
絶
対
効
あ
る
免
除
に
関
し
て
、
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
は
右
に
み
た
第
一
の
考
え
方
を
と
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
相
互
指
示

の
関
係
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
は
「
義
務
内
容
を
指
示
し
て
い
る
か
」
と
い
う
観
点
を
重
視
し

し
か
も
そ
れ
は
連
帯
債
務
の
性
質
を
債
務
消
滅
事
由
の
効
力
に
関
係
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

て
、
こ
れ
を
一
貫
さ
せ
る
の
で
あ
り
、

そ
の
一
方
で
、
多
数
の
学
説
は
債
務
単
一
性
を
給
付
の
一
倍
額
性
と
理
解
し
て
、
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
の
説
明
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
如
上
の
定
式
の
う
ち
、
「
債
務
者
に
つ
い
て
は
複
数
だ
」
と
い
う
部
分
を
強
調
し
て
、
債
務
関
係
を
相
対
的
に
捉
え
た
こ
と
に
よ
る
。

ポ
チ
エ
と
異
な
り
満
足
効
の
有
無
を
考
慮
し
、
債
務
免
除
や
更
改
に
つ
い
て
相
互
代
理
の
説
明
が
あ
っ
た
の
は
、

か
よ
う
な
思
考
図
式
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
デ
ル
ヴ
ア
ン
ク
ウ
ル
に
対
す
る
多
数
説
の
批
判
は
理
論
構
成
の
問
題
に
と
ど
ま
り
、
想
定
し
て
い
る
連
帯
債
務
の
類
型
と
し
て

は
債
務
者
相
互
間
に
一
体
的
な
関
係
が
あ
る
場
合
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
連
帯
債
務
が
も
っ
他
の
性
質
や
諸
事
由
の
性
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質
論
か
ら
、
更
改
や
時
効
に
関
す
る
連
管
債
務
と
保
証
の
違
い
を
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
連
帯
債
務
の
成
立
に

は
相
互
の
指
示
を
要
求
す
る
学
説
が
多
い
こ
と
か
ら
す
る
と
(第
五
項
第
四
款
堅
百
3
b
)
、
更
改
や
時
効
を
弁
済
と
同
じ
だ
と
説
明
し
た
の
は
、

一
体
的
な
関
係
の
あ
る
場
合
を
想
定
し
た
こ
と
に
よ
る
法
直
感
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
は
全
部
義
務
に
関

す
る
説
明
か
ら
も
裏
付
け
う
る
の
で
あ
っ
て
、
全
部
義
務
の
更
改
を
相
対
効
だ
と
い
う
も
の
が
あ
る
(
〉
同

E
Z
-
F
Z
E
E
E
H
Z
ニ
Z
-E
E
E

日
以

己

戸

H
A
m
-

∞印
N

ロ
]
F

叶

N

百
回
日
目
)
。

免
除
に
負
担
部
分
型
絶
対
効
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
共
同
保
証
と
の
対
比
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
で
も
契
約
時
に
お
け

る
相
互
指
示
と
の
問
題
連
闘
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
て
、
債
務
者
相
互
間
に
一
体
的
な
関
係
が
あ
る
場
合
を
想
定
し
た
と
も
い
え

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

る
(
第
五
項
末
尾
)
O

た
し
か
に
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
全
部
義
務
者
に
対
す
る
免
除
を
相
対
効
だ
と
す
る
議
論
が
あ
る
お
さ

3-

し
か
し
、
有
力
な
学
説
は
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
認
め
て
お
り

(U20ZEU戸
己
目

ロ
N
宮
古
N
ω
?
窓口

Z
-
E
2
5
2
5
2

o
-
v
E円

2

H
斗

Nlω
百
戸

Nm)

。

由
主
戸
己
ω

乙
ω
C
N
Z
Z
)
、
こ
れ
に
着
目
す
れ
ば
、
免
除
の
効
果
は
求
償
期
待
や
債
権
者
の
帰
責
と
い
っ
た
観
点
、
あ
る
い
は
合
理
的
な
意
思

そ
の
背
後
で
一
体
的
な
関
係
を
考
慮
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
蒔

解
釈
の
観
点
だ
け
か
ら
考
察
し
た
の
で
あ
っ
て
、

効
完
成
に
つ
い
て
も
、
弁
済
類
似
の
効
果
が
な
い
と
す
れ
ば
求
償
期
待
の
問
題
を
生
じ
う
る
。
前
述
第
八
項
第
三
款
参
照
)
。

3 

そ
の
他
の
性
質

相
殺
抗
弁
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
、
連
帯
債
務
者
各
自
は
、
債
権
者
へ
出
摘
す
る
こ
と
に
つ
き
、

そ
の
可
能
性
(
危
険
)
が
等
し
く
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
議
論
が
あ
っ
た
。
特
に

コ
ル

メ
・

ド
ゥ
・
サ
ン
テ
エ
ル
は
、
こ
の
考
え
方
を
連
帯
免
除
等
に
つ
い
て
も
用
い
て
い
る

か
よ
う
な
性
質
は
債
務
者
相
互
聞
に
お
け
る
団
体
関
係
の
有
無
と
は
関
係
が
な
く
、
本
稿
が
追
求
し
て
き
た

連
帯
債
務
の
性
質
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
利
益
調
整
に
関
す
る
考
え
方
の
一
つ
だ
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
第
五
項
註
(
凶
)
)
。
し
か
し
、

北法48(6・59)1365



説

第
三
款

連
帯
債
務
論
に
お
け
る
問
題
の
所
在

舌ふ
口問

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
債
務
消
滅
事
由
の
効
力
に
つ
き
連
帯
債
務
の
性
質
論
が
考
慮
要
素
と
な
っ
て
い
な
い

の
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
個
別
の
議
論
を
み
る
と
、
債
務
者
相
互
間
に
お
け
る
緊
密
な
関
係
の
有
無
が
債
務
消
滅
事
由
の
効
力

論
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
部
分
も
あ

っ
た
。

こ
の
点
で
、
「
系
譜
的
に
い

っ
て
、
債
務
消
滅
事
由
に
関
す
る
諸
規
定
は
連
帯
債
務
の
性
質

本
稿
の
主
題
は
、

論
と
無
関
係
だ
」
と
い
う
本
稿
の
主
張
は

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
を
検
討
の
素
材
と
す
る
限
り
撤
回
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
諸
事
由
の
効
力
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
個
別
の
局
面
に
お
け
る
利
益
分
析
の
一
態
様
を
示
す
こ
と
は
で
き
た
の
で

あ
っ
て
、
こ
の
点
で
本
稿
の
手
法
は
な
お
維
持
で
き
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
緊
密
な
関
係
と
い
え
ど
も
考
慮
事
由
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い

の
で
あ
っ
て
、
基
本
的
に
は
各
事
由
の
性
質
論
や
利
益
調
整
と
い

っ
た
観
点
か
ら
分
析
で
き
る
。
そ
し
て
、
日
本
法
に
お
け
る
現
在
の
課
題

は
、
真
正
連
帯
に
関
す
る
民
法
の
諸
規
定
を
不
真
正
連
帯
に
類
推
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
債
務
の
類
型
ご
と
に
考
え
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
間
題
状
況
か
ら
す
れ
ば
、

利
益
分
析
に
お
け
る
考
慮
要
素
を
一

九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
か
ら
学
ぶ
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、

れ
は
本
章
の
検
討
で
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

第
四
款

一
九
世
紀
法
の
位
置
づ
け

冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
、
本
章
の
目
的
は
三
つ

の
観
点
か
ら
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
個
別
の
局
面
に
関
す

る
議
論
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
で
指
摘
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
全
体
を
概
観
す
る
に
と
ど
め
る
。

第
一
は
、
系
譜
研
究
の
観
点
か
ら
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
法
が
日
本
民
法
典
に
与
え
た
影
響
を
探
る
た
め
の
準
備
作
業
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

北法48(6・60)1366

そ



「一一一一一

結
論
を
簡
単
に
先
取
り
し
て
お
く
と
、
特
に
旧
民
法
典
は
フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
け
れ
ど
も
、
継
受
と
し
て
は
表
面
的
だ

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
債
務
免
除
の
議
論
に
つ
い
て
い
え
る
。
ま
た
、
全
体
と
し
て
は
一
九
世
紀
の
学
説
を
受
け
継
い

で
い
る
け
れ
ど
も
、
必
ず
し
も
そ
れ
は
通
説
で
は
な
い
。
特
に
気
付
く
の
は
、
相
互
代
理
の
範
囲
論
や
相
殺
抗
弁
の
可
否
に
関
し
て
、
オ
ブ

リ
H
ロ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
相
互
代
理
の
範
囲
に
つ
い
て
伝
統
的
な
学
説
は
別
の
見
解
を
と
っ
て
い
る
(
第
二
節
第
四
款

2
参
照
)
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

ポ
チ
エ
と
の
対
比
で
あ
る
。
ポ
チ
エ
の
議
論
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
点
が
多
い
。
し
か
し
、
考
え

方
を
み
る
と
、
学
説
は
表
面
的
に
し
か
ポ
チ
エ
を
受
け
継
い
で
い
な
い
点
が
多
い
。

た
と
え
ば
、
弁
済
の
一
体
型
絶
対
効
を
債
務
単
一
性
で
説
明
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
債
務
単
一
性
に
関
す
る
理
解
は
異

第
二
の
目
的
は
、

な
る
(
第
二
款
警
百
2
参
照
)。

こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
、
更
改
や
債
務
免
除

・
相
殺
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
更
改
に
一
体
型
絶
対

効
あ
る
理
由
を
、
弁
済
類
似
の
効
力
に
求
め
て
い
る
点
で
は
共
通
す
る
が
、
保
証
の
場
合
に
一
九
世
紀
法
は
更
改
に
弁
済
類
似
の
効
力
を
認

め
て
い
な
い
(
第
三
項
4
)
。
免
除
に
つ
い
て
負
担
部
分
型
絶
対
効
あ
る
場
合
を
考
え
る
と
、
そ
の
理
由
と
し
て
被
免
除
者
と
相
債
務
者
の
保

護
を
あ
げ
る
点
で
は
共
通
す
る
。
し
か
し
、

一
九
世
紀
法
を
詳
し
く
み
る
と
、
む
し
ろ
債
権
者
を
含
む
三
当
事
者
の
利
益
調
整
の
問
題
と
し

て
処
理
し
て
い
る
(
第
五
項
第
一
款
第
=
百
。
も
っ
と
も
、
共
同
保
証
に
閲
し
て
は
、
ポ
チ
エ
も
利
援
調
整
の
観
点
を
示
し
て
お
り
、
一
九
世
紀
法
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

第
五
項
第
四
款
第
一
百
4
)
。
相
殺
に
つ
い

て
は
、
条
文
自
体
が
ポ
チ
エ
か
ら
離
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
連
帯
債
務
や
保
証
に
お
け
る
相

殺
の
法
律
上
当
然
主
義
の
意
味
づ
け
に
関
し
て
、
一
九
世
紀
法
は
法
律
上
当
然
主
義
が
作
用
す
る
と
捉
え
て
い
る
(
第
六
項
第
三
款
2
)
。
混
同

だ
け
が
以
上
に
対
す
る
例
外
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
ポ
チ
エ
の
説
明
を
そ
の
ま
ま
挙
げ
つ
つ
、
説
明
の
不
足
を
別
の
理
由
で
補
っ
て
い
る
(
第

七
項
1
)

。

気
工
り
ド
ド
、

一
九
世
紀
法
は
、
連
帯
債
務
に
お
け
る
相
互
代
理
の
考
え
方
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ポ
チ
エ
に
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
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説

る

論

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
差
異
は
、
各
事
由
の
性
質
や
利
益
調
整
に
関
す
る
理
解
の
違
い
を
意
味
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

第
三
の
目
的
は
、
比
較
法
的
観
点
か
ら
、
連
帯
債
務
と
保
証
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
個
別
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

日
本
法
へ

の
示
唆
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
基
本
的
な
考
え
方
に
絞
っ
て
三
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

一
九
世
紀
法
は
相
互
代
理
の
関
係
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
性
質
は
債
務
消
滅
事
由
の

第
一
に
、
連
帯
債
務
の
性
質
論
と
し
て
、

効
力
論
と
は
直
接
の
関
係
を
も
た
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

日
本
に
お
け
る
連
帯
債
務
論
の
問
題
は
絶
対
効
事
由
が
多
い
と
い
う
点
に
あ
り
、
連

帯
二
分
論
が
展
開
さ
れ
た
の
は
、
絶
対
効
を
嫌
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
比
較
法
的
に
い
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
相
互

代
理
の
考
え
方
を
参
考
に
す
る
の
は
適
当
で
あ
る
ま
い
。

第
二
に
、
弁
済
や
供
託
・
代
物
弁
済
と
い
っ
た
満
足
効
あ
る
事
由
に
つ
い
て
一
九
世
紀
法
は
、
議
論
の
中
心
を
事
後
的
に
弁
済
や
供
託
等

が
効
力
を
失
っ
た
場
合
に
お
い
て
い
る
。
か
よ
う
な
問
題
意
識
は
従
来
の
日
本
法
に
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ

う
。
も
っ
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
じ
結
論
を
導
く
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
一
九
世
紀
法
か
ら
得
ら
れ
た
視
点
は
、
各
事
由
の
効
力
論
か
ら

考
え
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
事
由
に
つ
い
て
、
日
本
独
自
の
問
題
を
含
め
な
が
ら
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

第
三
に
、
債
務
免
除
や
相
殺
に
つ
い
て
、
一
九
世
紀
法
は
多
数
当
事
者
関
係
の
利
益
調
整
を
図
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
調
整
方
法
は
事
由

ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
負
担
部
分
型
絶
対
効
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
で
い
う
負
担
部
分
の
意
味
が
免
除
と
相
殺
と
で
同

じ
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
か
よ
う
な
考
え
方
を
日
本
で
と
る
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
も
、
次
章
に
お
け
る
検
討
課
題
と
な
る
。

(
1
)
前
章
で
は
、
過
責
・
遅
滞
あ
る
場
合
の
後
発
的
履
行
不
能
に
つ
い
て
、
保
証
の
場
合
に
関
す
る
ポ
チ
エ
の
考
え
方
を
紹
介
し
な
か
っ
た
の
で
、
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一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (5) 

こ
こ
で
補
っ
て
お
く
(
連
帯
債
務
の
場
合
に
関
し
て
は
、
前
章
第
一
項
2
参
照
)
。

主
債
務
者
の
行
為
も
し
く
は
過
責
に
よ
り
、
ま
た
は
そ
の
遅
滞
中
に
目
的
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
は
、
保
証
人
の
債
務
も
消
滅
し
な
い
。
但
し
、

保
証
人
の
義
務
は
目
的
物
の
価
額
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
他
の
損
害
に
つ
い
て
は
主
債
務
者
だ
け
が
義
務
を
負
う
。
こ
れ
は
、
主
た
る
給
付
義
務

だ
け
で
な
く
、
付
随
的
注
意
義
務
(
目
的
物
の
引
渡
ま
で
適
当
な
る
注
意
を
払
っ
て
保
管
し
、
給
付
義
務
の
履
行
に
つ
き
適
当
な
る
信
義
誠
実
を
尽
く
す
義
務
)
に

つ
い
て
も
保
証
し
た
か
ら
で
あ
る

(
O
E包
5

5
ロ
白
白
山
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
行
為
等
が
保
証
人
に
あ
る
場
合
に
は
、
保
証
人
だ
け
が
義
務
を
負
い
、

主
債
務
は
消
滅
す
る

(
O
E包
5
5
D
ω
∞N)
。
主
債
務
者
は
保
証
人
の
た
め
に
義
務
を
負
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
保
証
人
の
行
為
等
に
つ
き
主

債
務
者
が
義
務
を
負
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る

(
O
E
Z
5
2
2
e
。

こ
こ
で
は
、
主
債
務
者
に
過
責
等
が
あ
れ
ば
、
保
証
人
の
債
務
が
存
続
す
る
が
、
そ
れ
は
目
的
物
の
価
額
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
点

は
連
帯
債
務
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
て
、
一
人
に
過
責
等
が
あ
れ
ば
、
相
債
務
者
に
つ
い
て
も
価
額
の
限
度
で
債
務
が
存
続
す
る
と
い
う

(
司
自
品

E
m
2
2
5
8
5
ω

乙
ニ
刀
N
∞ご
H
5
2
2
コ
乙
ち
∞
ミ
S
-
O
E岡
山
口
O

ロ:
N
叶

ω)
。
じ
か
し
、
そ
こ
で
は
連
帯
債
務
に
お
け
る
債
務
の
単
一

性
が
理
由
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
理
由
づ
け
の
点
で
、
保
証
の
場
合
と
の
一

貫
性
を
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
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